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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








１「ある男の風景」









「あんたも変わった男だな」

　その老看守は呆あきれたように言った。

「盗とったもんやら諸もろ々もろ、弁べん償しよう金さえ支し払はらえばすぐにでも出所出来るんだろう？　そりゃ額は目ん玉飛び出るくらいだが、あんたなら楽に払える額だろう？」

「フン！　バカを言うでないわ。たかだか百数十年程ほどここに居れば、払わなくても済むのにか？」

　その男は心底呆れた、といった顔で老看守を見た。

「確かに儂わしにとっては端はした金がねだが、そんな理由で口座の額を削けずるなんぞ……ハッ！　冗じよう談だんではないわ」

「……百年をたかだかとはね。まあ確かに、あんたにとってはたかだかって、年月なんだろうが、儂等にとっては人生の十分の一以上の年月だぞ。それをこんな所で過ごすなんてのは損失だとは思わないのか？」

「クックック。凡ぼん人じんにはそうなんだろうがね。だがここはいろいろ思考をするのには悪くない環かん境きようだ」

「預金残高を削るより、人生を削る方がマシとはね」

「何をどう使おうと価値観の差、儂の勝手だ……ったく、九く羅ら密みつのバカ娘むすめが！」

　その男は小さく毒どく突づき、必死の形ぎよう相そうでバラバラに砕くだけた陶とう器きらしい物を復元しようとしていた。

「……お邪じや魔まかね？」

「儂にとって十や二十の並行作業など大した負担でもないわ。だから貴様との他愛のない世間話などどうという事はない」

　その男にとってそれは気分転てん換かんのひとつなのだ。

「それにしても見事にバラバラだな。もう棄すてた方がいいんじゃないのか？」

「棄てるだと!?　儂がこいつをどれだけ苦労して手に入れたか分かるか？　手に入れる為ために費ついやした金は、今度の賠ばい償しよう金の比ではないのだ」

「そいつは凄すごいな。儂には骨こつ董とうの類たぐいは分からんが……良い物なのか？」

「凡人には理解出来んだろうがな」

　そう言うとその男は上気した目で在ありし日の、その陶器の姿を思い浮うかべた。

「形、色いろ艶つや、手て触ざわり……どれをとってもパーフェクトだったのだ」

「だがそんなに粉々では復元は無理なのではないのか？　あんたの持っていたツール類は全部没ぼつ収しゆうされているのだろう？」

　ここに入る時点で、亜あ空間に収納している機材にアクセス出来ないよう、念入りに遮しや断だんされているのだ。そうしなければ、最高度の隔かく離り刑けい務む所しよといえど、この男ならあっと言う間に脱だつ獄ごくするだろう。

「儂を誰だれだと思っておる！　ツールなど無くても寸すん分ぶん違たがわぬ形で復元させてみせるわ」

「そりゃ大したもんだ」

　老看守の言葉に男は少し得意げだ。その男は傲ごう慢まんでプライドの高い性格だが、老看守の会話に応じるのは、このささやかな満まん悦えつを得られる事と、長い付き合いだからだ。

　老看守は普ふ通つうの人間で、その男の十分の一程の年ねん齢れいだ。老看守が初めてこの刑務所に赴ふ任にんしてきた時も、この男は微び罪ざいで放ほうり込こまれて来たのだ。

「それにしてもここ二百年程、あんたの噂うわさを聞かなかったが、何をしていたのかね？　まあこんな所の常連になどならない方がいいのだが……」

　男は老看守が最初に会った時以来、いや、彼の先せん輩ぱい達の話では、それ以前から細こま々ごまとした微罪、特に契けい約やく違い反はんや詐さ欺ぎの様な刑で服役する常連だったのだ。そして悪びれる事も無く、それこそ別べつ荘そうにでも来るような気軽さで数ヶ月から数十年、服役して行くのだ。

「何をしていたかだと……」

　その男にしては珍めずらしく深刻な表情で黙だまり込んだ。

「どうした、気分でも悪いのか？」

「……いや、何でもない。まあ、いろいろだ。儂は忙いそがしい身だからな」

　男はシレッとそう言うと修復の作業を再開した。

「そうか……。百数十年の刑期をたかだかという位だから、あんたにとっては気にする程の時間でも無かったのだろうな……」

　そこまで言うと老看守は少し寂さびしそうな表情になった。男が出所する前に老看守は退役しているだろうからだ。と、ふと男が修復している陶器に目をやる。熱心に一つ一つのカケラの位置を探さぐって行くが、粉ふん砕さいに近い状態のそれは途と方ほうもなく遠い道のりだ。数万ピースはあろうかという真っ白のジグソーパズルを組んでいるようなものである。

「まあいいさ時間はタップリあるんだしな」

　どれほど遠い道のりであろうとも、刑期は百年以上あるのだ。それを終えるまでには完成している事だろう。

「そんなに時間を掛かける気は無いぞ。急がんと直すヒマが無くなるかもしれんからな」

「おいおい、あんたの刑期は百年以上あるんだぞ？」

「シャバはいろいろとゴタゴタしておるようだからな。こういう時は、儂等の様な人間を必要とする連中が多いものなんだよ、クックック」

　その男はギラギラした目でそう言った。その目は老看守より十倍の永きを生きて来たとは思えない、若々しく精力的なモノだった。

「なるほど、これが哲てつ学がく士って化け物の本質か」

　膨ぼう大だいな知識や物を蓄ちく積せきしても尚なお、更さらに多くのモノを欲ほつする欲よく望ぼう。その権ごん化げが哲学士という人間達なのである。








２「瑞みず輝き」









　銀河アカデミー、理事長室に憔しよう悴すいし切った表情でアイリと美み守かみが帰って来た。

　美守に支えられるように椅い子すにグッタリと座り込んだアイリは、まるで脱ぬいだ服を椅子にかけたような感じだ。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……何でこう無意味で時間浪ろう費ひとしか思えない会議を延々と……」

　今まで銀河連盟首脳に呼び出され、幸こう運うん艦かん関連の報告会が行われていたのである。もちろん主なスケープゴートはＧＰだったが、それに巻き込まれる形で銀河アカデミーの理事長であるアイリとＧＰアカデミー校長である美守も呼び出され、被ひ害がいの拡大阻そ止し対策と是ぜ正せい、果ては人材育成の質向上を求められていたのだ。

「やる事はやってるっつうの！　貴重な時間を無む駄だに浪費させてぇ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「あの方達は『いろいろやらせています』というアピールをしなければならない立場の方達ですから、ホホホ」

「どんなに理り屈くつをこね回しても、結果の劇的な向上を求めるなら、金か時間のどれかが必要なのよ！　どんなにケツをブッ叩たたこうとも、限界を超こえるって奇き跡せきは滅めつ多たに起こらないのよ。そんな奇跡を安売り出来るのは物語のヒーローであってプロじゃないのよ！」
















　と、そこまで愚ぐ痴ちった所で秘書長のモニターが起動した。

『理事長、緊きん急きゆうですので確かく認にんよろしく』

「なぁにぃ～？　もうイヤな報告は見たくないのぉ！」

　泣き出しそうなアイリの目の前で秘書長の映像はブッツリと切れ、替かわりに被害報告のモニターが理事長室を埋うめるかのように大量に起動したのである。

「何よ何なのよこの量っ！　そっちで少しは処理してよ」

『うるさいっ！　こっちはこの千倍の案件処理してんじゃ！』

　愚痴るアイリの目の前に殺気立った秘書長のモニターが起動した。

「ごっ、ごめんなさ[image: ～][image: ～][image: ～]い。でもこの量は多いわよぉ[image: ～][image: ～]」

『ケッ！』

　秘書長のモニターは時間の無駄とばかりに消えた。

「ホホホ。立場が入れ替わっちゃいましたね」

　銀河部首脳とアイリ──今はアイリと秘書という構図だ。

「何よぉ……私がいじめられてるのに」

「ホホホ。それはどうなのでしょうねぇ」

　いつ爆ばく発はつするか分からない不ふ機き嫌げんそうなアイリを見て、銀河連盟の首脳は生きた心地ここちがしなかったのは確かだ。何しろ鷲羽わしゆうが居なくなって以降、アカデミーで一番質たちの悪い哲学士はアイリなのだ。もっともアカデミーの理事長など、本来、哲学士のような唯ゆい我が独どく尊そんの固まりのような人間にはもっとも不向きな職種だ。その立場にいて、まがりなりにも務まっているのは、美守や瀬せ戸と、有能な秘書軍団のおかげだ。

「……とりあえずちょっと休きゆう憩けいしてからじゃないと辛つらいわ」

『ああ、それから……一応言っておきますけど、サボったら全書類をダイレクトに回しますからねっ！』

　いきなり秘書長のモニターが起動し釘くぎを刺さした。まるでアイリの様子を見たかのようなタイミングだ。

「わっ、分かりました！　すいません！」

　それまでの辛そうな動きが一変し、早送りの映像のように動き始めた。早い話が疲つかれたフリをしていただけだ。

「見み抜ぬかれていますねぇ、ホホホ」

「あ[image: ～][image: ～]ん西せい南な君、早く帰って来てェ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「……そういう意味では、西南君はアイリ様の言う『奇跡』を度たび々たび起こしているのですものね」

　もっともそれは他人から見た『奇跡』である。あくまで奇跡は良い出来事限定だ。西南にとって海かい賊ぞくに遭そう遇ぐうする事は、自分や仲間の命を危険に晒さらす事であり、それを『奇跡』とは呼ばないのである。







　西南達が転送ゲートを抜けて出た来たのは、大型のドックだった。

　天てん井じようは無いのか収納式なのかは分からないが、上には青空が見えていた。そしてそこに巨きよ大だいな空間に不ふ釣つり合いなくらい小型の守かみ蛇だ怪けが停てい泊はくしていたのだ。その様子はまるで巨大なドンブリに、お猪口ちよこに入るくらいのご飯が盛られて出された、そんなガッカリ感があった。

「こんなに広い場所じゃなくても良いんじゃないですか？」

「クスッ。なりは小さくても、皇おう家けの船に匹ひつ敵てきする力を持った船と第二世代の船だもの。念の為よ」

　確かに大きさだけで見れば、上げ底過か剰じよう包装のプレゼントのような物だ。しかしそれが高価な宝石ならそうは思わないだろう。と、その前方から皇家の船のユニットがせり上がって来た。

「あれが霧きり恋こちゃんの船、樹じゆ雷らい第二世代艦『瑞輝』よ」

「船って言っても、まだコアユニットだけですね」

「外装が無いと他ほかの船と全く区別が付かないんだよなぁ……。そこまで同じにする理由って何なんです？」

　雨あま音ねは腕うで組ぐみをして眉み間けんに皺しわを寄せながら凝ぎよう視しした。もっともどんなに目を凝こらそうとも、形の違ちがいなど分からない。

「皇族の船なのですから、お金をケチってるとも思えないしね」

「あら、皇家の樹きのマスターはユニットだけでも、それが誰か分かるわよ」

「マジですか!?」

　雨音達は驚おどろいたように瀬戸を見た。

「もちろん。それに皇家の船というのは、樹雷の象しよう徴ちようでもあるから、誰も変えようなんて言った人は居ないわね」

「……まあ確かに一目でそれと分かるものね。国旗とかブランド物の意い匠しようのような物かしら？」

「そうね、そんな所よ。それに外装さえ外せば、誰だれの船かは分からないしね」

　皇家の船は航行に事前申しん請せいして、居場所を明らかにしておかなければならない。だがそれでは行動に制限がかかる。だから偽ぎ装そう工作用でもあるのだ。

「……それが一番の理由っぽいな」

　雨音達は納なつ得とくしたように肯うなずいた。

「まあ、あれだけ小さなユニットですから隠かくすのも簡単ですしね」

　光こう鷹おう翼よくを展開したり、それこそ大規模戦せん闘とうでも起こさない限り、外を偽装すれば皇家の船とはバレない。だがもしもそれが必要な状じよう況きようが起こった場合、それが起きてから出動しては手て遅おくれだし、後手に回る。たとえ違い反はん行こう為いであろうとも、皇家の船がその場に居るという事が最優先事じ項こう、重要なのだ。その後に起こる違反に関する問題など、些さ事じでしかないのである。

「でもこれから瑞輝を守蛇怪に積むんですよね？　その場合はどうなるんですか？」

「対う……対幸運艦という事で内密に許可が出ているわ。どちらにしろ霧恋ちゃんが皇族になったのは、まだ未発表だから『瑞輝』はまだ表向き存在しない船よ。みんなもそのつもりで対応してちょうだいね」

　つまりしばらくは内ない緒しよ、知らんぷりしろという事だ。

「ねえ霧恋ちゃん、ユニットの調整は終わったの？」

「あ、はい。居住区ユニットはまだ造成中ですが、細工師の方々が頑がん張ばってくれたおかげでブリッジは完成しています」

「そう。それなら、西南殿どの達にブリッジの中を案内してあげたら？」

「ええっ!?　いいんですか？」

　雨音達は驚いたように声を上げた。

「なんでそんなに驚くんです？」

「だって、なぁ……」

　不思議そうに尋たずねる西南に、雨音とリョーコは顔を見合わせる。

「皇家の船の居住区ならばいざ知らず、皇家の樹の居るブリッジは銀河の中でも一、二を争うほどのトップシークレットで……私達がおいそれと入れる場所では……」

「あら、船がいいって言った人なら誰だって入れるわよ」

　瀬戸はシレッと、何でもない事のように言った。

「そっ、そんな簡単なものなんですかぁ!?」

「ねえ瑞輝ちゃんのご機き嫌げんは？」

「早く遊んで欲しいって……そう言ってます」

　と、霧恋はカボションカットされた琥こ珀はくの付いた、指輪型のキーを見た。

「ほら、お許しが出たわよ」

「じゃあ、みんな、行きましょう……？」

　だが雨音達は何やら遠えん慮りよがちに霧恋に近付いて、

「あ～……では、お供させていただきます……霧恋様」

　直立不動の姿勢でそう言ったのだ。

「ぷっ！」

「こ、こっちだって一応、気を使ってだな……」

　思いっきり吹ふき出した霧恋に、雨音達は顔を真っ赤にした。

「いつも通りでいいわよ。私自身、何も変わってないんだから」

「そ、そうか。……んじゃあ早さつ速そく案内してくれ、霧恋」

「態度変えすぎよ」

　ふんぞり返った雨音に、リョーコとネージュが同時に突つっ込む。

「はいはい、じゃあ行きましょう。瑞輝ちゃん、お願いね」

　雨音の軽口など日常茶飯事、もう慣れたものだ。霧恋は気にした素そ振ぶりもなく、キーに話しかけた。と、キーからリング状の光が発生し、空間が歪ゆがんだと思うと霧恋達は瑞輝のブリッジに転送されていた。

「えっ!?」

　通常感じる転送の小さな違い和わ感かんも何も無い。一いつ瞬しゆんで周りの風景が切り替わった──そんな感じだ。ただ清せい涼りよう感かんのある空気と、甘い果実の匂においに包まれた事が、違う場所に来たのだと実感させるモノだった。

「今、転送したの？」

「通常の転送と言うより、転移だからよ。使用するパワーも段だん違ちがいだから、安定感が高いのよ。守蛇怪も福ふくちゃんがもっと成長すれば、同じように出来るそうよ」

　少し戸と惑まどっている雨音達に霧恋はそう声を掛かけると、

「ようこそ。ここが瑞樹ちゃんのブリッジよ」

　お客様を迎えるように、小さく一礼した。

「これがブリッジ？　まるで庭園だな……」

「とても船のブリッジとは思えません……といよりここが樹雷の最高機密の場所なんですよね」

　雨音達はキョロキョロと忙せわしなく辺りを見回し、元海賊であったリョーコは特に感動しているようだ。瑞輝のユニット内は昨夜よりも整備され、特に神経光の受信端たん末まつは古木で装そう飾しよくされ、無骨な金属アームでは無くなっていた。それ以外にも色々な装飾が施ほどこされ、見み栄ばえ良く整えられていた。

「瀬戸様の水み鏡かがみとはまた造りが違うのですね」

　さすがに珀はく蓮れん達は慣れているので落ち着いた様子だ。

「そうね。外観ユニットは規格品だけれど、内部はその樹の大きさや形状、契けい約やく者の趣しゆ味みによってカスタマイズされるの。でも今回は急だったし、瑞輝ちゃんはまだ小さいから一番ベーシックな物を使っているわ。その内、少しずつ手を入れるつもり」

「……で、もしかしてあの中央にあるのが皇家の樹？」

　雨音が見る先には、幼木の瑞輝が鎮ちん座ざしている。

「皇家の樹っていうから、見上げるような、でっかいの想像してたんだけど……」

「この若木が第二世代……水鏡と同じ、宇宙最強といわれた船の本体……」

「拍ひよう子し抜ぬけしたかしら？」

「正直、そうなのですが、逆に恐おそろしくもあります」

　リョーコは戸惑うように肯いた。約一メートル程ほどの、どこにでも在ありそうな幼木が凄すさまじい力を発揮し、人間以上の知能を有するのだから当然だ。

「瑞輝ちゃん。ご挨あい拶さつなさい」

　と、瑞輝から神経光が発せられ、それが端末を通して増ぞう幅ふく、ブリッジ全体を覆おおった。

　───コンニチワ。コンニチワ。

「ミャア！」

　西南に抱だかれながら見ていた福がいきなりその手から抜け出し、瑞輝の周りを飛び跳はね出した。瑞輝が樹雷に来た時に挨拶をしてくれた皇家の樹のひとつだと気付いたのだ。

　───フク！　フク！

「ミャウ！　ミャァァン！」

「あらあら、これならうまく行きそうね」

　嬉うれしそうに瑞輝の周りを飛び跳ねる福を見て、瀬戸は安あん堵どしたように呟つぶやいた。

　　　　×　×　×

　瑞輝との挨拶を終えた西南達は、新たに接合した瑞輝の居住区に居た。その中央の巨大樹の根本にあるテラスのような岩に腰こし掛かけ、全員が激しい運動でもして来たかのように大きく肩かたで息をしていた。

「あ[image: ～][image: ～]、くすぐったかったぁ。まるでじゃれつく子犬の大群に舐なめられているような感じだったわよねぇ」

「大勢のお客様が嬉しかったのよ」

「意志を持った皇おう家けの樹き……想像していたのとずいぶんイメージが違いますね」

　特にリョーコはそう感じているようだ。何しろ海かい賊ぞくの頃ころはまさに『死神』だった存在が今では『子犬』なのだ。まさに１８０度イメージが変わったのだから無理もない。

「可愛かわいいでしょ？」

「そうですね。でも瀬戸様、あのもの凄すごい人ひと懐なつっこさは、まだ皇家の樹として幼いからなのでしょうか？」

「そうね……少しはそんな所はあるけれど、他の樹もだいたい似たような感じよ」

「まだなんか背中の辺りがくすぐったい」

　雨音達は顔が綻ほころぶのを、なかなか止められないでいた。

「っん[image: ～][image: ～][image: ～]っと！」

　雨音はくすぐったい感覚を止めようと大きく深呼吸をして身体からだに力を入れると、周りの景色を見み渡わたした。

「……それにしても、守蛇怪の中で多少慣れたつもりだけれど……これが本当に船の中かって感じだよな」

　どちらにしろ船に固定された亜あ空間としては桁けた違ちがいだし、それ以前にこのような巨きよ大だいな亜空間を固定する事自体が非効率、贅ぜい沢たく品ひんなのだ。本来、個人の船でこれ程の大空間は必要では無いし、それならば通常の居住ユニットを船に連結させた方が安上がりだ。海賊達がよく行う、居住用ステーション母ぼ艦かんを中心に活動すれば同じ事なのである。

「この居住区はまだ小型のユニットよ。私の所にも阿あ主ず沙さ殿の所にも、もっと大きくて整備されたのがあったのに、遠慮でもしたの？」

「小型といっても直径は八キロ、高さは五キロ程……個人のプライベートルームなんですから、これでも広すぎます。それに瀬戸様や阿主沙……お父様の物は、少し豪ごう華か過ぎて私には……」

　阿主沙や瀬戸のユニットは彼らが趣味に飽あかせた物で、新人皇族にはあまりに敷しき居いが高過ぎる。霧恋としては小さな庭が欲ほしいだけなのに、名めい匠しよう名工が贅ぜいをつくして造り上げ、数百年ほど丁てい寧ねいに維い持じ管理された、それこそ文化財にも指定されようかという日本庭園をあげると言われているようなものなのだ。

「ベーシックな物とはいえ、縫ほう製せいや医い療りよう、生活必ひつ需じゆ品ひんを生産するユニットも併へい設せつされていますから、ここだけで数千人が自給自足で生活出来るんですよ」

「……まあ他人が調整した物より、自分で造り替かえたい気持ちは分かるけれどね」

「これって自分で造り替えられるのですか？」

　その情報に食い付いたのは霧恋本人よりも雨音達だ。

「もちろん。基本ユニットは生活に必要な食料品を平均的に生産しているけれど、生産量にはまだ余よ裕ゆうがあるわ。他ほかにも好きな物を植えたり養よう殖しよくしたり、逆に不必要な物を無くしたり、いろいろと調整出来るわ。育成用のプローブに任せて空間加速を行えばあっと言う間だわ」

「空間加速も可能なんですか!?」

「ええ。一つのユニットを造り込むも良し、守蛇怪のようにコンセプトの違うユニットを複数造るも良し……第二世代ならこの大きさのユニットで、多い人は三十まで持っているから」

「こんなのが三十ぅ!?」

「無茶苦茶ね。もっとも守蛇怪にはそれ以上の大空間があるから、特に皇家の船が異常な訳でもないのでしょうけど……」

「端はたから見ればどっちも非常識だけどな」

　雨音の言葉にリョーコ達は、げんなりとした表情で肯うなずいた。

「限界がどれ程なのか試ためした人はいないから、その数だって上限ではないわ。結局、霧恋ちゃんの言う通り、個人で持つには無む駄だ以外の何ものでもないものね。実際、三十持ってた人も、ユニット造りが趣味だったからであって、実際に常用していたのは五個程度だったそうよ。まあ普ふ通つうなら二個か三個……阿主沙殿どので十個くらいかしら？」

　この手の物は造る経過が楽しいのであって、完成してしまうと意外と興味は薄うすれるものだ。だから新たに皇家の船を持つ者に、自分の造ったユニットを贈おくる者は多い。

「鉢はち植うえか観葉植物レベルだな」

「本当、呆あきれるしかないわね。……もっとも守蛇怪はでか過ぎていじり様が無かったけれど、こっちはいろいろと造園するのは楽しそうね」

「守蛇怪や皇家の船一隻せきで完全な生活圏けんが維持出来ますね。真ま面じ目めな話、他に必要な工業生産のユニットを付ければ、一つの国を船の中に抱かかえるのも可能ではないのですか？」

　三十のユニットがあれば数十万人が優に暮らせる。必要な食料資材を輸入すれば、億単位も夢ではない。

「最強の引き籠こもりの誕生だ……ケッケッケ！」

　雨音は皮肉たっぷりに言った。

「防衛の問題だって簡単ですよ。船自体が国家で、しかも途と轍てつもないエネルギーを発生させられるのなら、武装ユニット次し第だいではとんでもない戦艦になりますから」

「実は武装って無くても良いのよ。皇家の船の外装って一種のリミッターだから」

「リミッター？」

「皇家の船って、素すのままでは攻こう撃げき力が強すぎるの。どんなに抑おさえても一発で惑わく星せいが吹ふっ飛んじゃうような力は使えないわ。だから武装するの」

「……マジ？　一艦で銀河連盟相手に戦争だって出来るんじゃないっすか？」

「やろうと思えば可能でしょうね。でも本来、皇家の樹は戦いが嫌きらいなの」

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]………まあ、そんな感じだよな」

　瑞輝との感覚を思い出して、雨音は身体を震ふるわせた。

「福ちゃんと同じね」

　ネージュは西南に抱だっこされている福を撫なでた。

「日向ひなたぼっこしてボーッとしてるのが好きってか？」

「……その気持ちも良く分かります」

　リョーコはそう言って大きく息を吸い込んだ。

「緑の香かおり……本当に綺き麗れいな空気ですね。宇宙船の中なんて信じられない……確かにこういう船で戦せん闘とうをする事自体、不自然な感じがします」

　常時宇宙で暮らしていた者にとって、この環かん境きようは天国だ。衣食住と不安の無い場所でなら、生きる為ための糧かてを得る戦いは必要無い。皇家の船の本質さえ知れば、必要以上に恐れる必要もない。もちろん敵対する立場とすれば、楽観は出来ないが、それでも好戦的な相手とそうでない相手では大きく違う。

「そう言えば瀬戸様、これくらいのユニットならいくらでも固定出来るって仰おつしやいましたよね？」

「ええ。それが？」

「ちなみに一個のユニットっていかほどで？」

　雨音は上うわ目め遣づかいで瀬戸を見つめる。

「いくら雨音さんがお金持ちでも、さすがにこれを買うのは……」

「ちょっとした興味だよ。私だっておいそれと買えるなんて思っちゃいないわよ」

　全員の呆れ顔に雨音は慌てて反論する。

「基本ユニットって、実は天てん樹じゆが造っている……というより生み出しているという方が正しいのかしら？　だから欲しいならあげるわよ」

「ええっ！　マジっスか？」

　全員の視線が一いつ斉せいに瀬戸に集中した。聞いた雨音の予定としては、途轍もない高額を言われて『そりゃ無理っスね』と、話題を締しめるつもりだったからだ。言うならばウィンドーショッピング、冷やかしのようなものだ。

「非売品だけれど、いろいろと迷めい惑わくをかけたお詫わびという事でね。ただし、亜空間に固定して使う物だから、それが出来るだけの力が無いと使えないわよ」

「ハッハッハ！　当然、霧恋の船に固定するに決まってるっスよ。私専用のでっかいヤツをドドーンと！」

「雨音さん……それはさすがに……」

　図ずう々ずうしい話だ。

「良い案だわ。私の城も移築して……でも霧恋さんの船でなく、守蛇怪に固定するのも良いのではない？」

　ネージュも雨音の意見に乗っかった。こうなると全員の意見はあっと言う間に、ユニットを貰もらう方へと傾かたむいた。

「ああ！　それも有りですね……大きな露ろ天てん風ぶ呂ろやプールも欲しいわ。個人の空間ならラフな格好でも良い訳ですし」

「すっ裸ぱだかでも良いんじゃない？　プールなんか造らなくても湖でも泳げるし。全部が海ってユニットもあるかもよ」

　話はドンドン弾はずんで際限無く膨ふくらんで行く。それこそ買ってきたおみやげのケーキを分けるかのような気安さだ。

「ええ。基本ユニットといっても形状や大きさは千差万別。それこそ天樹には星の数程ほどもあるから、好きなのを選ぶと良いわ」

「こんなのが星の数程っスか……非常識もいい所っスねぇ、アハハハハ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　雨音は両手を広げてやけくそ気味だ。もっとも、どんなセレブでも手に入らない類たぐいの物だから当然だ。

「貴女あなた達もどう？」

「どう？　っと仰られても……」

　いきなり瀬戸にそう聞かれた珀蓮達は少し戸と惑まどった。もともと瀬戸の女によ官かんである自分達には関係の無い話だと思っていたからだ。

「この際全員に一つずつで良いんじゃない？」

「ええっ!?」

「珀蓮達も守蛇怪のクルーなんだから、一つ位固定しておけば良いしょ？　ボーナスだと思って、貰っちゃえ貰っちゃえ」

「そ、そうですね……」

　珀蓮達の心も揺ゆれ出した。

「フフ……？」

　そんな雨音達の様子を楽しげに見てる瀬戸は、西南が何か探しているようにキョロキョロ見回しているのに気付いた。

「どうかしたの？」

「あ、いえ……。霧恋さんがいないなと思って……」

　と、西南の胸でひくひくヒゲを動かしていた福が西南の胸から飛び降り。

「あ、福!?　おい、どこ行くんだ？」

　走って行く福と西南の姿が転送されるのを瀬戸は微笑ほほえみながら見送った。その後ろでは雨音達がそれに気付かずユニットの話で盛り上がっていた。

　　　　×　×　×

「雑草だわ……一体どこから種が入って来るのかしらねぇ？」

　霧恋はしゃがみ込んで瑞輝の横に生えていた雑草を引き抜ぬこうとした。

　───ヌカナイデ。

「えっ？」

　───ソノコ、オトモダチ。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？」

　その意味は色々だ。増え過ぎて瑞輝の成長を阻そ害がいしないか？　そして当然、瑞輝より寿じゆ命みようは短いので、すぐに枯かれてしまうであろうからだ。

　───ウン。

「分かったわ。それで、福ちゃんとはお友達になれそう？」

　霧恋はそっと近くに腰こし掛かけた。

　───フク、ダイスキ。

　瑞輝から神経光があちこちに放射される。楽しい時の仕草だ。

「ふふ。そう、良かった」

　───セイナノコトモ、スキ。

「えっ？」

　霧恋は少し驚おどろいたように顔を上げた。

　───キリコガセイナノコトスキダカラ、ミズキモスキ。

「そ、そう……」

　あっけらかんと図星を突つかれ、霧恋は赤面してしまった。

「ミャアァン！」

　と、いきなり霧恋の後ろから福が走って来て飛び付いた。

「キャッ！　福ちゃん!?………もう驚かさないで」

「ミャウ！」

「見学終わったの？　福ちゃん一人？」

　───セイナモクルヨ。

「噓うそっ」

　瑞輝の言葉に霧恋はハッと顔を向け、慌あわてて深呼吸をして動どう悸きを抑えようとした。

「お～い、福ぅ？」

　と、少し遅おくれて西南が転送されて来た時、霧恋は何とか紅潮した頰ほおと動悸を静めていたのであった。

　　　　×　×　×

「あれ？　西南と霧恋が居ないぞ？」

　話が落ち着いた所で、雨音達はようやく二人が居ないのに気付いた。

「二人で話したい事もあるのよ」

「チェッ……また私達は蚊帳かやの外、ですか？　昨日は林りん檎ご様で今日は霧恋」

　愚ぐ痴ちりつつ、気付かれないよう瀬戸を見る。つまり蚊帳の外で質たちの悪い蚊か（瀬戸）に血を吸われているという嫌いやみだ。全員が笑いを堪こらえ雨音から視線を逸そらす。

「そう文句言わないの。それよりユニットなら一つといわず幾いくつでもあげるから、少しの間目を瞑つぶってて。それプラス、幸こう運うん艦かんを撃げき破はしたら、ご褒ほう美びに第四、第五世代の船だって考えても良いわよ。それならユニットを二つ三つ固定出来るしね」

「マ、マジっスか？」

「それに特とく別べつ休きゆう暇かもね」

「了りよう解かい！」

　その超ちよう破格のボーナスに、全員が嬉き々きとして瀬戸に向かって最敬礼をした。

　　　　×　×　×

「ミャア！　ミャミャミャア」

　福は楽しげに瑞輝と戯たわむれていた。瑞輝の周りを駆かけ回り、瑞輝は福に神経光を当てる、いわば鬼おにごっこのような遊びだ。だが遊びに夢中になっていても、福は瑞輝が友達だと言っていた雑草はちゃんと避よけて逃にげ回っている。

　西南と霧恋は並んで腰こしを下ろし、話すきっかけが摑つかめないまま無言で福達の様子を眺ながめていた。

「ミャア！」

　と、福が瑞樹に追い詰つめられて西南の陰かげに隠かくれた。

「ズルしちゃダメだよ」

　西南は福を捕つかまえると、瑞輝の方に差し出す。

　───キャハ！　ツカマエタ。

「ミャア！………ミャウ」

　瑞輝の神経光が福に照射され、福は観念したかのようにだらんと力を抜いた。

「瑞輝ちゃんの勝ち………？」

　と、瑞輝の神経光が福から西南の額に移動した。

　───ネエ、セイナ……ユウベリンゴト、ナニヲシテイタノ？

「!!」

　瑞輝の問いに西南だけでなく、黙だまっていた霧恋も顔を引き攣つらせた。

「みっ瑞輝ちゃん！」

　───キリコモキニシテイタヨ。

「…………」

　良くも悪くも子供らしい素直な発言で、見事に地じ雷らいを踏ふんづけた。西南と霧恋は耳まで真っ赤になってしまった。

「……じっ！　実は昨日………」

　西南は意を決し、昨日あった出来事を包み隠さず話した。

「そうだったの……」

　詳くわしい事情を聞けば腹を立てる理由など無いし、霧恋がほぼ想像していた通りの内容である。だがやはりそれを西南の口から直接聞かなければ疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいる程、西南の事が心配だったのだ。もっともそれでも二人っきりで居た事は事実なので、釈しやく然ぜんとしない気持ちは僅わずかに残っている。

　───フク。フク。

「ミャア、ミャア！」

　霧恋は楽しげに戯れる瑞輝と福を見て心を落ち着ける。

「心配をかけてすみません」

「いいのよ。悪いのは夕ゆう咲ざき様なんだから」

　えらく恥はずかしい思いをしたものの、気になる事が解決したのは事実だ。霧恋の心はスッと軽くなった。と、目の前で福が再び瑞輝の神経光に捉とらえられた。

「瑞輝ちゃんと福ちゃんが仲良くなって、本当に良かったわ」

「そうですね……でも鬼ごっこの鬼が交代出来ないのはちょっと残念ですね」

「そうね今度、鷲羽様にお願いして、穂ほ野の火かちゃんや鏡きよう子こちゃんみたいな、動く端たん末まつでも作っていただこうかしら？」

「いいですね……」

　西南は霧恋をチラッと見て、大きく息を吸い、意を決したように、

「……霧恋さん……その着物、よく似合ってます」

　と言った。

「えっ!?……あ、ありがとう。でも西南ちゃんが女性の衣い装しようを褒ほめるなんて……ちょっと驚いたわ」

　霧恋は意表を突かれたが、緊きん張ちようが解けたせいか軽口で返した。

「……霧恋さんが、就職で村を出た時に着ていたスーツ姿を思い出しました」

「！」

　霧恋は先程、この姿をお披ひ露ろ目めした時の西南の表情を思い出した。その表情があの時のまだ中学生で、今よりももっと幼い感じだった西南の表情に重なった。

「あっ……」

　顔は笑っていたが棄すてられた子犬のような頼たより無さげな瞳ひとみ。その理由が霧恋には十分に理解出来たが、それを振ふり切るように逃げたのだ。霧恋にとって皇族となる事は西南に近付こうとする行こう為いだ。しかし西南にとってそれは、霧恋が遠くに行ってしまったように感じたのだろう。

（まるで『青い鳥』ね）

　西南はいつもそこに居たのだ。手を伸のばせば届くそこに───霧恋はそう気付いた。

「……私は、ずっとここに居るわ」

　霧恋はそっと西南の手に自分の手を重ねた。

「…………」

　二人共無言のまま目を合わす事無く座っていた。しかしお互たがいに重ねられた手の温ぬくもりで十分なのだ。それがお互いの存在も気持ちすら確かく認にんさせてくれるのだ……が、

『二人とも』

　その貴重な時間を終わらせる無ぶ粋すいな声が突とつ如じよ、二人の間に割って入るように聞こえて来たのだ。

「瀬戸様!?」

　西南と霧恋は慌てて手を放し、立ち上がった。

『準備が整ったそうだから。早さつ速そく始めましょう』

「了解しました！」

　正直、名残なごり惜おしい気持ちはあるが、そこは真ま面じ目めな二人だ。サッと敬礼をすると、福を連れて走り出したのであった。








３「唐とう突とつなる終しゆう焉えん」









　西せい南な達は全員、守かみ蛇だ怪けのブリッジに移動し、準備を始めた。瀬せ戸とと霧きり恋こを除く全員が席に着きオペレート作業をしている。福ふくは中央の定位置だ。

「守蛇怪、瑞みず輝きユニットの位置を確認！　両者とも精神状態は安定しています」

　樹じゆ雷らいのドックでは守蛇怪と瑞輝ユニットが上下に並べて配置されていた。

「配置完かん了りよう、オールグリーン」

『こちらも準備完了です』

　モニターの向こうで水みな穂ほが報告をし、全員の視線が瀬戸に集まる。

「同調開始！」

「ミャウン！」

「瑞輝ちゃん、始めるわよ。落ち着いて」

　霧恋が瑞輝に話しかける。

　福の額のクリスタルが光を放ち始め、瑞輝のブリッジでは神経光の乱らん舞ぶが始まった。

「データ来ます！」

　ブリッジに福と瑞輝のパーソナルデータが短たん冊ざく形に対ついとなって表示され始める。

「ちょっと……冗じよう談だん!?」

　凄すさまじい勢いで表示されて行くその数の異常さに、それの意味を知る者達は啞あ然ぜんとなって見つめている。

「凄すごいわね……ここまで細分化されたパーソナルデータを見るのは初めてだわ。それだけ守蛇怪と皇おう家けの樹きが高度な生命体だという事だけれど……」

「相あい性しようもいい、という事ですね」

　ブリッジ中に小さなモニターがリング上に並んで埋うめ尽つくされ、ようやく表示は終しゆう了りようしたようだ。

「守蛇怪の一番。クリスタルプレートに空間歪わい曲きよく発生しました！　歪曲率、上じよう昇しようしています！」

「瑞輝ユニット移動を始めました！」

　守蛇怪のプレート状のクリスタルに小さな空間の穴が開き、それがどんどん広がって行き、そこに瑞輝ユニットが吸い込まれ始めた。

「瑞輝ユニット、異常ありません」

　───ダンッ！

　大きな音を立て、短冊状の対になったモニターが連結を開始する。

　───ダンッ！　ダンッ！　ダンッ！　ダンッ！　ダダダダダダダダダダダダダ！

　凄まじい勢いで連結が加速して行く。

「同調を開始しました。精神波形安定して……！　振しん幅ぷく増大！」

「エネルギー流出が増大しています！」

　瑞輝ユニットから神経光が守蛇怪に向かって狂くるったように放たれる。連結していたモニターもバラバラに連結したり解除されたり、激しい動きを始めた。

「ミャン！　ミャウミャウミャウッ!!」

「福ちゃんの方も呼吸、脈みやく拍はく上昇してます」

「エネルギー震しん動どうが増大！　空間に歪ゆがみがっ！」

　守蛇怪と瑞輝ユニットから放出されるエネルギー圧で、不ふ釣つり合いと思われた巨きよ大だいなドックが揺ゆれ始める。

『どうなってるんです!?　こちらドックの耐たい圧あつ力場のシンクロが……揺れを止められません！』

　水穂からも悲鳴のような声が上がる。と、その時、

　───ヴィー！　ヴィー！

　っという音と共に緊きん急きゆう地じ震しん速報が発令された。

「うわぁ!?……てっ、天てん樹じゆ全体が揺れてます！」

「あらあら、言い訳が大変だわ……」

　瀬戸が天を仰あおいだ。

　この時代なら正確な地震予報は可能だ。それこそ数千、数万年単位でのほぼ正確な予知が出来るのである。しかし今回に限って、天樹を揺るがす地震は唐突なモノだ。それこそ寝ね耳みみに水、地球で言えば天気予報では予測出来ない、ゲリラ豪ごう雨うが襲おそったようなものである。さぞかし天樹の住民は驚おどろいている事だろう。

「限界値を超こえます！　何かにつかまって下さい」

「融ゆう合ごうを中止し……」

「待って下さい！」

　霧恋は瀬戸の言葉を遮さえぎった。

「瑞輝、福ちゃん！　はしゃいじゃだめ!!」

　霧恋の怒ど鳴なり声で揺れが噓うそのようにピタリと止まった。

「……あら？」

　全員、キツネにでもつままれたような顔だ。

「やっぱり……二人共、ドックが壊こわれちゃうでしょ！」

　霧恋は呆あきれたように、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「……瀬戸様。両艦かんとも安定しました」

「やれやれ……二人とも子供だってこと、忘れてたわ」

　珀はく蓮れんの安あん堵どしたような声に瀬戸は苦く笑しよう顔だ。

「申し訳ありません……もう少し早く気付けば良かったのですが」

「つまり、何？　テンションが上がって少しはしゃいだだけって事？　あの震しん動どうが？」

　一気に緊張が抜ぬけ、雨音達は呆れ顔で福を見た。

「ミャウ……」

「福……霧恋さんはもう怒おこってないから」

　西南は小さくなっている福を抱だき上げて、落ち着かせるように撫なでた。

　───ゴメンナサイ……。

「いいのよ、今度は落ち着いてね。終わったら、ジョウロでお水をあげますからね」

　消え入りそうな瑞樹の声に、霧恋は優やさしく微笑ほほえんだ。

　───ウン。

「二人共、もう大だい丈じよう夫ぶ？」

　瀬戸の問いに西南も霧恋も肯うなずいた。

「了りよう解かい。では再開しましょう！」

　瀬戸の合図と共に、今度は先さき程ほどの騒さわぎが噓のようにスムーズに連結が開始された。

「パーソナルの同調は順調です」

　連結終了したモニターが次々と消えて行く。

「瑞輝ユニット、守蛇怪の亜あ空間に突とつ入にゆうします」

「歪曲に揺らぎはありません。安定しています」

　瑞輝ユニットは湾わん曲きよくした空間に圧縮されながら収まって行く。そして中央に収まった瞬しゆん間かん、歪曲空間が通常状態へと戻もどり、瑞輝ユニットは圧縮状態でクリスタルプレートの中に収まった。

「瑞輝ユニット格納完了。守蛇怪との連結網もうが構成されて行きます」

　守蛇怪のクリスタルプレートに蔓つるのような文様が浮うかび上がる。

「全システムの歪ひずみ検出率００００１２、高度な状態で安定しています」

「水み鏡かがみとのデータから算出した予想数値を遥はるかに超えるわね……凄い」

　瀬戸は同調を終えて消えて行くモニターを目で追いながら嘆たん息そくした。そしてその数秒後に全すべてのモニターが消え、作業は終了した。

「同調誤差検出されません！　システムオールグリーン、異常は全く見られません」

「ふう」

　西南と霧恋は同時に息を吐はいて胸を撫で下ろした。

「福ちゃん、瑞輝ちゃん、二人共お疲つかれ様。そちらには異常はない？」

『こちらからは出力の揺らぎはほとんど検出出来ません。一度目の事を考えると噓のようです……。水鏡の時より遥かにスムーズに行っています』

「お互い子供だから、すぐに仲良くなれるのでしょう。福ちゃんと瑞輝ちゃんがうまく成長出来れば……もしかして第一世代艦を越こえちゃうかもね」

『そんな無茶な船造って大丈夫なんですか？』

「いいんじゃない？　二人とも良い子だし」

　マスターが西南と霧恋である以上、その力をむやみに使う事は無い。だが……、

『お守もりが大変そうですけどね』

　ほんのちょっとだけはしゃいだだけであの騒ぎなのだ。遊びに興じて気がついたら恒こう星せいを一つ吹ふき飛ばしていた、なんて事が起こってもおかしくないパワーだ。

「それも大人の役目よ」

『では、関係各所から来ている苦情や問い合わせの対応は、ここで一番の大人である瀬戸様にお願いしますね』

「…………」

　瀬戸は先程の緊急地震情報の件を思い出して無言となった。

　瑞輝のお披ひ露ろ目めはまだだし、何よりも守蛇怪との融合実験は最高評議会しか知らない機密事じ項こうだ。しかも樹雷の象しよう徴ちようであり、母なる樹とも言える天樹で危険な実験をしていたと知られたら大騒ぎだ。それに対する言い訳も大変だが、どれ程の始末書の山が出来るか、考えただけでも憂ゆう鬱うつになりそうだ。

「……あの、ちょっと位手伝って……」

　瀬戸は縋すがるように周りの者達を見るが、全員、サッと視線を逸そらした。その中で福だけが瀬戸をジッと見つめてシッポを振ふっているが、さすがに福に手伝ってとは言えない。

「はいはい。そちらは私が受け持つから、他ほかの人達はテスト飛行の出航準備をしてちょうだい」

　　　　×　×　×

　守蛇怪のブリッジでは慌あわただしく出航の準備が整えられて行く。と、後ろからカツカツとキビキビとした足音が聞こえ、

「遅おそくなりました」

　その声と共に席に着いたのは霧恋だ。

「霧恋さん、その格好……」

　いつもの守蛇怪クルーの制服姿の霧恋だが、先程までの豪ごう華かな衣い装しようの印象が強きよう烈れつだったせいか、何か不思議な感覚だ。それは西南だけでなく、他の者達も同意見のようだ。

「……な、何？　みんなしてジロジロ見て」

「何でその格好なんだ？」

「あのね。これから戦せん闘とうもあり得るっていうのに、あんな服を着ていたら動けるものも動けないわよ。やっぱり、出動の時はこの格好じゃないと落ち着かないわ」

　と、いつもの口調にはにかむように笑う霧恋にクルーの表情も緩ゆるんだ。

「じゃあ、最終チェック行くわよ！」

「了解！」

　　　　×　×　×

「火器管制系オールグリーン！」

「航行系にも問題ありません」

「手動コントロールとの連動をチェック！」

「一番から十番まで問題無し！　反応リンク速度に十二％の上じよう昇しようが見られます」

「ヒュ[image: ～][image: ～]ッ！　そりゃ凄すごい。反射加速状態でもリアルタイムに動けるって事？」

「瑞輝様と福ちゃんの攻こう守しゆ分担のおかげでしょう。これなら……」

「でも相手は幸こう運うん艦かん。油断は禁物よ。各自最高の仕事をしてちょうだい」

　守蛇怪のチェック項こう目もくが次々とグリーン表示となって行く。そしてついに全ての項目のチェックが終しゆう了りようした。

「ミャア！」

　終了の合図とばかりに福が高らかに一声鳴いた。

「システムオールグリーンです、艦長！」

「了解。テスト航路のスケジュールをロード」

「スケジュールのロード完了、必要項目はオールグリーンです」

「守蛇怪が楽なのってこういう所だよなぁ」

　衣食住関連全て、弾だん薬やくや補修材料等、航行に必要な物は船の中に大量に備び蓄ちくされている為ため、無補給で活動出来るのだ。だからその積み込みやチェックにかかる時間が無い。

「一号機の時のような事はありませんからね」

「止やめて……思い出したくも無いから」

　三匹のでかい油虫達のせいで餓が死ししかかった記き憶おくはトラウマだ。

「とにかく瀬戸様に報告をして下さい」

　だが守蛇怪クルーの意気込みとは逆に、対応に出た水穂は困こん惑わく気味に溜息を吐いた。

『ごめんね西南君、瀬戸様がまだ後処理に時間がかかっているの。それで……』

「アイリ様!?」

　モニターに映る水穂の後ろに隠かくれるように居たのは半泣きのアイリと、彼女の頭を撫でている美み兎と跳とに苦笑顔の美み守かみだった。

　　　　×　×　×

「グスッ……みんなが、みんなが苛いじめるの」

　水穂に伴ともなわれ、守蛇怪のブリッジにやって来たアイリは、まだ子供のようにグズっていた。

「よしよし」

　箒ほうきを取り上げられ手持ち無ぶ沙さ汰たの美兎跳は、アイリの頭を撫で心なしか嬉うれしそうだ。

「……なるほど。幸運艦の被ひ害がい報告書の山から、非常用の長ちよう距きよ離り転送ゲートで樹雷に逃にげて来た、と？」

「ごめんなさいね西南君。迷めい惑わくだとは思うけれど、守蛇怪のテスト航海に同行させてくれないかしら？」
















　水穂は手を合わせて拝んだ。

「それは構いませんが……でもなぜ守蛇怪に？」

「逃げた手前、手ぶらでは帰り辛づらいの。とりあえず少しでも手て土産みやげを持たせないと、あちらの秘書軍団が……ね」

「手土産って……海かい賊ぞく拿だ捕ほの、ですか……？」

「腐くさってもこの人、哲てつ学がく士だから、守蛇怪と皇おう家けの船のユニゾンをチェックさせるのも良いんじゃないかと思うの。だから邪じや魔まにならないブリッジの隅すみっこで良いから、置いてあげてちょうだい」

「……美兎跳様も、ですか？」

「さっき皇おう宮きゆうで掃そう除じをしているのを発見して保護したんだけれど……どうせＧＰには戻るんでしょう？　だったら乗せて行ってあげてちょうだい。お母さんも美兎跳様も、運は良い人達だから、それなりの効果があるんじゃないかと思うの」

「なるほど。つまり面めん倒どう事を押し付けようと」

　雨あま音ねがシレッと突つっ込む。

「そう言わないで。私も美守様も同乗する事になるんだから」

「もちろんこちらは構いません」

「嬉しいわ。ありがとう西南君」

　水穂はそこに居る霧恋達に当てつけるように西南に抱だき付いた。

「みっ、水穂様!?」

「とにかく！　出航までは少し時間があるから珀蓮達は休きゆう憩けいに入って。長丁場になるかもしれないから、他にも疲ひ労ろうを感じている人が居たら今の内に身体からだを休めて」

　霧恋達から文句が出る前に、西南から身体を離はなした水穂は、そう命令口調で言った。

「了解！」

　水穂の威い厳げんに、霧恋達は反射的に敬礼をした。

　　　　×　×　×

「さて、全員揃そろっているわね」

　ようやく各方面の苦情から解放され、守蛇怪にやって来た瀬戸はさすがにゲッソリとした感じだった。

「ホホホ。瀬戸様も、少し休まれたらいかがです？」

「ここぞとばかりに文句を言って来る連中を、最後までバカ正直に相手にしてられないわよ。とにかく一番面倒な所は済ませたから、後は無視してさっさと出航するに限るわ」

「えっ？　もしかして瀬戸様も行かれるんですか？」

「当然でしょ！」

　雨音の問いに当然とばかりに、瀬戸は腕うで組ぐみをしてふんぞり返った。

「わ[image: ～][image: ～]い。私と一いつ緒しよ。クックック」

「あら、じゃあ貴女あなたは帰ってもいいのよ？　美守殿どのが居れば対外的には問題無いもの」

　嬉しそうに小声で言うアイリに、イラッとした瀬戸は睨にらみながら言い放つ。

「嫌いやですぅ～、書類の山は嫌ぁあああああああ」

「…………」

　瀬戸に涙なみだながらに縋り付くアイリの漫まん才ざいのような会話を、全員が無視して仕事に没ぼつ頭とうしている。

「遅くなりました」

　さらにそこへ大勢の女によ官かんを引き連れた夕ゆう咲ざきと林りん檎ごがやって来て、守蛇怪のブリッジはますます賑にぎやかに、女子会でも始まるかのようだ。

「夕咲様に林檎様……それに魅み影かげ様まで!?」

「もしかしたら幸運艦を相手にするかもしれないから、少しでも運気を上げておこうと思ってね」

「しかしっ！　さすがに魅影様はまずいのでは？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　樹雷の赤あかん坊ぼうにとって戦せん闘とう艦かんはゆりかごみたいな物だから」

「もう無茶苦茶だ……」

　考えてみれば西南に我が子を託たくすような剛ごう胆たんな母親に、何を言おうと無む駄だだ。瀬戸も水穂も肯うなずいているので、それが樹雷の常識と割り切るしかない。

「さあ、全員配置に……あら？」

　瀬戸はパンパンッと手を叩たたいて指示を出したが、西南と福をガッシリと抱かかえた美兎跳に気付いた。アイリが泣き止んだ後、手持ち無沙汰となった美兎跳に、西南の五分刈がり頭を撫なでさせていたのだ。

「美兎跳殿、そろそろ西南殿と福ちゃんを解放して下さいません？」

「じゃあ箒、返してくれます？」

　美兎跳はガッシリと西南と福を抱えたまま、恨うらめしそうに瀬戸を見つめた。

「うっ」

　だが箒を返せば、またどこへ行くか分からない。しかし西南は守蛇怪の航路設定、福は船のコントロールをして貰もらわなければならない。

「おおっ！」

　代わりになりそうな者を探して辺りを見回した瀬戸は、夕咲から魅影を取り上げると、美兎跳の前に差し出した。

「美兎跳様、この子を抱っこしてあげてくれませんか？」

「だぁあぅ」

　魅影は母親から離されたにも拘かかわらず、興味深そうに美兎跳を見つめた。

「あらあらあらあら[image: ～][image: ～][image: ～]、可愛かわいいぃ♡」

　瀬戸の思おも惑わく通り、美兎跳は西南と福から手を離して魅影に抱き付いた。

「あらあら、この子お名前は？」

「魅影といいます」

　夕咲と瀬戸は美兎跳から西南と福を隠すように回り込み、配置に着くよう後ろ手で合図を送り、西南は魅影に近付こうとした福を急いで中央のテーブルに置いた。

「お仕事だよ」

「ミャウ……」

「魅影ちゃんとは後でね」

　西南は福にそう言い聞かせると急いで艦長席に座った。

「では発進して下さい」

　　　　×　×　×

　樹雷の重力圏けんを脱だつ出しゆつした守蛇怪は短たん距きよ離りジャンプを数度行い、樹雷太陽系外へとやって来た。

「ＧＰ及および世せ二に我わのデータバンクへのアクセス、繫つながりました」

「アカデミー並びに銀河連盟本部、アクセス完了！」

「樹雷、最高評議会データバンクへのアクセス認にん証しようされました」

　美守とアイリ、そして水穂がそれぞれ最高度のデータベースへとアクセスした。

「必要と思われる最新データの抽ちゆう出しゆつを完了しました！」

「水鏡に転送して幸運艦航路候補を予測！　確率ごとの数値を見せて」

　水鏡に送られたデータは膨ぼう大だいな量ではあったが、ものの数分で回答が表示された。

「全候補数約一万件か……思ったよりも絞しぼり込めたわね」

　瀬戸はそのデータを睨むように見つめた。

「では六十％以上の候補から選せん択たくしましょう。西南殿、お願いね」

「せっ、瀬戸様……これはまだテスト航海なのですから、出来ればいきなりの幸運艦遭そう遇ぐうは避さけたいのですが……」

　水穂の意見に瀬戸を除く全員が同意の視線を送る。

「……仕方がないわね。では十％以下のものから選びましょう」

　さすがの瀬戸も福と魅影の顔を見て思い直したようだ。

「西南殿、お願いね」

「了りよう解かいしました」

　安あん堵どした西南は表示されたデータを見た。さすがに低確率の物はかなりの量だったが、西南はその中からすぐさま一つを選択した。

「航路設定完了。上位超ちよう空間ジャンプロード開始します」

「ジャンプインしたらお茶にしましょう」

　何やらピクニックにでも行くような、そんな雰ふん囲い気きのまま、守蛇怪はジャンプした。

　　　　×　×　×

　ブリッジ中に広げられたお茶やお菓か子しの山──守蛇怪のブリッジは完全に女子会の様相を呈ていしていた。たった一人の男である西南は少々、居い心地ごこちの悪い思いをしていたが、

「ジャンプアウト五分前です。各自所定の位置に待機して下さい」

　この霧恋の言葉に安堵の溜ため息いきを吐ついた。手早く残ったお茶とお菓子を口に放ほうり込み、全員が配置に着いた。

「ジャンプアウト後、各自全方位空間をチェック！　目標が見つからなければすぐさま次のジャンプを行います」

「全員配置に着きました。ジャンプアウトの衝しよう撃げきに備えて下さい」

「ジャンプアウトまで後十秒………五、四、三、二……ジャンプアウト！」

　軽い衝撃の後、守蛇怪は通常空間へと出た。

「全方位チェック……!?」

　霧恋がそう言った次の瞬しゆん間かん、ブリッジ内に警報が鳴り響ひびいた。

「巨きよ大だいエネルギー反応！　真正面です!?……って、ええっ？」

　モニターに映し出された映像を全員が、あんぐりと口を開けて見つめていた。

「………クッ！　アハハ……アハハハ、キャ[image: ～][image: ～][image: ～]ハッハッハ。ア[image: ～][image: ～][image: ～]ハハハ！」

　シンとしたブリッジに突とつ如じよ、瀬戸の笑い声が響く。

「クックック……それなりにデータを揃そろえて予測した航路だし、西南殿が選んだ候補だったからそれなりの期待はあったけれど………樹雷国家予算の数年分の投資が、こうもあっさりと無駄だったっていう事実を突きつけられると、もう笑うしかないわね」

「かっ、艦かん影えい確認します！」

　瀬戸の笑いに我に戻もどった霧恋達はすぐさまオペレート作業を始めた。

「類似する候補を一つ確認しましたが……」

　霧恋は戸と惑まどいながらサポートに付いている珀蓮達を見回した。彼女達も戸惑いつつ、霧恋のデータが間ま違ちがいない事を認めるよう肯いた。その上で霧恋は再度、確認作業を行っている。霧恋が見ているのは以前、西南が研修旅行に出かけた時、研修艦の護衛として派は遣けんされた樹雷の情報収集艦『納な月つき』が撮とった映像データだ。

「ね、ねえ、リョーコ……これってもしかして……」

　それでも納なつ得とくが出来ないのか、霧恋はリョーコの方を縋すがるような目で見た。

「……は、はあ……」

　リョーコは眼前に映し出されている惑わく星せい規模艦を見て溜息を吐いた。

「ダ・ルマーギルドの中ちゆう枢すう、移動惑星要よう塞さいダイ・ダ・ルマーに間違いありません」

　リョーコの肯こう定ていでようやく目の前の艦名が判明、というより目の前の事実を受け容いれたのである。

「いきなり過ぎるだろっ！」

　そしてほぼ全員が同時に叫さけんだ。




　レセプシーの最上級スウィートルームで眠ねむっていたダ・ルマーは、側近の女性に起こされ事の次し第だいを伝えられた。

「なっ、なんだと!?　守蛇怪が現れただと!?」

　ダ・ルマーはベッドから転がるように飛び出し、モニターを起動してダイ・ダ・ルマーの副総統を呼び出した。

「一体、防衛監かん視しは何をしていたのだ！」

『申し訳ございません。いきなり至近に長距離ジャンプをして来て、こちらの位置を知っていたとしか……』

　副総統は含ふくみのある表情で言った。

「レセプシーが我らを売ったとでも言うのか!?」

『いえ、それは……。しかし発見される要因となった可能性は否定も出来ないかと』

　と、その時ドアがノックされてレセプシーの総支配人エクシトが入って来た。

「おおっ！　総支配人、これはどういう事なのだ？」

「守蛇怪より『直ちに戦闘空域から離り脱だつせよ』との警告が送られて来ました。その時点でレセプシーに残留する者達は亡命を認めるが、停てい泊はく中の艦船は全すべて接収、あるいは破は壊かいするとの事です」

『随ずい分ぶん他人ひと事ごとのようだな？』

　モニター越ごしに副総統はエクシトを睨にらんだ。

「我々があなた方を売ったとでも？」

『このタイミングの良さをどう考えたらよいのだね？』

「もうよい、止やめよ！　レセプシーが客を売るようなマネをしたら、その時点でレセプシーの存在そのものが意味を無くす。長い歴史の中で自由航行の権利を与あたえられているのはダテではないのだ」

「ご信用いただき感謝いたします」

　エクシトは深々と礼をした。

『で、あるなら、客の安全は保障していただきたいものだな。せめて我らが逃にげる為ための盾たてになってはどうかな？』

「レセプシーの中には何があろうとも立ち入らせません。しかしこの船自体を危険に晒さらす事はお断りします」

『なんだと？　それが客に対する……』

「レセプシーにいらっしゃるお客様を守る為でございます」

　エクシトは断固とした表情だ。

『貴様！』

「もうよい、止めよっ！」

　ダ・ルマーはいきり立つ副総統を一いつ喝かつした。

「おのれローレライ西南……疫やく病びよう神がみめ！　だが物は考えようだ。ここには我がギルドの歴戦の勇者が勢せい揃ぞろいだ。これはまさに天てん佑ゆう！　こうなったら我らの全戦力を投入して守蛇怪を葬ほうむるのだ！」

「乗員の方々が艦船に戻る時間は、我らが保障いたしましょう」

「頼たのむぞ」

　ダ・ルマーの言葉に、エクシトは一礼すると足早に部屋を出て行った。

「よしっ！　では、ここに集つどう全ギルドの者達に伝えよ！　憎にくきローレライ西南を、我らが敵、守蛇怪を粉ふん砕さいせよとなっ！」

『ははっ！』

　ダ・ルマーの檄げきに副総統は深々と礼をした。




　ダ・ルマーと同様に守蛇怪のクルーもまだ少々混乱していた。

「ダイ・ダ・ルマーより強力なジャミング！　通信不能となりました」

「珀蓮、樹雷とＧＰへの通達は？」

「状じよう況きようは送信済みです」

　珀蓮の言葉に霧恋は安堵したように肯うなずいた。後は向こうが対処するだろう。通信が出来なくなったのは問題だが、守蛇怪一号機の時の経験から意外と動どう揺ようは少ない。それにその時とは船の性能も段だん違ちがいだ。

「それにしても、あれだけＧＰや樹雷が探して見つからなかったのに……」

「私達、幹部だった者達にも、その航路や正確な位置は知らされてませんからね」

「あらあら……でも私、あそこにお掃そう除じに行った覚えが……」

　こういう状況だというのに美兎跳はあくまで通常運転だ。

「美兎跳様は別！」

「レーザー通信、レセプシーからです！」

『お久しぶりですね、瀬戸様』

　混乱の中、優ゆう雅がにモニターに現れたのは舞ま貴き妃ひだ。その登場に、ざわついていたブリッジが水を打ったように静かになった。

「あら、舞貴妃殿どの。それであちらの回答は？」

『レセプシーは移動の準備に入りました。しかしなにぶん興業中でしたので少し時間をいただきたいのです』

「そうね……一時間待ちましょう。ただしダイ・ダ・ルマーが超空間ジャンプの兆候を見せた時点で、たとえその場にレセプシーが居ようとも攻こう撃げきを開始します」

『感謝いたします、瀬戸様』

　舞貴妃は深々と芝しば居いがかった仕草で一礼をした。そしてゆっくりと顔を上げるとブリッジのクルー達を一いち瞥べつした。

『守蛇怪艦長、山やま田だ西南様ですね？』

「えっ？　あっはい！」

『私、レセプシーの舞貴妃と申します。貴方あなた様のご高名はかねがね聞き及およんでおります……が、今回はこういう形での出会いとなってしまいましたのは誠まことに残念でございます。また次の機会があれば是ぜ非ひとも、お客様としておいで下さいますよう、お待ち申し上げております』

　舞貴妃は西南に向け、潤うるんだ瞳ひとみで投げキッスをすると通信を切った。すると一いつ斉せいに周りの女性達がざわつき始めた。

「……えっと……あの、何か？」

　普ふ通つうで考えれば、営業トークとしか思えない。だが西南は自分をジッと見つめる女性達の目に、居たたまれなくなって尋たずねた。

「艦長、あの方の事を知ってらっしゃるのですか？」

「いえ……初めてですけど……」

　西南がそう答えると女性達は一斉にブリッジの隅すみっこに集まって、何やらひそひそ話を始めた。

「玉ぎよく蓮れんはどう思う？」

「あれは間違いなく発情した女の目です。西南様を特別な男として見ているのは確実でしょうね」

「やっぱり？　でも一体何故なぜ？」

「レセプシーの一族は有能な次世代の育成に熱心だから、才能のある子供を作るのにも執しゆう着ちやくするわ。舞貴妃殿には私が知る限り、十人の子供がいるけれど、正式な夫との子供は二人だけで、他ほかはそれぞれ父親の違う子供達なの」

　情報提供は瀬戸だ。女性達が一斉にざわめき立つ。

「でっ、では艦長……西南ちゃんの能力に目を付けたという事ですか？」

「あの確率の偏かたよりの？　それって、いくら何でも酔すい狂きようが過ぎるんじゃ……」

「恐おそらく目的は精神的な強きよう[image: 靭]じんさなんでしょうね」

「それにしてもマイナス面が大き過ぎませんか？」

「そうとも言えないんじゃないかしら」

　瀬戸は円えん陣じんを組んでいる女性達を見回し苦く笑しようした。

「どういう意味です、瀬戸様？」

「ドラマチックであるかどうかが、彼女の一番の基準だから、西南殿の確率の偏りも不幸も、ドラマを盛り上げるスパイスだわ。とにかく役者の性さがのようなものでしょうね」

「マジっスか？　そりゃまた奇き特とくな」

「ホホホ、その奇特な人達がここにこれだけ集まっているのですから、人の事は言えませんわね」

　美守の言葉でそこに居た全員が、お互たがいの顔を見つめた……。

「瀬戸様！　レセプシーが移動を始めました」

　と、西南の一言で女性達は、サッと円陣を解いて持ち場へと戻もどった。

「しかし瀬戸様。守蛇怪と瑞輝のユニゾン試験もまだなのに、大規模戦闘は危険ではありませんか？　それに……」

　霧恋の視線は美兎跳と魅影に向けられた。

「旦だん那なと一いつ緒しよなら女としては本望よ♡」

　夕咲はニンマリと笑えみを浮うかべてピースサインを出し、そして美兎跳の方を見た。

「美兎跳様はどうですかぁ？」

「私もＧＰの一員ですから、気にしなくても良いですよぉ[image: ～][image: ～]」

　何とも気の抜ぬける様な、のほほんとした声だ。

「ここまで来たら腹をくくりなさい！　私達の乗っているのは樹雷、皇おう家けの船と対等の戦いをした白はく眉び鷲羽の最高傑けつ作さく、魎りよう皇おう鬼きの姉し妹まい艦かん。そして第二世代の船なのよ。それに……向こうはやる気みたいよ」

　海かい賊ぞく艦かんが編隊を組み始め、ダイ・ダ・ルマーから更さらに戦艦が発進して来る。

「くっ！　なんて数なの」

「その代わり、あれをブッ叩たたければ一気にダ・ルマーギルドは壊かい滅めつよ！」

　敵が攻撃をして来るのなら好都合。逃げる相手を殲せん滅めつして行くよりはずっと気が楽である。瀬戸は高こう揚ようする気持ちを抑おさえ切れなかった。

「お腹なかが空すいたわね。向こうも艦隊編成には暫しばらくかかるでしょうから、今の内に軽く食事と休きゆう憩けいを入れましょう！」




「聞けぃ！　我が勇ゆう敢かんなる戦士達よ！　今、我らが眼前に怨おん敵てき、ローレライ西南の乗る守蛇怪が居る。ヤツを倒たおせ！　守蛇怪を粉砕するのだ！　そして我がダ・ルマーギルドとお前達の名を全銀河に知らしめるのだ！」

　ダ・ルマーの演説にそれを聴きいていた海賊達から歓かん声せいが上がる。全員ノリノリの理由はレセプシーでの宴えん会かいのノリそのままでやって来ているからだ。全員が酒と舞貴妃の踊おどりでテンションが最高潮となっているのである。

「全艦、ダイ・ダ・ルマーとのリンク確かく認にん！　攻撃態勢が整いました！」

「素す晴ばらしい……素晴らしいぞ！　見よ我が大艦隊の雄ゆう姿しを！」

　ダ・ルマーが興奮するのも無理は無かった。もともと海賊の性格上、一所に集まって大規模艦隊行動をする事は稀まれで、しかもこれだけの艦隊を率いた経験は皆かい無むだ。それ以前にＧＰや軍ですら、この規模の大艦隊が行動するのは大戦時以降は例が無い。

「こちらの態勢は整った！　もうレセプシーに退くように伝えよ！　あれが戦せん闘とう影えい響きよう圏けん外がいに出た時が戦いの始まりであるぞ！」




「レセプシー、戦闘空域離り脱だつまで後五分程ほどですが、超ちよう空間ジャンプをする気配はありません！」

　何だかんだと言いつつ、結構豪ごう勢せいな食事を終え、戦闘クルー全員が配置に着いた。それ以外の者達は入れ替かわりに食事をしている。戦闘要員以外はちゃんと食堂で食事をすればいいようなモノだが、世紀の一戦を見み逃のがさないよう、ブリッジでの食事だ。もっとも樹雷を出発して以来、お茶だの何だのとブリッジでワイワイやっていたせいか、お茶の道具やらクッションやらと、まるでリビングのような感じとなっている。

「いかがいたしましょう？　さすがにこの規模では、下手をすれば戦闘に巻き込んでしまいますが……」

「まあ見せ物としては一大イベントだものね」

　アイリはそう言うとサンドイッチを頰ほお張ばった。

「こっ！　この戦いを見せ物にするつもりですか!?」

「んぐっ……だって、あれってそういう船なんだもの」

「念を押すようだけれど、救きゆう援えん要よう請せいはしたのよね？」

　いきり立つ霧恋に掌てのひらで座るよう合図を送りつつ、瀬戸は珀蓮達を見た。

「はい。ダイ・ダ・ルマーからのジャミング前に、こちらの航行記録が自動で転送されていますので、少なくとも樹雷では状況を把は握あくしているはずです。しかし状況がこれだけ大がかりになりますと、大部隊の編成をしての出撃ですのでかなり時間が……」

　たとえ皇家の船の上位超空間航行でも到とう着ちやくにはかなり時間がかかる。つまり戦闘は守蛇怪一艦で行うしかないという事だ。守蛇怪と第二世代皇家の船ならば敵を殲せん滅めつするに十分な戦力だが、ユニゾンの試験飛行である事や敵の艦隊規模、そしてダイ・ダ・ルマーの力が未知数だという不確定な要素付きである以上、楽観は出来ない。場合によっては逃にげるという選せん択たく肢しも必要となって来る。

「いいのいいの。要は事後処理が面めん倒どうなだけだから」

　瀬戸は勝つ気満々、負ける事など微み塵じんも考えてはいない。

「ホホホ、確かに、あの大艦隊では現場調査だけでも骨ですからねぇ」

　戦闘がどういう形で終結するかは不明だが、勝てば多くの海賊艦や海賊を拿だ捕ほする事になる。その調査と移送等の事後処理は人手が必要だ。

「レセプシー、間もなく戦闘空域を離脱します！」

「ダ・ルマー艦隊から高エネルギー反応！」

　位置関係的にダ・ルマー達の方が先手がとれる。これもレセプシーのお客様への配はい慮りよである。だがそれは瀬戸の高揚に燃料を投下するようなものだ。

「クックック……守蛇怪と第二世代皇家の樹きの本当の力、見せてあげる！　行くわよ福ちゃん!!」

「ミャ！」

「あの……瀬戸様……？　一応、艦長が居るのですが……」

　と霧恋達は西南を指差す。

「西南殿どの……攻撃の指揮は任せていただけます？」

「……し、しかし」

　否定すれば何をされるか分からない。そう思わせる程、鬼き気き迫せまる表情だが、一応西南にも立場や使命感というものがある。

「西南君、ああなったら誰だれも止められないわ。君子危あやうきに近寄らず、とも言うわ……まあ、艦長はどっかと座って見てればいいのよ」

　アイリや美守達は既すでに少し瀬戸を遠巻きに見ている。まるでこれから舞ぶ台たい鑑かん賞しようでもするような感じだ。

「……了りよう解かいです。お任せいたします」

　直属の上司とアカデミー校長の許可が出れば問題は無い。西南は安あん堵どしつつ、瀬戸にそう言った。

「ありがとう」

「瀬戸様！　レセプシー、こちらの戦闘影響外への離脱を確認！」

「よっしゃぁ!!　攻撃開始っ！」

　これで邪じや魔まする者はもう居ない。瀬戸はビシッと、愛用の扇せん子すをダイ・ダ・ルマーに向けて叫さけんだのである。








４「運うん呼こ迷めい走そう」









「なぁにぃ[image: ～][image: ～][image: ～]っ、ダイ・ダ・ルマーが守かみ蛇だ怪けと交戦中だと!?」

　運呼の私室でトイレに入っていた静せい竜りようは、その急報にズボンを降ろしたままで飛び出して来た。

『はい。現在交戦中らしい、との事です』

「うぬぬぅ……私に敵かなわないと悟さとり、ダイ・ダ・ルマーを襲しゆう撃げきするとは……卑ひ怯きようなり、山やま田だ西せい南な！」

『良いからズボンを上げてこっちに来い！』

　割り込んで来たコマチの怒ど号ごうに、急いでズボンを上げた静竜は、慌あわててトイレに駆かけ込んだ。

『何をしている!?』

「まだ尻しりを洗っていなかったのだ」

『くっ！　急げ！』

「分かっている！」

　さすがに恥はずかしかったのか真っ赤になった静竜は、急いで身なりを整えブリッジへ向かって走り出した。

　　　　×　×　×

「すぐに社長の救出に向かうぞ！　超空間ジャンプ用意！」

　ブリッジに入り艦かん長ちよう席にスックと立った静竜は、照れ隠かくしの意味もあり派手にポーズを決めてそう言った。

「しかし艦長、ダイ・ダ・ルマーの現在座標が分かりません」

「なっ何だと!?　位置情報位、前もって取得しておけっ！」

　格好付けた所でバリーに水を差された静竜は真っ赤になって怒ど鳴なった。

「それが、ダイ・ダ・ルマーが戦闘中で位置情報のコード送信が遮しや断だんされていまして、通信も不能のままなんです」

「だが守蛇怪との戦闘報告があったのではないのか!?」

「戦闘しているという報告は、ＧＰに居るスパイからのものなんです」

　つまり正確な情報ではないのだ。バリーも戸と惑まどっている様子だ。

「何!?　どういう事だ？」

「それが、何が何やら……」

「想像の域は出ないが、守蛇怪がいきなりダイ・ダ・ルマーと遭そう遇ぐうしたのだろう。そしてジャミング前にＧＰに知らせた、といった所だろう」

　戸惑っているバリーに代わり、コマチは自身の予想を口にした。

「ＧＰでも大おお騒さわぎになっていて大規模な討とう伐ばつ部隊の編成をしている。だからこそスパイが気付いて情報を知らせて来たんだ」

「おのれ山田西南！　私が恐おそろしくて直接社長を狙ねらったのか……卑怯な！」

「さすがにそれはないと思いますが、ねえ小こ舞ま一ち姉様」

　舞ま八やは静竜の興を殺そがないよう、ソッと小声で言った。

「……おそらくね。守蛇怪の連中もさぞ慌てているだろうな」

「ＧＰに報告が行ったのなら、座標も分かるはずだ！　スパイは何か言って来てはいないのか？」

　静竜はコマチを睨にらみ付けるように振ふり向いた。

「いや、座標等の詳くわしい情報はまだ分かっていない」

「なんだとぉ！　肝かん心じんな事が分からないのでは意味が無いではないか！　もっとマシなスパイを送り込め！」

「艦隊が発進すれば座標も分かるはずだ」

「それでは遅おそすぎるっ！……おう、そうだ！　レセプシーはどうした？　ダイ・ダ・ルマーと守蛇怪が戦闘状態になったのなら、戦闘宙域から離脱した筈はず。ならばそちらからの情報が入手出来るはずだ！」

「それが、そちらとも連れん絡らくはまだ……」

「どういう事だ!?　まさか巻き込まれて……？」

「クスッ。ダイ・ダ・ルマー艦隊対守蛇怪……滅めつ多たに見られないイベントですもの、そのまま高みの見物をしているのでしょう」

　舞八は心配する事も無く、余よ裕ゆうの表情だ。

「その可能性は高いな」

　コマチも舞八に同意した。

「くっ！　商売熱心で結構な事だな！」

　静竜は苛いら立だちを拳こぶしに込こめてコンソールに叩たたき付けた。

「ええい、このままでは埒らちが明かん！　構わん、座標予測でジャンプだ！　我が運呼ならば辿たどり着ける！　運呼の運に賭かけるのだ！」

「了解！　座標設定スロットスタートします！」

　バリー達オペレーターが一いつ斉せいにスロットを引いた。

　カチン！　カチン！　カチン！　っと数字が次々に止まり座標が表示されて行く。

「座標設定出ました！　超ちよう空間ジャンププログラムロード！」

　運呼から見える星が揺ゆらめき始めた。

「超空間突とつ入にゆうまで後十秒！　八、七……」

「待っていろよ山田西南！　今度こそ決着を付けてやる！」




　舞八の予想通り、レセプシーでは全すべての演目が中止され、この一大スペクタクルが流されていた。何しろこれだけの大規模戦せん闘とうは大戦以来であり、しかもあの山田西南の乗る守蛇怪と謎なぞの惑わく星せい規模艦ダイ・ダ・ルマーの対決が一番間近で見られるのだ。だからそれに不平を言う客は一人も居ない。もちろんそれは演目が中止にされた演者も同じだ。

「……なんて美しい」

　先さき程ほどまでギルドの海かい賊ぞく達で溢あふれかえっていた無人の巨きよ大だいホールに、舞ま貴き妃ひはたった一人で全ぜん裸らで立っていた。

　目の前の大スクリーンにはダ・ルマーと守蛇怪の戦いが映し出されて、戦闘によるエネルギーや戦艦の発する重量震は音に変へん換かんされ大音量で流されている。そして舞貴妃はそれを浴びるように目を閉じ両手を広げていた。

「随ずい分ぶん変わった鑑かん賞しようの仕方だね」

　いつの間に後ろに居たのか、鷲羽わしゆうが声をかけた。

「こうすると戦いの全てが感じられるのです。中にいる方達の息づかいも心の流れさえも手に取るように……」

「ふむ……じゃあ、私は鑑賞の邪魔かな？」

「何もお構い出来ませんが、もしそれでよろしければどうぞそのままで」

「じゃあ、このまま居させて貰もらうよ」

　鷲羽はそう言うと雨のような光線の中をかいくぐる守蛇怪を見つめた。

「いい動きだ。さすが実戦経験が豊富なだけはある……こりゃ魎りよう皇おう鬼きよりも上かもしれないねぇ」

「ええ、素す晴ばらしいですわ。でもいかんせん相手も数が多いですから、そろそろ回かい避ひパターンも読まれ始めていますね」

　舞貴妃の言う通り、海賊側にも多くの歴戦の強つわ者ものが居る。それらの予測がダイ・ダ・ルマーに集約され全ての海賊艦がバックアップを受け、攻こう撃げきが守蛇怪に集中し始めていたのである。現段階では当たっているのは全攻撃のわずか数％程ではあるが、何しろ分母の数が尋じん常じようではない。
















「シールドをしながらでは、攻撃もままなりませんね……えっ!?」

　その時、守蛇怪の異変に気付いた舞貴妃は目を開けた。

「……あれは……光こう鷹おう翼よく!?」

　守蛇怪から淡あわい光の船の帆ほのような形状をした三枚の光鷹翼が、まるで花が開くように展開された。だがどこか儚はかなげな光の薄はく膜まくは、凄すさまじい数の攻撃をいとも簡単に受け止め拡散させている。

「……レセプシー？　第二世代ですって？　守蛇怪の中に皇おう家けの船が……」

「ふむ……守蛇怪が攻撃、皇家の船が守備。上手うまくユニゾン出来ているようだね」

　鷲羽は満足げに肯うなずいた。




「おのれっ！　また外れだとぉ!!」

　静竜は拳をコンソールデスクに何度も叩き付けた。

「海賊としては『当たり』なんですけどねぇ……」

　運呼の前方には、先程遭遇した貴重品輸送艦が放出した装そう甲こうコンテナが漂ただよっている。つまりジャンプする先々でＧＰあるいは民間の輸送艦にぶち当たり、相手が運呼だと知った途と端たん、積み荷を放出して逃にげるのである。

「情けない奴やつらめ！　少しは積み荷を守って逃げようとしたらどうなのだ。こちらは急いでるのだから見み逃のがすものを……さっさと積み荷を回収したら次に行くぞ！」

「何だかんだ言いつつ、積み荷は回収するんですね」

「当たり前だ！　勿もつ体たいないだろうがっ！　喋しやべってないで手を動かせっ！」

「了りよう解かい」




「ミャウミャウミャウ！」

　福ふくは戦闘と瑞みず輝きとのユニゾンで興奮し、中央端たん末まつのデスクの上を跳はね回っていた。

「守蛇怪の攻撃威い力りよくがなおも上じよう昇しよう中です」

「命中精度も凄すごいわよ。今ならどんなに変則移動していても、ピンポイントで狙そ撃げき出来る自信があるわ」

　雨あま音ねも興奮気味だ。

「敵の攻撃も完全に防ぼう御ぎよしています。これなら……」

「全ぜん艦かん撃げき破はも夢じゃないわね！」

　ノリノリの瀬せ戸ととオペレーター達以外は何もする事が無く、それこそ映画でも見ている観客のような気分だ。

「だぁい、うぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　その時、魅み影かげがミルクを欲ほしがって泣き始めた。

「あらあらお腹空すいちゃたの？」

「美み兎と跳と様、ではこれを」

　夕ゆう咲ざきは持って来た哺ほ乳にゆう瓶びんを美兎跳に渡わたす。

「ホホホ。する事がありませんから、私達もお茶にでもしましょうか？」

「あら、いいわね」

　美み守かみとアイリの言葉に、女によ官かん達はいそいそとお茶の用意を始めた。各種味付けがされた大量のポップコーンとお茶を全員に配り始める。今度はお茶会と言うより映画鑑賞会のようである。

「……本当に戦闘中なんだろうか？」

　後ろの方でキャッキャと嬉うれしそうな女性達を背に、西南は小声で呟つぶやいた。







「おおおおおおおおおおのれっ！　何故なぜ、ダイ・ダ・ルマーに着けぬのだっ！」

　十回程ジャンプしたが、いまだに運呼はダイ・ダ・ルマーに到とう着ちやく出来ていなかった。

「やはり幸運だからではありませんか？」

　苛立つ静竜に、舞八が他人ひと事ごとのようにシレッと呟いた。

「何ッ？」

「海賊艦にとっての幸運は、積み荷を奪うばう事。不必要な戦いは避さけるのが本来ですから、その意味では今の状じよう況きようはまさしく幸運でしょう？」

「確かに舞八さんの言う通り、ジャンプする先々で輸送艦と遭遇するし……」

「しかもほぼ無む抵てい抗こうで積み荷を放出するものなぁ……」

「更さらにその積み荷の殆ほとんどが貴重品とくれば……幸運としか言いようがありませんね」

「おおっ、なるほど！」

　オペレーター三人組の言葉に、得心が行ったかのように静竜はポンと手を叩いた。

「よしっ！　艦に収容してある幸運グッズを廃はい棄きしろ！　急げ！」

「了解！」

　と、運呼から幸運グッズが詰つめ込まれたユニットが強制排はい出しゆつされる。

「……あら？　お姉様、いいのですか？」

　舞八が不思議そうにコマチに尋たずねた。

「そうしなければダイ・ダ・ルマーに着けないのであれば仕方ないだろう？」

　だがダイ・ダ・ルマーの安否が気がかりなコマチは、舞八の言葉の意味を理解しようとはしない。

「まあ、そうなのですが……」

　姉の反応に何やら違い和わ感かんを感じたものの、もう廃棄し始めた以上、今更手て遅おくれだ。舞八はそれ以上何も言わずにシートに深く背をもたれかけた。

「廃棄完了しました！」

「よしっ！　すぐにジャンプだ！」




「何をしておる！　早く撃うち落とせ！」

　玉座から身を乗り出したダ・ルマーは興奮して叫さけんでいる。両りよう隣どなりにいる彼の愛あい妾しよう達が支えなければ玉座から落ちてしまいそうな程の勢いだ。

「守蛇怪の機動性が異常に上昇しています。こちらの予想追つい尾びが追いつかなくなりつつあります！」

「泣き言など聞きたくないわ！　これだけの大艦隊なのだぞ！　それがたった一艦に手こずってどうする！」

「守蛇怪の防御をしているあれは、明らかに光鷹翼です。運呼の報告にあったように守蛇怪には皇家の船が搭とう載さいされているものと……」

「光鷹翼とて無敵ではない！　あれが全天をカバー出来ない事は分かっておるのだ。守蛇怪を取り囲めっ！　数の力で全方位から攻撃を浴びせかけるのだっ！」

　ダ・ルマーの指示で迅じん速そくに艦隊は全方位攻撃の隊列に組み替かえ始めた。




「どうしたの、レセプシー？」

　戦闘を感じていた舞貴妃が突とつ然ぜん目を開いた。

「……そう、分かったわ」

「どうしたんだい？　この船が何か言って来たのかい？」

　それまで黙だまって戦闘をジッと観察していた鷲羽も、舞貴妃の方に目をやった。

「私の感じている感覚を瑞輝に……守蛇怪と共に在あられる皇家の船に伝えたいと」

「!?　もしかして人の位置を、かい？」

「ええ、まだ瑞輝様は幼木で、福様も幼いとなれば、戦いでの犠ぎ牲せいは出来るだけ無くしてあげたいと」

「……お客の利り敵てき行こう為いになるけど、いいのかい？」

「瑞輝様は第二世代。どちらにしろ情報を求められればレセプシーは拒きよ否ひ出来ません」

「そうかい。感謝するよ」

　舞貴妃の言葉に鷲羽は小さく、それでも敬意を込こめて礼をした。舞貴妃は再び目を閉じて全身で戦いの波動を感じ始めた。

　　　　×　×　×

「なっ！　何よ、このデータは!?」

　守蛇怪のモニターにダ・ルマー全艦船のデータが凄まじい勢いで表示されて行く。その思いも掛かけない状況に霧きり恋こは戸と惑まどっていた。

　───キリコ、キリコ。レセプシーガ、ココハコウゲキシチャダメダッテ。

「レセプシー!?　あの船が？」

　だがレセプシーが第三世代の樹きだと知る瀬戸は、すぐさまその意図を察した。

「雨音殿どの、表示された部位を避けて攻撃！　さっき言ったわよね？　ピンポイントで当てられる自信があるって。それを証明して見せてちょうだい」

「了解！　後で説明して下さいよ！」

　雨音が敵に向かって意識を集中した次の瞬しゆん間かん、

「ミャウ！　ミャォオオオオオオオオオオオオオオ[image: ～][image: ～]ン！」

　福が一ひと際きわ高く鳴いた。と、ブリッジの大型モニターが移動を始め、ブリッジの形状が変化して行く。

「なっ、何が起こって!?」

「守蛇怪のエネルギー値が急きゆう上じよう昇しよう！　暴走!?」

「まさかもう限界なの!?」

「福ちゃんのパーソナルに異常は認められません！　暴走ではありません！」

　珀はく蓮れんが叫ぶ。

「コントロール形態が……変化をしています！」

　オペレーター達に表示されているモニターの形状や、その情報の数が今までとは格段に増えて行く。

「こっ、こらっ！　福……」

　特に攻撃担当の雨音には守蛇怪とのダイレクトリンクが形成され、まるで雨音自身が守蛇怪となったような、いきなり宇宙空間に放ほうり出された様な感覚を味わっていた。もう操作をするという思考、というより反射がそのままダイレクトに攻撃と直結した感じである。

「雨音!?」

　瑞輝と同じように無意識下でダイレクトリンクしている霧恋も、雨音の状態を感じ取っていた。守蛇怪と瑞輝がユニゾンしている状態という事は、雨音と霧恋の意識も繫つながっているのだ。二人は一瞬、顔を見合わせ苦く笑しようした。が、すぐに違ちがう違和感を覚えた二人は正面モニターの方を同時に見た。

「こ、光こう鷹おう翼よくが!?」

　その時、瑞輝の創り出している三枚の光鷹翼に平行し、もう三枚の光鷹翼が現れた。そしてそれらはお互たがいに重なり合い、光鷹翼自体の形状変化が始まったのである。

「なっ、何が起こっているの!?」

「守蛇怪、瑞輝双そう方ほうのエネルギー値が急上昇しています！」

「高レベルの重量震しん動どうが発生！　なおも震動が激しく……」

「このままではこの一帯の空間に亀き裂れつがっ！」

　珀蓮達の報告は悲鳴に近い。

「ダメッ、止めなさい！　福ちゃん、瑞輝ッ！」

「構わないわ！　そのままっ！」

　瀬戸が叫ぶ。

「瀬戸様っ!?」

「計測上限、突とつ破ぱします！」

　と、その次の瞬間、激しく揺ゆれていた震動がピタリと止やんだ。

　　　　×　×　×

「何が起こったのだ？　あの重量震動は……まさか他ほかに皇おう家けの船が？」

　ダ・ルマーは背筋に冷たいものが流れるのを感じた。重量震と共に現れるのは『樹じゆ雷らいの鬼おに姫ひめ』瀬戸の戦法だからだ。

「いえ、震しん源げんは守蛇怪です！」

「ダ・ルマー様、守蛇怪の光鷹翼に変化が！」

「何だと!?……おおっ」

　守蛇怪の周りに発生した光鷹翼の淡あわい光が、ハッキリとした薄うすい膜まくの様な物へと変化しつつ、更に大きく広がり始めた。それはさながらレース編みのような美しい文様で、さながら守蛇怪がドレスを纏まとったかのようだった。

「何が……何が起こっているのだ」

　ダ・ルマーは呆ぼう然ぜんと呟いた。

　　　　×　×　×

「物質化だわ……」

　瀬戸が独り言のように呟つぶやいた。

「まさか……光鷹翼が、ですか？」

「ええ……一度だけ、瑞みず穂ほと霞か鱗りんが同じ現象を起こしたのを見た事があるわ」

「船ふな穂ほ様と美み砂さ樹き様の？」

「二組の光鷹翼を一つにする、双ふた子ごの樹ならではの現象とされていて、他の船同士では再現出来なかったモノよ。それだけ瑞輝ちゃんと福ちゃんの相あい性しようが良いという事ね」

　もちろんそこに霧恋が介かい在ざいしているのも要因の一つだ。

「鷲羽ちゃんの話だと、守蛇怪は他の船や集団戦を想定した、魎皇鬼とは違うコンセプトの元に設計されたそうよ。恐おそらくこれが守蛇怪の本当の力なんだわ」

「しかし福ちゃんが光鷹翼を創つくり出せるなんて……そんな事が」

「皇家の船と魎皇鬼はかなり近い性質を持つの。実は七百年前に樹雷を襲おそった魎皇鬼も、似たような現象を起こしていたわ。その時は、視し認にん出来るようなモノでは無かったけれど……これで証明されたわね」

「信じられない……」

「目の前で起こった事が全すべてよ。光鷹翼には分かっていない部分の方が多いわ。今はそれだけで十分でしょう？」

　瀬戸の言葉に霧恋は肯うなずいた。

「それにしても凄すごいですよ。守蛇怪の周りを完全にガードしています。死角が全くありません。船体へのダメージ率もゼロです。船体修復率が上回ります」

　光鷹翼で直ちよく撃げきを防いだとしても、拡散したエネルギーは、僅わずかにではあるが守蛇怪の船体にダメージを与あたえる。ましてや大艦隊の集中攻こう撃げきを浴びれば、その拡散するエネルギー量も膨ぼう大だいとなり、高エネルギーの霧きりの中を飛んでいる状態となる。

　もちろん守蛇怪には自己修復能力があるので、そう簡単に破は壊かいには到いたらないが、それでもタイムリミットが存在する事には間違いない。だが船体の修復率が損そん耗もう度を上回れば、理論上破壊される心配は無くなるのである。

「回かい避ひと攻撃の反応と精度が更さらに上じよう昇しよう中！」

「噓うそっ……敵てき艦かんの動きの予測精度がほぼ百％に達しています」

「ククッ！　完全に無敵チート状態だな。マジ外す気がしないよ」

　特に守蛇怪とダイレクトリンク状態の雨音は、福と同じようなテンションだ。

「防ぼう御ぎよと回避処理が必要なくなったせいね。でも油断しないで。どこまでこの状じよう況きようが維い持じ出来るか分からないわ。今の内に敵戦力を削そぐわよ！　夕咲、美守殿、林りん檎ごちゃん。貴女あなた達もオペレートに参加して！　それから西南殿、ちょっと艦長席を貸して下さいね」

「ええっ!?」

　西南が立ち上がるよりも先に瀬戸は強引に艦長席に座った。見事なお尻しりで押し退のけられたのだ。その柔やわらかな感かん触しよくに戸惑い、西南は逃にげ出すように艦長席から離はなれた。

「あらあら……私は？」

　美兎跳はキョトンと小首を傾かしげた。

「美兎跳殿は魅影ちゃんのお守もりと、西南殿にお茶でも入れてあげて下さい」

「了りよう解かい[image: ～][image: ～]っ♡」

「だぁ、ぁきゃあ」

　魅影は西南が近くに来て嬉うれしそうだ。しっかりと西南の袖そでを摑つかんで離そうとしない。

「…………」

　西南は複雑そうな表情で、それでも手て渡わたされたお茶を手に、ポップコーンをつまみ始めたのだった。




「運呼、間もなくジャンプアウトします」

「よし、今度こそビンゴだ！　全員、気を引き締しめて行けよ！」

　運呼は軽い衝しよう撃げきの後、通常空間に出た。と、いきなりブリッジに警報が鳴り響ひびいた。

「艦前方、十二時にＧＰ艦隊です！　数三十！」

「何だと!?」

「敵発はつ砲ぽう！　着ちやく弾だんまで十秒！」

「緊きん急きゆう回かい避ひだっ！」

「回避しきれません！　数が多すぎます。数発が直撃コース！」

　次の瞬間、運呼に軽い衝撃が起こった。そしてその数秒後にＧＰ艦隊とすれ違った。

「被ひ害がいは軽けい微び、第一装そう甲こうが焦こげた程度です！」

「さすがはベースがダイダロスだけのことはあるな。よしっ！　回頭して反撃を……」

「バカッ！　そんなのに構っている暇ひまは無い！　ダイ・ダ・ルマーに向かう方が先だろうが！」

　コマチは静竜を遮さえぎって叫さけぶ。

「おおっ、そうであったな。運の良い奴やつらめ、命拾いしたな。ハッハッハ！」

「この馬ば鹿かっ！　格好付けている場合かっ！　操そう舵だ、回頭中止だっ。すぐさまジャンプ進路を確保しろ！」

「敵艦から艦かん載さい機きが発進！　数は二十！」

「艦載機ごときでこの運呼を沈しずめようなどと、なめられたものだなっ！」

「!?　何か変だ。この状況で艦載機を使うなど……」

　余よ裕ゆうで笑う静竜に対し、コマチは不自然さを感じて顔をしかめた。

「運呼の力を見誤っているのだろう。ＧＰは我が運呼のベースにダイダロスが使われている事など知る由よしも無かろうからな。アハハハハッ！」

「超ちよう空間ジャンプ軌き道どうに乗りました。超空間突とつ入にゆうまで後十秒！」

「…………」

　不安は拭ぬぐえないものの、すぐにジャンプに入るタイミングだ。たとえ攻撃が直撃したところで、艦載機レベルなら被害は軽微だ。コマチはそのまま無言で不安を押し殺した。

「敵艦載機の射程に入ります」

「超空間ジャンプ、スロットスタート！」

「敵発砲！」

　だが予想通り運呼はビクともしない。着弾の震動音すら感じられない。

「外部損傷は認められません。被害ゼロ！」

「ハッハッハ！　残念だったなァ。ではさらばだっ！」

　次の瞬しゆん間かん、運呼は超空間へとジャンプした。だが、その数分後、運呼はたった数光分先の通常空間へとジャンプアウトしたのだった。

「なんだ？　何が起こった!?」

「分かりません。超空間に入った途と端たん、船体に異常な震しん動どうが……」

「まさかっ!?　おい、外部モニターで船体を確認！　敵の艦載機が攻撃した辺りを調べろっ！　急げっ！」

　血相を変えたコマチは、静竜を押し退けるように叫んだ。

「りょ、了解！」

　次の瞬間、船外モニターが映し出したのは、べっとりと付着した真っ赤な塗と料りようだ。

「あれはＡＨＰ！　やられたっ！」

　コマチの言いしれぬ不安はこれだったのだ。

「なんだ、そのＡＨＰというのは？」

「超空間航行時の摩ま擦さつで気化し、重量エネルギーへと変へん換かんする塗料だ。以前、守蛇怪の一号艦を捕とらえるのに使った、タラントの秘ひ匿とく兵器だったのだが……」

「それが何故なぜＧＰにあるのだ!?」

「守蛇怪に逃げられ、その存在がＧＰにも知られてしまったのだ。その資料を基もとにアカデミーが開発したのだろう」

「では超空間ジャンプが出来なくなったという事か？」

「通信もだ！　だがこの幸こう運うん艦かんクラスの超重量艦ならば影えい響きようは少ない筈はずだが……」

「ハッハッハ！　そんなの決まっているだろう？　科学技術力はアカデミーの方が断然上なのだ。当然、改良されたのだろうな」

　静竜は自じ慢まんげにふんぞり返る。

「威い張ばって言う事か！」

「重量震感知！　ＧＰ艦がジャンプアウトして来ます！」

　悲鳴のようなバリーの警告の数秒後、ジャンプアウトしたＧＰ艦隊は、運呼目め掛がけて一いつ斉せい砲ほう撃げきをして来たのである。




「ダ・ルマー様！　こちらの損耗率が十％を超こえました！」

「おのれっ！　ここまで築き上げてきた私の地位を、小こ僧ぞう一人に潰つぶされてたまるか！　一度はあの守蛇怪を退けたのだ。今度も……!!」

　ダ・ルマーはその時になって、ある事を思い出して愕がく然ぜんとなった。

「そうだ……何故ここに運呼が居ない」

「それは運呼がこちらの座標を知らないから……ああっ！」

「そうだ。何故儂わしは運呼を呼ばなかったのだ？　何故儂は守蛇怪と戦おうとしたのだ」

　ダ・ルマーの顔から血の気が引いた。

「確かにこれだけの大戦力ならば勝てると思っても不思議ではない。だがそれでも運呼を呼ばない理由にはならないではないか。集まった者達で戦線を離り脱だつした船は居るか？」

「いえ……記録されている限り、全ぜん艦かんが戦せん闘とうに参加しております」

「それだ！　たとえ士気が高かろうとも数が多かろうとも儂らは軍人ではない。守蛇怪を撃げき沈ちんするという名めい誉よと名声は確かに重要だし、今後の仕事がやり易やすくなるメリットは大きい。だがそれでも戦うリスクとを天てん秤びんにかけ、逃げる選せん択たくをする者とて多い筈だ」

「山田西南に引き寄せられた!?」

　副総統の顔色が変わる。

「そうだ。ローレライの名の通り、儂らはあ奴に惑まどわされたのだ……。すぐに運呼を呼ぶのだ。運呼さえ居れば、まだ十分勝てる！　全艦防ぼう御ぎよ陣じん形けいに移行させろ！」

「了解！　ジャミング解除っ！」




「ギルドの艦隊配置が防御形態へと変化して行きます」

「逃げる気か!?」

「その気は無さそうよ。おそらく持久戦に入るつもりよ」

　艦隊の陣形を見て、瀬戸はそう判断した。

「持久戦？　時間を稼かせいでどうするつもりなのでしょう？」

「援えん軍ぐんでも来るのでしょうね」

「もしかして幸運艦!?　そういえば、いまだに姿を見せないのは不思議です」

「ジャミングが解除されました！　通信復帰！」

「もう間ま違ちがいないわね」

「クソッ！　連中、質量弾だんに切り替かえて来やがった！　迂う闊かつに近付けないぞ」

　もちろん質量弾では守蛇怪は撃破出来ないが、船体や近空間を震しん動どうさせ命中精度を落とす事は出来る。そしてもし大型艦の高質量弾が正面直撃すれば場合によって、その衝撃で内部の構造体や乗員に被害が出る恐おそれがある。

「この状況で幸運艦に来られると厄やつ介かいだわ。一気に片を付けましょう！　ダイ・ダ・ルマーの構造予想の解かい析せきは？」

「エネルギーの流れと人の配置からほぼ解析は終しゆう了りようしています」

「致ち命めい的てきなダメージを与えずに動きを止める事は出来る？」

「攻こう撃げき場所の特定は出来ますが、ダイ・ダ・ルマーの装甲厚と防御機能を考えますと、そこを一撃ピンポイントで打ち抜ぬく武器が守蛇怪には……」

　動どう力りよく炉ろというのはどの艦船も強固にガードしているものだ。ダイ・ダ・ルマー規模にもなれば、それはかなりの物だろう。そしてそれは複数箇か所しよにもなる。一気に動きを止めないと、逃げ出す恐れもある。いっその事、大破消しよう滅めつさせる方が簡単なのである。

「近付いて、同じ場所に何発かぶち込むしかないけれど……この状態じゃ！」

　命中精度が落ちている状態では、連続してピンポイントにヒットさせるのは守蛇怪をもってしても難しい。それに大量の護ご衛えい艦かんも黙だまって見ている訳では無い。

「ねえ福ちゃん、魎皇鬼お姉ちゃんのグングニールを知っているかしら？」

　瀬戸は福に、優やさしく尋たずねた。

「ミャア！」

「グングニールというと……あの」

　西南達は守蛇怪一号艦でギルドの大集団に追いかけられた時の事を思い出した。凄すさまじいエネルギーを放出しつつ、それこそ巨きよ大だいな槍やりのように船体で突つっ込む技わざだ。

「ダイダロスのトラクタービームに捕つかまった時、凄すごい衝撃を感じて……」

「ええ、魎皇鬼ちゃん最大の技……樹雷の絶対防衛権を突とつ破ぱした技よ。福ちゃんは同じ事が出来るかしら？」

「ミャウ！」

　福は嬉うれしそうに胸を張った。もう既すでにやる気満々だ。

「良い子ね。じゃあ少し試ためしてみましょう」

　瀬戸は試しに幾いくつかの艦をピックアップし、破は壊かいするポイントを設定した。

「他ほかは壊こわさないようにね。じゃあ、行くわよ！」

「ミャウ！　ミャアアアアアアアアアアアアアォォォォォン!!」

　福の泣き声と共に、一瞬でレース状に広がって物質化した光こう鷹おう翼よくがドリルのような形状に捻ねじれた。と次の瞬間、凄まじい勢いで回転を始めた守蛇怪はテレポートをしたのだ。

「凄い……」

　それはほんの一瞬の出来事だ。守蛇怪の船体にまったく衝撃は感じられなかったが、

「目標艦十五、メインエンジン完全に沈ちん黙もくしました。降こう伏ふく信号発信を確かく認にん」

　霧恋の報告が、目標を貫つらぬいた事を証明したのである。

「……アハハハハハ！　凄い！　凄い凄い凄い、凄いじゃない福ちゃん！」

　瀬戸は凶きよう気きの混じった表情で笑い出した。ピンポイントの突破力では魎皇鬼のグングニール以上だ。槍というより針のようだ。

「うわ[image: ～][image: ～]……やっばっ。切れ始めちゃったわ」

　夕咲は瀬戸の様子を見て苦く笑しようした。




「なっ！　今のは何だ!?」

　ダ・ルマーから見れば、それは一瞬の光の筋にしか見えなかった。

「わっ、分かりません！　守蛇怪の攻撃としか……僚りよう艦かん十五、戦線を離脱しました」

「ええい、運呼はまだか!?」

「座標コードは発信しましたので、こちらに向かっている筈ですが……」

　　　　×　×　×

「ええい！　何とかならんのか!?」

　その頃ころ、運呼はＧＰ艦隊に囲まれ、袋ふくろ叩だたきに遭あっていた。だがさすがにダイダロスをベースに改造された戦艦だけあって、損傷は軽微だ。

「ＡＨＰを排はい除じよしない限り超空間ジャンプも超空間通信も不能だ！」

「ではさっさと排除しろ！」

「それが出来れば苦労はしないっ！　除去するにも特とく殊しゆな剝はく離り剤ざいを使わなければならないし、たとえそれがあったとしてもこの状じよう況きようでは作業も出来……きゃあっ！」

　ＧＰの攻撃がＡＨＰ塗料部分に直撃し、膨ぼう大だいな質量が発生した。運呼の巨きよ体たいが激しく震動して、さすがのコマチも悲鳴を上げた。

「……意外と可愛かわいい悲鳴を上げるのだな」

「そんな事を真顔で言うなっ！」

　コマチは耳まで真っ赤だ。

「姉様、除去出来ないのであれば、外装をパージしてはいかが？」

「えっ？」

「どうせ飾かざりなのでしょう？」

「うむっ。それだ！」

「簡単に言うな！　そもそもこんな状況になっているのも、幸運グッズを廃はい棄きしたせいなんだぞ！　これ以上、幸運グッズを無くしたら、いざ守蛇怪と対たい峙じした時に勝てるかどうか分からん！」

「だが辿たどり着けなくては意味が無い」

「お前に冷静に言われると凄く腹が立つのだが……」

　コマチは今度は怒りで顔を真っ赤にしている。

「クスッ、いつものアホ面づらなら諦あきらめがつくという事ですね」

「シレッと酷ひどい事言う姉し妹まいだよなぁ……」

「うむっ！　ではパージだ！　ハッハッハ！」

　だがコマチと舞八の言葉にも、バリー達のツッコミにも気にする様子も無く、静竜は笑いながら言った。天てん南なん家の罵ば倒とう関係のメンタル防御は無敵なのだ。




「アハハハハ[image: ～][image: ～]アッ[image: ～][image: ～][image: ～]ハハハハハッ！」

「ミャア！　ミャミャミャミャ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン！」

　───ソラヲトブノ、タノシイネ。

　瀬戸、福、瑞輝。そのテンションの高さそのままに守蛇怪は宇宙空間を所ところ狭せましと飛び回っていた。それは跳ちよう弾だんする弾丸のように、矢のように鋭するどく、敵艦の動力をピンポイントで貫つらぬいて次々と行動不能にして行く。もう豪ごう雨うのようなレーザーも雹ひようのような質量弾も守蛇怪にかすりもしない。後に魎皇鬼の『グングニール』と区別され『ガイ・ヴォルグ』と名付けられる攻撃である。

「あ～ぁ……始まっちゃたわねぇ、瀬戸様のジェノサイドダンス」

　慣性制せい御ぎよ能力を超える凄まじい震しん動どうの中、全員力場固定され、殆ほとんど身体からだを動かせない状況で諦め顔だ。

「それにしてもダ・ルマーの連中、粘ねばるわよねぇ……普ふ通つうなら、そろそろ逃にげ出す頃なんだけれど」

「西南殿どのに引き寄せられちゃっているのかしらねぇ、ホホホ」

「おっ、俺ですか？」

「さすがはローレライ。まあダイ・ダ・ルマーと大艦隊で気が大きくなっているのも要因なのでしょう」

　視線と手は忙いそがしく動いてはいるが、会話は実にのんびりとしたものだ。

「すぴ[image: ～][image: ～][image: ～]すやすや」

「あぅ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　美兎跳と魅影の二人などはこの騒さわぎの中、熟じゆく睡すいしている。まさに樹雷の赤あかん坊ぼうにとって戦せん闘とう艦かんはゆりかご、である。大だい迫はく力りよく戦闘のオペレートに参加していない女によ官かん達は、揺ゆれの少ない間合いを使ってポップコーンを頰ほお張ばり、まるで劇場映画のクライマックスでも見ているかのように興奮していた。

「第一目標艦、全艦沈ちん黙もくを確認！」

　第一目標艦は絶対に逃がしたくない海かい賊ぞく艦かん、ギルドのコントロールが無くなると暴走しそうな凶きよう悪あくな相手だ。

「いいわ、福ちゃん瑞輝ちゃん……上手よ。クスクス」

　瀬戸はその成果に満足し、うっとりとした表情でモニターを眺ながめていた。

「じゃあ次の目標はダイ・ダ・ルマーよ！」

「今いま更さらですが、いつものＺＺＺはいかがなさいます？」

　夕咲の問いに、瀬戸は無言で突き立てた親指を下に向けた。




「なんとしてもヤツ等を止めろ！　ダイ・ダ・ルマーをぶつけても構わん！　守蛇怪を破壊するのだ！」

　もうダ・ルマーにはこの状況から逃げる気などさらさら無い。引くに引けない状況なのだ。そして部下達もそれを止めようとはしない。完全にハイ状態、ギャンブルで有り金を全部つぎ込むのと同じだ。

「ダ・ルマー様っ！　守蛇怪がこちらにっ！」

「迎むかえ撃うて！」

　ダ・ルマーが視線を中央モニターに戻もどした瞬しゆん間かん、守蛇怪は殆ど衝しよう撃げきによる震動も音すら無くダイ・ダ・ルマーを貫いていた。

「うおっ!?　何がっ！　どうしたのだ!?」

　ダ・ルマーはモニターに表示される膨大な量の警告を見て戸と惑まどいを隠かくせない。何しろほんの数秒、意識を逸そらしただけなのに、いつの間にかダイ・ダ・ルマーが、惑わく星せい規模艦が有り得ない程ほどの警告を発しているのだから無理もない。

「第二波、来ます！」

「！」

　ダ・ルマーは光の筋となっている守蛇怪をしっかと睨にらみ付けた。

「……そんな、バカな」

　惑星規模艦、しかもダイ・ダ・ルマーは戦闘要よう塞さい艦かんだ。装そう甲こうもシールドの能力も並の戦艦が束になってもダメージを与あたえられ無い程に強力だ。それをあっさりと貫かん通つうするだけでも信じられないのに、衝撃も無いとなると、ダイ・ダ・ルマーのシールド出力を遥はるかに上回る高エネルギーが、一点に収束しているとしか考えられない。そんなエネルギーを発生させる事は、ダイ・ダ・ルマーでも不可能だ。

「動力炉の半数が機能停止！　超ちよう空間ジャンプが不能にっ！」

「ダ・ルマー様、このままでは危険です！　脱だつ出しゆつを！」

　さすがにハイ状態だった部下達の頭も一気に醒さめた。

「脱出してどこへ行こうというのだ！」

　だがダ・ルマーは怒いかりに身体を震ふるわせながら一いつ喝かつした。

「このダイ・ダ・ルマーはギルドの象しよう徴ちようなのだ。これが存在してこそのダ・ルマーギルドなのだ！　この艦を棄すてるという事はダ・ルマーギルドを棄てるのと同じなのだ！　儂わしの……儂の半生を賭かけ築き上げたギルドが……」

「ダ・ルマー様さえご無事ならば、また再起は出来ます！　今すぐに全艦に待たい避ひ勧かん告こくを出せば、まだギルドは存続が可能です！」

「くっ………」

　副総統の進言にダ・ルマーが躊ちゆう躇ちよしたその時、

「ダ・ルマー様！　運呼から通信がっ、現在こちらに向かっているそうです！」

「おおっ！　聞いたか皆みなの者っ！　まだ勝負は決してはおらん！　耐たえよ。耐えれば勝機は我らに！」

　だがそれこそがダ・ルマーギルドの終わりを決定した選せん択たくだったのである。








５「陰いん謀ぼうと謀ぼう略りやくと」









　瑞みず輝きの居住空間にある一風変わった露ろ天てん風ぶ呂ろに霧きり恋こ達は入っていた。それは幾いく本ほんもの太い蔓つるが絡からまった状態で宙ちゆう吊づりとなった巨きよ石せきに掘ほられた空中に在ある浴よく槽そうだ。それは二十人は楽に入れそうな浴槽で、巨石自体がほんのりと発熱していた。

　水の補ほ充じゆうと浄じよう化かは樹じゆ雷らいの定番の樹きと藻もが行っている。そして浴槽からは吊つり橋によって高い崖がけの中腹に掘られたトンネルに繫つながっていた。そしてトンネルの先は脱だつ衣い所と下の湖に続く道となっている。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん。すっきり！」

　瀬せ戸とはストレスを発散したかのような表情で大きく伸のびをした。

「福ふくちゃんもご苦労様。よくやったわ。えらいえらい！」

「ミャン！」

　瀬戸に頭を撫なでられて福も上じよう機き嫌げんだ。

「それにしてもただのテスト航行だった筈はずなのに……」

「しかも本来の目標はバカの乗る幸こう運うん艦かんだったのにさ」

「なぜかダイ・ダ・ルマーと戦って、ダ・ルマーギルドは壊かい滅めつ状態……。私としてはちょっと複雑な心境です……」

　元海かい賊ぞくのリョーコは霧恋や雨あま音ね達以上に複雑そうだ。彼女にとってギルドは巨きよ大だいで盤ばん石じやくな組織だった上、ダイ・ダ・ルマーは『幽ゆう霊れい艦かん』とも呼ばれ、一度もＧＰに見つかった事の無い不ふ沈ちん要よう塞さいだったのだ。それがこうもあっさりと、しかも一日足らずで壊滅となってしまったのだから無理も無い。

「中ちゆう堅けん幹部共の造反で降こう伏ふくして来なきゃ、もう少し楽しめたんだけどねぇ……」

　瀬戸は戦せん闘とうの興奮を思い出してウットリしている。

「まあまあ。おかげでダ・ルマーも無傷で捕とらえられましたし、あれだけの戦闘でほとんど死者も出ませんでしたからねえ、ホホホ」

「それより問題なのは、結構な数の海賊達がレセプシーに逃げ込んじゃった事ですよ。あの連中がギルドを再建しようとしたら、ちょっと厄やつ介かいだわ」

　精神的な支えだったダイ・ダ・ルマーで造反が起こった事で、海賊達の繫がりは一気に崩ほう壊かいした。戦闘宙域がかなり混乱混雑していた事もあり、超空間ジャンプで逃げるよりレセプシーに船ごと逃げ込んだ海賊も多かったのである。

「だいたい逃げ込んだといっても、レセプシー内部に収容出来ないからって、外がい壁へきに接岸させる事でレセプシーの一部だって言い張っていたんしょ？　そんなの認めちゃってよかったんスか？」

「仕方ないわ。あそこが怪け我が人の収容所にもなってくれたんだし、瑞輝ちゃんにデータを送ってくれたのは舞ま貴き妃ひ殿どのなんだから」

「死者の少なさというのはそのおかげもあったのですから、瑞輝のマスターとしては有り難がたい話です。福ちゃんにとっても、です」

「ホホホ、最終的に四割近くを行動不能に、第一第二目標までは接収出来ましたので、それだけでも大収しゆう穫かくですよ」

　海賊船は彼らにとっては家であり、海賊として生きる為ための重要な術すべだ。もちろん他ほかにも船を複数持つ金持ち海賊もいるが、それは全体の数％に過ぎない。船に資産を乗せていない海賊も多いものの、それでも海賊達にとって船が一番の財産で有る事に変わりはない。つまり船を抑おさえられたら、たとえ人員はレセプシーに逃げ込めたとしても、稼か業ぎようと財産を全すべて無くすのと同じなのだ。

「おそらく船を無くした海賊の殆ほとんどが廃はい業ぎようでしょうね」

　他の大海賊の手下になるという選せん択たく肢しもあるが、今まで仮にも一国一城の主あるじだった海賊にとって誰だれかの下に付くのは屈くつ辱じよくだ。借金をして安物の中古で海賊を始めたとしても、今まで金をつぎ込んで、年月を掛かけカスタマイズした船とは比べものにならない。恐おそらく半数近くが早々に撃げき沈ちんされるだろう。

「それより何と言ってもダイ・ダ・ルマーよ。あれを手に入れられたのは大きいわ」

　瀬戸は嬉うれしそうに居住区の空を見上げた。そこには全天を覆おおうようにダイ・ダ・ルマーの映像が映し出されていた。

「……まさかダイ・ダ・ルマーを瑞輝の亜あ空間内に収容しちゃうなんて」

「どんだけ非常識なんだ、皇おう家けの船ってのは……」

「ダイ・ダ・ルマーの調査権で揉もめるのは面めん倒どうだというの分かりますが、ＧＰの関係者としては、あれを見て黙だまっているのも難しい話です……ホホホ」

　つまり瀬戸はダイ・ダ・ルマーを強引に樹雷の物にしてしまったのだ。

「守かみ蛇だ怪けと皇家の船を私が指揮して捕ほ縛ばくしたのだから、優先権は樹雷にあるわ。それにアカデミーの理事長殿が調査を取り仕切るんだから、良いでしょ？」

「まあ現段階で西せい南な君はアイリ様の直属ではありますからねぇ……」

「とりあえずＧＰには拿だ捕ほした他の海賊艦の殆どを渡わたしてあげるんだから、しばらくはそれで我が慢まんしてちょうだい。こちらの情報も随ずい時じ公開してあげるわよ」

　ダイ・ダ・ルマーを丸ごと収納出来るのだから、他の海賊艦を全艦収納、接収する事は容易たやすい。だがそれをしたら大問題となり、ダイ・ダ・ルマーすら引き渡さなければならなくなる。ならば他の海賊艦を手放しても、ダイ・ダ・ルマーを優先的に調査する時間を稼かせごうというのだ。

「ホホホ。あくまで一部公開、なのでしょう？」

「適当な時期にＧＰの調査団も受け入れるから、それまで誤ご魔ま化かしていて」

「そうですね。どちらにしろ、あの数の海賊艦の後処理も時間がかかるでしょうから……まあ何とかなるでしょう」

　どちらにしろ惑星規模艦を証しよう拠こ品として回収、管理するのは大変だ。ましてや超空間航行が出来なくなったダイ・ダ・ルマーを移動させるのが難しい以上、下手をすればこの宙域に留とどめたままで調査管理をしなくてはならない。その保全にどれだけの資金や人員、戦力を割さかなければならないか分からないのだ。しかし皇家の船の中なら直接ＧＰが調査を主導出来ないという事を除けば、問題の殆どが解決するのだ。

「ありがとう」

　樹雷、ＧＰ、アカデミー三者の裏取引はお風ふ呂ろの中で成立したのであった。

「そう言えば西南様はまだあちらに？」
















「クスッ。因いん縁ねんの相手だから積もる話もあるのよ」

　　　　×　×　×

「いいか？　ワシはな、一隻せきのボロ船とこの身一つで海賊の世界に飛びこみ……」

　守蛇怪の職員用居住区にある、豪ごう華かな軟なん禁きん部屋に西南とダ・ルマーは向かい合って座っていた。その様子はまるで祖父に小言を言われている孫といった感じだ。

「クスクス」

　何故か西南の両りよう隣どなりにはダ・ルマーの美しい二人の愛あい妾しようが、まるで西南が主人でもあるかのようにしなだれかかっている。彼女達の認にん識しきとしてはボスを倒たおした西南を、その次のボスとして認識したのである。だから自分達は西南の女となった、という訳だ。もちろんそれは彼女達なりの戯たわむれだ。

「そして数々の戦いをくぐり抜ぬけたある日、骨こつ董とう屋やで買ったこの置物を手にした時、儂の運命は大きく開けて行ったのだ！」

「それって、もしかして……達磨だるま、ですか？」

「ほお、良く知っておるな。後日、その骨董屋からこいつの名を聞いた儂は、縁えん起ぎの良いこの名を儂の名としダ・ルマーと改名したのだ」

「は、はあ……」

　だが西南はその由来よりも、達磨の下の方に張ってある、かすれた札に意識が向いていたのだ。

「こらっ！　ちゃんと聞いておるのか!?」

「す、すみません」

「これだから近ちか頃ごろの若い者は……。その後、儂はやる事成す事が全て上手うまく行くようになり、破竹の勢いでギルドを拡大して行ったのだ。まさに順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった」

　そこまでは嬉き々きとして話をしていたダ・ルマーだったが、

「それが……それがこんな形で全てを失うことになろうとは……ぐぅっ、うっ……」

　肩かたを震ふるわせ始め、ついには机に突つっ伏ぷして泣き出したのだ。

「本当に、すいません……」

　さすがに大の大人に目の前で泣き出されては謝るしかない。と、ダ・ルマーの手から離はなれた達磨は、コロコロと机を転がり西南の目の前で止まった。そして先さき程ほど西南が気になった、古びた札に書かれていたのは『柾まさ木きアイリ』という漢字であった。







「おのれ……おのれおのれ山やま田だ西南め！」

　静せい竜りようはボロボロになった運うん呼こを見上げて唇くちびるを嚙かみ締しめていた。運呼が停てい泊はくしているのはレセプシーのドックの一つだ。そこはかつてダ・ルマーと共にピカピカの運呼を見上げていた、あのドックである。

「それにしてもよくもまあ、無事に辿たどり着けたものだ」

　食事と風呂を済ませようやく人ひと心地ごこちついたコマチは、静竜の隣に立ち、同じく運呼を見上げた。

「これのどこが無事なのだ！　外装は見る影かげもなくボロボロ。しかもようやく辿り着いて見れば、ダイ・ダ・ルマーはやられ、社長は捕つかまったのだぞ！」

「ＧＰと樹雷の大艦かん隊たいのど真ん中にジャンプアウトした時はどうなるかと思ったが……何とかレセプシーに逃にげ込めたのだから、まだ多少の幸運は残っていたのだろう」

　外装をパージしたおかげで外形が大おお幅はばに変わり、すぐには幸運艦と気付かれなかったのだ。でなければ一いつ斉せいに袋ふくろ叩だたきに遭あっていた事だろう。

「……それにここには多くのギルドの連中も残っている。先まずはギルドを立て直すのが先決だな」

「それはお前に任せる。どちらにしろ俺はギルドではただの出向社員だからな」

「ではお前はどうするのだ？」

「知れた事！　運呼を再び輝かがやける姿に戻もどし、社長の仇かたきを取るのだっ！」

　静竜は涙なみだを拭ぬぐって運呼を見上げた。




　大戦果を上げたアイリは無事、アカデミー理事長室へと戻って来ていた……とは行かなかった。意い気き揚よう々ようと凱がい旋せんしたアイリではあったが、仕事をすっぽかされた秘書軍団にはそんな戦果など通用はせず、結局、平身低頭謝り倒した上、特別ボーナスを出すという事で何とか許して貰もらえたのだ。

「ところでダ・ルマーの事情聴ちよう取しゆは進んでいるの？」

　机にへばり付き、逃げている間に溜たまった書類をチェックしているアイリを横目に、瀬戸は一いつ緒しよにお茶を飲んでいる美み守かみに尋たずねた。

「ええ、何か憑つき物でも落ちたように協力的です。西南君に愚ぐ痴ちを吐はき出してスッキリしたみたいで……ホホホ」

　美守はＧＰに引き渡したダ・ルマーの独どく房ぼうの監かん視し映像をモニターに映し出した。そこには穏おだやかな表情で座ざ禅ぜんを組むダ・ルマーの姿があった。それは縁えん側がわで日向ひなたぼっこをしている年寄り猫ねこのようだ。

「そう……でも報告だと西南殿どのは大変だったみたいね」

「まあ、目の前で大の大人に泣き出されたのですから無理もありませんわ、ホホホ。それにしても西南君が来てからとんとん拍びよう子しですわね。ちょっと怖こわい位ですよ。まさかダイ・ダ・ルマーまで捕ほ捉そく出来るなんて思いもしませんでした」

「鷲羽わしゆうちゃん曰いわく、ダイ・ダ・ルマーに関しては、いくつもの幸運が重なった結果のようよ」

「幸運、ですか？　それはまた意外なお言葉ですね」

「もちろん私達にとってよ。我が樹雷や世せ二に我わ、その他の国が蓄ちく積せきしたデータと、ＧＰ総出での幸こう運うん艦かん探たん索さく。それにレセプシーを貸し切って海かい賊ぞく達を集めた事による情報漏ろう洩えいも大きかったわ。そしてさらに極きわめ付けが幸運艦の存在」

「結局、捕捉出来ませんでしたが？」

「それがダイ・ダ・ルマーへ繫つながったの。つまり幸運艦はダイ・ダ・ルマーが発見されないように行動していた。更さらにあれだけの大規模捜そう索さくにも拘かかわらず、どこの艦船とも出会わなかった」

「なるほど！　つまり幸運艦の幸運が、逆にダイ・ダ・ルマー捜索の範はん囲いを狭せばめるのに一役買ったと？」

「そういう事」

「それはまた皮肉な事ですね、ホホホ」

「まあ絞しぼり込まれたと言っても候補は数万にもなるから、それを一発で引き当てちゃった西南殿の功績は大きいけれどね」

「そして第一世代皇家の船を超こえるかもしれない力を見せた、守蛇怪と瑞輝の存在も大きいわよね。私としてはダイ・ダ・ルマーよりもこっちの方が興味深いわ」

　アイリは書類のチェックが終わったのか、瀬戸達の居るソファーに近付いて来た。

「あら、もう仕事は終わり？」

「ここ数日徹てつ夜や続きでしたけど……」

「ホホホ、お疲つかれ様」

　美守は新しくいれたお茶をアイリに手て渡わたす。結構熱いお茶を一気に飲み干すと茶ちや菓が子しを鷲わし摑づかみにして口に放ほうり込む。疲れた脳が糖分を欲ほしがっているのだ。そして帰って来てから繰くり返し流している、守蛇怪の戦せん闘とう記録に目をやった。守蛇怪が記録したデータだけで無く、レセプシーやダイ・ダ・ルマーが記録していた分もそこにはあった。

「……それにしても、こんな力を見せつけたとなれば、今後、守蛇怪の扱あつかいが難しくなりましたね。どうなさるおつもりですか？」

「頭脳体である福ちゃんにはアストラルがあるから、皇家の船と同じような扱いになるけれど、将来的には本格的な調査は避さけられないでしょうね。とりあえず西南君がＧＰアカデミーを卒業するまでは今まで通り、私の下で個々の海賊検挙に役立って貰うつもり」

「……ダ・ルマーギルドの総数から考えれば、かなりの数の海賊を逃がした事になりますものね」

　美守はチラッと瀬戸の方を見た。

「レセプシーに逃げ込まれたら手出しは出来ないもの。……まあ他ほかの海賊への牽けん制せいもあるし、海賊達が無む秩ちつ序じよになるのは危険だわ。そういった意味では、ギルドはまだ存在していて貰わなければね」

「ホホホ。逃げ出せないようなやり方も出来たのではありませんか？　現に警けい戒かいランク上位にある海賊達は全すべて捕ほ縛ばく出来ていますしね」

「あら……やはり露ろ骨こつだったかしらねえ？」

　つまり逃げられたのではなく意図的に逃がした、という事だ。

「ダ・ルマーギルドが完全壊かい滅めつしないよう連盟の議会で決定させたのも、ですよ」

「ダ・ルマーギルドの最大勢力圏けんは簾れん座ざ連合宙域に隣りん接せつした辺り……。万が一にも、簾座側の海賊ギルドに吸収されるのはまずいでしょう？　それなりの対たい抗こう勢力として残さなきゃあ、ね」

　少々わざとらしい、しらばっくれ方だ。

「バルタ王の生存が公表され、正式な国家として承認されれば、もともとバルタ系海賊の多いダ・ルマーギルドは間ま違ちがいなくバルタに併へい合ごうされるでしょう……そしてその王国は樹雷の統制下に置かれる訳ですね」

　つまりその宙域がまるまる樹雷領となるのだ。

「……まっ、会議ではちょっと強引に押し通した感じはあるけれど」

　瀬戸はシレッとそれが意図的だと認めた。

「やれやれ。バルタの存在が公表された時には、悔くやしがるでしょうね。特に世二我が」

　アイリはそう言いつつチラッと美守を見た。

「ホホホ。それで主立った海賊達の統制がとれるのであれば、結果的には世二我にも利はあります。それに現実的にそういう状じよう況きようになれば、簾座の海賊達との最前線は樹雷が防衛する事となるのですから、こちらとしては文句はありませんよ」

　広大な宙域を得る利は大きいが、それを防衛する労も大きい。銀河連盟に加入してる国同士ならばいざ知らず、常時戦闘状態の組織と隣となり合えばその防衛監視に多大な資金と人材が必要なのだ。宙域が大規模に増えたとは言え、殆ほとんど開発されていない状態で得られる収入と見合うかは、はなはだ疑問だ。どちらにしろそれだけの宙域の防衛は、現実的には樹雷にしかできない事だ。

「そう言えば、あちらの人型兵器の中には、皇おう家けの船と同等の力を持った機体があるという噂うわさですが？」

「ええ。数としては少ないけれど、第五、第四世代、中には第三世代クラスの物も在あるらしいわね」

「ホホホ、それはまた厄やつ介かいな事……そんな敵を相手にするとなると、ＧＰ主導ですと増税の上、軍拡論になりそうですね」

「だから最初は多少無理をしても樹雷が……という事ですか」

「そうね。だからこそ守蛇怪を使える状態にしておきたいのよ。なんたって相手は海賊だから、皇家の船と真正面から戦う事はしないでしょうしね」

「皇家の船を大量に投入すると、簾座連合にも警けい戒かい感かんを抱いだかせますし、西南君が来る以前のように、大規模な討とう伐ばつをするには時間もお金もかかりますしねぇ……」

　また林りん檎ごや経理部隊が身売りを覚かく悟ごする事になるのだ。

「将来的にはバルタの国境線防衛は、徐じよ々じよにＧＰ主導にして行くつもりなのだけれど、ある程度、守蛇怪で海賊の勢力をそぎ落としてからでないとね」

「それで、バルタの銀河連合加盟のタイミングはどうなさるおつもりですか？」

「やはり独立宣言と同時にって、考えているわ。事前に連盟と交こう渉しようを行うかはまだ未定だけれど……その為ためには、もう一つの問題が……ね」

　瀬戸はチラッと美守を見た。

「はあ。やりますか……大おお掃そう除じを」

「必要悪っていうものは、必要がなくなれば悪でしかありませんしねぇ」

「でもさすがに少々、気が咎とがめますね」

　美守はそう言うと気まずそうに天を仰あおいだ。

「ここまで来たらやるしかないわ」

「ええ、分かっています……。それにしても師父様の仕し掛かけが、ここまで効果的になるとは……」

「そちらの方は、九く羅ら密みつ家にいろいろとお骨折りいただく事になりますが……どうかよろしくお願いいたします」

　アイリは頭を下げ、それが子供の褒ほう美びでも渡わたすように芋いも羊よう羹かんを美守に差し出した。

「承知しました。……しかし、こうも早く実現が見えて来るとは思いませんでしたわ」

「銀河統一連合……夢物語ではなくなりましたね」

「でも大掃除前に、あれを穴あな掘ほって埋うめなきゃならないわね」

　画面には幸運艦・運呼のド派手な姿が映し出された。

「せっかくの仕掛けに味み噌そつける訳にも行きませんしね」

「ホホホホホ」







「この大事な時期に、なんたる失態だ！」

　泰たい馬まは両の拳こぶしを円えん卓たくに叩たたき付けた。

「まあ、そう吟鍛なきたを責めても仕方あるまい。このような事態は誰だれも想像出来なかったのだからな……で、状況はどうなのだ？」

『はっ。現在、逃とう走そう中の海賊達の討伐を行っているところです』

「それとて今いま更さらだ！　軍が今回の件に完全に乗り遅おくれた失態は、その程度では誤ご魔ま化かせはせん！　しかもダイ・ダ・ルマーを樹雷に確保されてしまったのでは尚なお更さらだっ！」

「守蛇怪一艦でダ・ルマーギルドを半はん壊かい状態にしたのでは、軍不要論者の勢いも増すだろうな」

「泰馬殿の世二我総そう帥すいの道も無くなるという訳だ」

「事は儂わしだけの問題では無いぞ！　我等が栄はえあるＧＰ軍存続の危機なのだ。それを避ける為には、我等には新たな敵が必要だ。海賊最大のギルドが無くなったとなれば、海賊達にとっても勢力拡大のチャンスだ。だがやはりどのギルドも小こ粒つぶで、勢力を拡大するといっても限界がある。その中で一番可能性があるのは……」

「第一候補はタラントか？　だが奴やつはコントロールが難しいぞ」

「今回の件で守蛇怪の価値は更に高くなった。現存するダイダロスの予備艦とパーツ、そして製造プラントを渡す故ゆえ、早急に守蛇怪を端たん末まつ頭脳体とセットで引き渡すように言って来おった」

「ほう！　それはいい」

「それと奴が追加でもう一つ条件を付けて来た」

「ん？　面めん倒どう事ではあるまいな？」

「なあに。罪人を一人引き渡せという話だ」

「罪人？　捕つかまえておる、奴の仲間でも引き渡せと言うのか？」

「この男だ」

「こいつは!?」

　その男の写真モニターを見た幹部達は顔色を変えた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　さすがに守蛇怪を量産されては厄介だぞ！」

「心配はいらん。結局、あれは人の手で造られた物だ。皇家の船以上に厄介な物では無かろう？」

「製作者さえ分かれば、技術は手に入るし、こちらで量産も可能という訳か」

「奴の性格からして、量産はせんだろう。ダイダロスが良い例だ」

　ダイダロスは量産型の艦かん船せんであるにも拘かかわらず、稼か働どうしているのはタラントの使う一艦のみだ。

「ましてや今回は皇家の船が一いつ緒しよだったというしな。強力な船ではあるが、恐おそれ過ぎる必要はあるまい」

「どちらにしろこの男にかけられた罪状は軍関係のモノだ。少々刑けい期きをいじろうとも問題にはなるまい」

「ただし、美守には気取られぬよう気をつけねば面倒だ」

「ふむ……では状況が落ち着いたのを見計らい、守蛇怪を接収するとしよう」

　泰馬達の表情には満足げな笑えみが浮うかんでいた。




　宇宙空間を航行する運呼は、以前の強きよう烈れつな煌きらびやかさはないものの、それでもある程度の幸運は取とり戻もどしていた。その証しよう拠こに後方には奪うばったコンテナが、さながら大陸横断鉄道のように連結されている。

「フハハハ！　この調子で稼かせいで稼いで稼ぎまくるのだ！　ダ・ルマーギルド再建費用はいくらあっても困らんからな！」

「いよっ！　将来のダ・ルマーギルド総帥！」

「フッ、バカを言うな……私はただ、お得意さまのため最大の努力をしているだけだ。いつの日か社長を取り戻し、憎にっくき山田西南を倒たおすその日まで、私の戦いに休息はないのだ！」

　静竜は勢いよく立ち上がると、メインモニターに向かってポーズを決めた。

「……ところでこれだけやっているのに、何故なぜ守蛇怪は一向に現れんのだ？　全くけしからん、職務怠たい慢まんではないか！」

「おそらく、こちらの幸運度が以前程度に回復したせいだと思われます」

「なるほど。フッ……まだまだ戦士に休息は許されんという事か」

　静竜が腕うで組ぐみをして背もたれに寄り掛かかった時、

「レーダーに感あり！」

　バリーが声を上げ、ブリッジに緊きん張ちようが走る。

「山田西南か!?」

「いえ、エネルギー質量比からすると貨物船です。いつもの事ですが、積み荷を満まん載さいしているようです」

「よし！　営業だ！」

　　　　×　×　×

「実はね……静竜殿どののお父様から、彼を取り戻すように依い頼らいされたの」

　守蛇怪内部のラウンジで瀬戸は西南達を前に話を切り出した。

「ダ・ルマーは潰つぶしたんですから、それは他ほかの人間にやらせませんか？」

　静竜の話だけに雨音は気乗りしない様子だ。

「取り戻すと言われても……確か天てん南なん先生は、ダ・ルマーに出向したという形になっていたのですよね？　それなら直接、天南家から連れん絡らくは取れないのですか？　帰って来いと言えば、素す直なおに従いそうな気もしますけど」

「それがねぇ、何でも契けい約やく期間中に呼び戻すと、違い約やく金きんを払はらう事になってるらしいの」

「そ、それを惜おしんで……ですか」

　さすがに全員、呆あきれ顔だ。

「さすが天南家……」

「もともとダ・ルマーギルドとの商取引が目的だったのだけれど、その相手が潰れかかって利益が見込めないから出向させておく意味が無くなっちゃったのよね。だから逮たい捕ほという形で連れ戻そうという訳なの」

「金の切れ目が縁えんの切れ目、ってね」

　ネージュの言葉に瀬戸はこっくり頷うなずいた。

「それでＧＰを使ってただで取り戻そうって事ですね。……でも逮捕という事は……」

「ククッ……しばらく臭くさいメシ、って事っスね？」

　雨音は嬉うれしそうだ。

「今の幸こう運うん艦かんによる被ひ害がい額がくで計算すると、三十年程度になるそうよ」

「アハハハハ、そりゃいい！　是ぜ非ひとっ捕まえましょう！　抵てい抗こうしたら船ごと撃げき沈ちん出来ますしね」

「……気の毒に」

　雨音以外はおおむね静竜に同情的だ。嫌きらわれているが憎にくまれてはいないのだ。直接被害がなければ、遠目で見る分には面おも白しろいキャラだからだ。

「同情するだけ無む駄だよ。あのバカとあいつん家ちが蒔まいた種なんだから自業自得よ」

「しかし捕とらえると言っても、問題はダ・ルマー逮捕後、守蛇怪も幸運艦には遭そう遇ぐう出来ていないという事です。ダ・ルマーから入手したデータでの、シミュレーションによる遭遇日時は……」

　霧恋は手早く端末を操作し、データを算出する。

「……最長で４年２ヶ月後かと」

「４年？……ダイ・ダ・ルマーとも遭遇したローレライ西南がねぇ。なんちゅうツキ具合だ」

「最短は、もちろん次に出撃した時だけれどね」

「もっと早く、確実に捕ほ獲かくする必要があるわ。そ・こ・で……」

　瀬戸は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。いかにもロクでもない事を考えている目だ。

「向こうからこちらに来てもらおうと思っているの」

　　　　×　×　×

「艦長、倉庫整理担当から連絡です。さっき営業したすべての積み荷に、艦長宛あてのメールが添てん付ぷされているらしいんですが」

「何？」

「同様の物が、他の海かい賊ぞくからも転送されて来ています。精密スキャンの結果、危険物ではないとの事ですが……どうしますか？」

「ふぅむ……？　わかった、こちらに回してくれ」

　不思議そうに首をひねる静竜がそう言うと、すぐにかなり大きなケースが転送されて来た。中にはメールがギッシリと詰つまっている。

「随ずい分ぶん多いな……？」

　ケースの中から一通を手に取ると、そこには筆文字で『果たし状』と書かれていた。

「こっ、これはっ！」







　アカデミー太陽系、その外周リングの一つに、そのイベント会場は日夜ぶっ通しの突とつ貫かんで建設されていた。

　いくつもある外周リングでは一番新しく造られている物なので、まだ殆ほとんど使用されていない更さら地ちだ。競技会場のベースとなる中型の汎はん用ようユニットを設置し、多種多様の建設機器が作業を行っている。建物としては常設を目的とした物では無く、いわば移動式のテント小屋のような物だ。

「さすがね」

　会場設営のコントロール室から様子を見ている瀬戸は満足げだ。他にもアイリや美守もその場に居合わせ、作業の進しん捗ちよく状じよう況きようを視察している。そして何と瀬戸の隣となりに居るのはレセプシーの総支配人エクシト・レ・セプシーだった。

「まさかたった三日程ほどで、会場設計から設営まで終わるなんて思わなかったわ」

「私共にとっては、ごく日常的な事でございます故ゆえ。それよりも此こ度たびは運営まで任せていただいてありがとうございます」

「まあ餅もちは餅屋。貸し切りの相手を潰しちゃったお詫わびも込こめてね」

「その代わりに私共でも滅めつ多たに見られない、素晴らしい一大イベントが拝見出来ました。唯ゆい一いつ心残りなのは、もっと多くのお客様に、ライブでご覧になっていただきたかった事でしょうか」

「私もそちらの映像を見せて貰もらったけれど、見事な記録映像だわ。あれだけで十分お金が取れる代しろ物ものよ。本当は少しの間公表を避さけて貰いたかったんだけれど……」

　瀬戸が一番懸け念ねんしてるのは、光こう鷹おう翼よくの物質変化までの一連のシーンである。この部分だけでも色々な問題の火種となるのだ。

　まずは皇おう家けの船の運用問題。瑞輝は新しく皇家の船となった樹きだが、まだ一いつ般ぱんに公開されていない。つまり表向きは無許可で航行戦せん闘とうを行った事になる。そして六枚の光鷹翼は皇家の船がもう一隻せき在あったという事だ。それが守蛇怪が創つくり出したと知られれば、そちらも色々な問題を生み出す火種となる。守蛇怪の『ガイ・ヴォルグ』等々の異能力も同様である。

「ホホホ。とは言え、目撃者も大勢居ますし、レセプシーのお客の撮とった映像もネットで流れちゃってますからねぇ。今更隠かくしようがありませんよ。他の哲てつ学がく士にも色々な所から内密に検証依頼が来ているそうです」

「アイリちゃんだと誤ご魔ま化かされると思ったのかしら？　とにかく今はダ・ルマーギルドの大量捕ほ縛ばくでお祭り状態だから、銀河連盟もしばらくは表立っては動かないでしょうけど、他にも餌えさは必要ねぇ……ダイ・ダ・ルマーの調査を急がせなきゃ」

「一応、こちらで記録した原板は貸し出し厳禁としています……!?」

　と、その時エクシトは呼び出しのコールに気付いてモニターを起動した。

『西南様がお見えです』

　その言葉に、エクシトは瀬戸の方を見、瀬戸は小さく肯うなずいた。

「ではお通ししてくれ」

『はい』

　　　　×　×　×

「ようこそおいで下さいました。皆みな様さまとは二度目でございますが、以前は通信上でしたので改めてご挨あい拶さつさせていただきます。レセプシーの舞貴妃と申します。どうぞお見知りおきを」

　白一色の、まるでウエディングドレスのような服を着た舞貴妃が恭うやうやしく西南に一礼をした。

「あの……俺達、瀬戸様に呼ばれて来たんですが」

　二度目ではあるが映像と実物では段だん違ちがいだ。目の前の女性のオーラと艶えんに圧あつ倒とうされ、西南はようやくそれだけを口にした。

　西南の周りには途と轍てつもない美び貌ぼうを持つ者や強烈な個性を持つ者も多いが、それでも超ちよう一いち流りゆうの舞貴妃の雰ふん囲い気きはそれらに負けず劣おとらずだ。雨音が昼に玉ぎよく蓮れんが夜にその魅み力りよくの真価を発揮するように、舞貴妃も舞ぶ台たい上でより魅力を発揮する人間である為ため、ここでの彼女は魅力半減の状態だが、それでも西南を圧倒するだけの雰囲気は持っている。

「ええ、上でお待ちですよ。山田西南様のお噂うわさはかねがね、色々な方から聞かされております」

「海賊から……ですか？」

　西南への熱い視線を遮さえぎるように、霧恋は前に出た。

「ええ。銀河連盟だけではなく、簾れん座ざの海賊からも、ですわ」

　だが舞貴妃はケルベロス霧恋の威い圧あつにも平然としたものだ。そこは年上の貫かん禄ろくといった所である。

「簾座の!?」

「はい。もちろん山田西南様だけでなく、他の方々も存じ上げておりますよ。雨音カウナック様、ネージュ・ナ・メルマス様、リョーコ・バルタ様……今はエルマ様とお呼びした方がよろしいですか？」

「……そちらでお願いします」

「ではエルマ様……そして柾木・霧恋・樹雷様」

　舞貴妃はエルマに軽く会え釈しやくをすると、再び霧恋に顔を向けた。

「まだ皇族として正式発表はされていませんので」

「失礼……。あいにくと私は所用がございますので、ここより先は娘むすめに案内させます」

　舞貴妃の言葉で、後ろに控ひかえていた舞ま八やが西南達の前に歩み出て優ゆう雅がに一礼をした。

「舞まい姫ひめの舞八でございます」

　その優雅さと可か憐れんさはさすがに舞貴妃の娘だと感じさせるが、まだまだ舞貴妃の存在感には敵かなわない。

「では、私はこれにて失礼させていただきます」

「はっ、はい」

　西南達の視線は再び舞貴妃に吸い寄せられ、彼女の一挙手一投足に目を奪うばわれた。そしてそれは彼女がエントランスホールの奥に消えるまで続いたのである。

「驚おどろいた。本当に画えになる人ねぇ……まるで映画か何かの一シーンを見ていたみたい」

　さすがに雨音も認めざるを得ない、といった感じで溜ため息いきを吐ついた。もちろんそこに居る全員同じ意見だ。

「では中をご案内いたします、さあどうぞ」

「!?」

　全員の意識が舞貴妃から解放された一いつ瞬しゆんの隙すきを突つくように、舞八はごく自然に西南の腕うでに自分の腕を絡からめ歩き出した。

「…………」

　その仕草があまりに自然だった為、霧恋達は少しの間呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめていた。それこそまるで映画の一シーンを見る観客のような感じである。

「クッ！」

「何だかんだ言っても、あれもただモンじゃないよなぁ……」

　こめかみに青筋を立てた霧恋をなだめつつ、雨音達は西南と舞八の後を追った。

　　　　×　×　×
















　西南達の後をついて行く霧恋達は少し憮ぶ然ぜんとしていたものの、その姿があまりにも自然なので、そこに割り込むのを躊躇ためらっていた。

「なあ霧恋……あれをどう思う？」

「ど、どうって言われても……」

「玉蓮さんなら、こういう時の勘かんは鋭するどいのだけれど……」

「……ああ、なるほど」

　それまで黙だまっていたネージュがポンッと手を叩たたく。

「何が『なるほど』なんだ？」

「自然な感じがするのって、彼女、何となく雰囲気が霧恋さんと似ているからだわ」

「……あっ」

　全員がその一言で理由を理解した。一人、霧恋だけはちょっと違う解かい釈しやくだ。

（……お母さんに似てる）

　容姿は全然違うが、霧恋には舞八が西南と寄り添そう、若い頃ころの月つき湖こに感じられていたのである。

　　　　×　×　×

　西南達は舞八に案内され、瀬戸達の居るＶＩＰルームへとやって来た。

「わざわざご苦労様。……で、どうかしら、会場の様子は？」

「はあ……これがたった三日で、というのには驚きましたが……」

「さあ西南様、上から見ると分かり易やすいですよ」

　舞八は西南と腕を組んだままで窓まど際ぎわへと引っ張って行く。だが瀬戸はそれに付いて行こうとした霧恋達を、軽く手を上げ無言で止めた。

「……これは一体どういう事なのでしょうか？」

「実はね……」

　と、瀬戸はこれまでの経けい緯いと意図をかいつまんで説明した。

「……じゃあ、あのバカを連れ戻もどす為だけにここまで？」

「静竜君はああいう性格でしょ？　舞台は派手な方がいいと思ってね」

「それ以前にホントに来るのでしょうか？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶよ。絶対にすっ飛んでくるから」

　断言する瀬戸に、それでも疑問を感じる霧恋達は雨音の方を見た。

　　　　×　×　×

　運呼のブリッジでは転送されて来た果たし状を読んでいる静竜が、怒いかりにわなわなと震ふるえていた。

「それで？　なんて書いてあるんだ？」

「……ダ・ルマー社長の命が惜おしければ、運呼一艦かんでやって来て、その上で私に山田西南と一対一で決けつ闘とうしろと言ってきたのだ！」

　静竜は怒りをぶつけるように椅い子すを蹴け飛とばした。

「人質を取るとは、山田西南！　なんと卑ひ劣れつなっ！」

　　　　×　×　×

「確かにあのバカなら間ま違ちがいなく来るわよ、ケッケッケ」

　雨音は確信した顔で肯いた。

「……まあ、雨音がそう言うのなら来るのでしょうけれど……」

　いくら嫌きらいでも、仮にも幼おさな馴な染じみを陥おとしいれる話に、ノリノリの雨音に霧恋達は少々困こん惑わく気味だ。

「でも瀬戸様、それって脅きよう迫はくですよ。一応、私達はＧＰなんですから……」

　仮にもＧＰは法の番人だ。

「ホッホッホ！　もちろん、アカデミーが誇ほこる科学の粋すいを集めた、卑ひ怯きよう極きわまりない罠わなも用意してあるわよ」

「笑え顔がおで言わないでください！」

「まるでこちらが悪党みたいね」

　さすがにネージュも困惑顔だ。

「善悪なんて立ち位置によって変わるものよ。どちらにしろ海かい賊ぞく側にとってこちらは敵、悪なんだから、出て来やすいように思いっきり悪役を演じてあげるのが親切ってものでしょう？」

「そうそう。その通り」

　瀬戸とアイリと雨音は罪悪感のカケラもなくケラケラ笑ってる。さすがに美守はＧＰアカデミー校長という立場から、瀬戸達の意見に同調する事は出来ないので聞かないフリである。

「確かに、相手の性格を考えれば来やすい口実ではありますけど……」

「親切……というのはどうなのでしょうね」

　とにかくここまでお膳ぜん立だてが揃そろっているのなら止められない───苦く笑しよう顔の霧恋達を残し、瀬戸は窓の外を見ている西南に近付き、

「と、いうわけで」

　ポンッと西南の肩かたに両手を置いた。

「聞いていたわよね？　西南殿どの」

「……な、何の事でしょう？」

　もちろん西南も、これで誤ご魔ま化かせるとは思っていないし、決闘を回かい避ひ出来るなどとは思ってはいない。ただこの状じよう況きようを納なつ得とくするのに時間がかかっているのだ。

　ど派手で大規模な決闘場に、悪役バリバリの脅迫状。ＧＰアカデミーの学生としては受け容いれ難がたい状況だ。他人を不幸に巻き込む人間としては、ことさら正義を気取るつもりは無いものの、ただでさえ迷めい惑わくな存在なのに、悪役として見せ物にされるのは御ご免めんこうむりたい。

「まあＧＰの舟ふな幽ゆう霊れい、ローレライ西南と言えば海賊最大の敵だし、しかもあのバカが目の仇かたきにする地球人……。これ以上の適任者は考えられないわね」

「でも相手は天南先生でしょう？　性格はともかく実力は一枚上だわ」

「そうですよ。いくらなんでも、何か対策を立てないと……」

「……あの、それ以前に決闘という方法を止めてくれると有り難いんですが」

　霧恋達にまで、決闘が不ふ可か避ひであるような言い方をされ、さすがに西南も反論した。だが霧恋達は、それ以外の方法は無い、とばかりに西南から視線を逸そらした。

「そんな……」

　霧恋にまで見捨てられ、西南はそれこそ『溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ』気持ちで隣となりに居る舞八を見た……が、

「西南様。あのような大おお舞ぶ台たいに立てるチャンスは、望んでもなかなか巡めぐって来るものではありませんよ♡」

　考えてみれば舞八はこのイベントを主しゆ催さいする側の人間だ。藁のように水に浮うかんでいる物では無い。

「…………」

「大丈夫。素す敵てきな教官を用意してあるから」

　無言の西南の肩に、瀬戸はニンマリとポンと手を置いた。

　　　　×　×　×

「行ってらっしゃ[image: ～][image: ～]い♡」

　瀬戸達に笑顔で見送られ、西南は呆然としたまま、兼かね光みつに襟えり元もとを取られ引きずられて行った。

「……ドナドナが似合いそうな感じだな」

　雨音の言葉に、霧恋達は小さく肯うなずいた。と、西南が見えなくなったところで瀬戸は手を振ふるのを止やめ霧恋達の方を向いた。

「と、いう事でせっかくの世紀の対決なんだから、霧恋ちゃん達も招待したい人が居るならリストアップしてちょうだい。既すでに前売り券も完売状態だから、招待人数は限られるけれどね」

「完売って!?　西南ちゃんの決闘を見せ物にして、お金まで取るんですかぁ!?」

「あら、収益はちゃんと全額チャリティーに寄付するわよ」

「そういう問題じゃありません！」

「……最強の幸運対、最強の不運……宣伝としては申し分ありませんわ」

　舞八は満面の笑みで言った。

「貴女あなたも何をシレッと言ってるのよ！」

「静竜様の怒りを昇しよう華かさせる為ためにも、お客様の盛り上がりは必要な事だと思います」

　霧恋に嚙かみつかれても舞八は平然と反論した。それ以前に、舞八とは初対面にも拘かかわらず、まるで長く付き合いのある親しい者同士のようなやり取りだ。

「うん……それは言えるな」

「雨音までけしかけるような言い方は止めなさいっ！」

「あのバカをこちらに引き戻せば、幸こう運うん艦かんを封ふうじ込める事にもなるし、そうなりゃ福にも無理をさせなくて済む、だから霧恋も止めなかったんだろ？」

　病やみ上がりだった上、初めてのユニゾンでの一大戦せん闘とうを経験した福はダイ・ダ・ルマー戦の後、珀はく蓮れん達に付つき添われて検査入院をしていた。

「それはそうだけど。面おも白しろがるのは止めなさいって言ってるの！」




「おのれっクソッ！　おのれっクソッ！　おのれっクソッ！　おのれっクソッ！」

　静竜は転送されて来た、うずたかく積まれた大量の果たし状を、せっせとダストシュートに放ほうり込んでいた。

「……まぁ、言うまでもないだろうけど、こいつはミエミエの罠だぞ」

　コマチの冷ややかな言葉も聞こえないかのように、静竜は親の敵かたきでもとるような感じで一心不乱に作業に没ぼつ頭とうしている。

「おのれっ！　おのれっ！　おのれっ！　山田西南ぁ！　卑怯者めっ！」

　静竜が棄すてても棄てても、後から後からまるで椀わん子こ蕎麦そばのように次々と決闘状が転送されて来る。

「……瀬戸の奴やつ、一体どれだけ仕込んだんだ？　ったく、それにしてもコイツの性格も分かり易やす過ぎだからな」

　そうこうしている内に、さすがに決闘状の数も少なくなり、ついには最後の一枚を残すのみとなった。

「ハッハッハ！　これで最後だ山田西南っ！」

　静竜は最後の一枚を勝ち誇ったようにダストシュートへと放り込もうとした。

「……で、行くのか？」

「当然だ！」

「だが、もう事実上、ダ・ルマーギルドは崩ほう壊かい。お前の出向理由のギルドとの商取引は大おお幅はばに縮小……或あるいは消しよう滅めつしたに等しい。もう向こうに帰ったらどうだ？」

「確かにビジネスとして考えるのなら、或いは帰るという判断をしただろうな。だがこれは男のプライドの問題だ！　卑劣な山田西南に正義の鉄てつ槌ついを下し、社長を助ける！　何より俺はこの艦の艦長だ！　運呼ある限り、俺の在ある場所はここなのだっ！」

「……分かった。それで決闘の日時は？」

「そんなものは……あっ!?」

　ハッと気付いた時には、場所や日時を書いた最後の決闘状はダストシュートの中へと投げられた後だった。反射的に手を伸のばした静竜はその勢いのままダストシュートへと飛び込んで行ったのであった。

「……あのバカ」

　コマチは脱だつ力りよくしたように机に頰ほお杖づえを付いた。静竜がゴミ分別され、燃えないゴミの中から発見されたのは三十分後であった。








６「博ひろ司しの昔語り」









「そうかい、ようやく人の身体からだをねぇ。そいつはめでたいじゃないか」

　ライレーザはそう言うと何度も大きく肯いた。だが美み希きの父、博司は少し寂さびしそうに家の居間を見回している。

「博司君」

　ライレーザは横にいる博司を肘ひじで突つっついた。

「えっ？……ああっ！　いやいや……おめでとう。良かった良かった」

　横目で軽く睨にらんでいるライレーザと、不安げに見つめるキルシェに気付き、博司は慌あわてて笑え顔がおを見せた。

「何かお気に障さわるような事を言ったのでしょうか？」

　父親ともめた経験のあるキルシェは、博司を不ふ機き嫌げんにさせたのではないかと不安だったのだ。

「本当に何でもないんだ。ただ、ここはいろいろと研究者にとっては面白い場所だったからね。それが無くなるのはちょっと寂しいなって、思っただけなんだ。でも君が肉体を持つ過程を見られるんだから、そちらの方が興味深いよ」

「フム……博司君の娘むすめさんとの比ひ較かくデータなんて、値あたい千金だ」

「そういえば、美希さんの行方ゆくえは分かったのですか？」

「それが……まだなんだ。プロテクトは早い段階で解除出来たんだけどね」

「それだって博司君が居なきゃ解けない、オリジナルプログラムだったんだえ。さもなきゃ、それすらまだ外せなかっただろうさね」

「プロテクトの解除は出来たのに、どうして美希さんの居場所が分からないのです？」

「更さらに何かのパスワードとの組み合わせで座標が分かる仕組みなんだ。恐おそらく何らかの数字を入れるようなんだけど……だからこそ、どんな数字を入れても意味が通るモノになってしまうんだよ」

「ではそのパス数字が……」

「考え得る数値はいろいろと試ためしたんだけどね……あの子の誕生日からスリーサイズとか……あっ」

　博司は軽けい蔑べつの眼まな差ざしで睨んでいる女性二人に気付いた。

「いやいやいやいや！　ＧＰアカデミーの身体検査のデータにあったんですよ！　私がそれをこっそり測ったとかして知っていた訳では無いんですよぉ！」

「そうだったのですか……よかった」

「ふむ。測らずとも娘さんの成長を知った訳だ」

　ライレーザとキルシェの表情が緩ゆるむ。それに油断したのか、

「意外と立派なのには驚おどろいちゃったけど……ハハハ」

　博司は余計な一言を口走った。

「……あっ」

　女性二人が再び表情を険しくしたのに気付いた時には、既に手て遅おくれだった。

　　　　×　×　×

「そういう訳でですね。導き出された数値の、どれもまだ確証が得られないんです」

　床ゆかに正座させられた博司は、上うわ目め遣づかいで二人のご機き嫌げんを窺うかがうように喋しやべっていた。

「一割程ほどは完全に違ちがうと確かく認にんされたんですが、残りはまだ調査中なんですよね。ただタラントとその関係者の行動範はん囲いやら目もく撃げき情報の条件で絞しぼり込んで、可能性が低いだろうと考えられるものを省けば、かなり数は除外出来るんですが……」

「それでも博司君は、今分かっている座標の中には正解が無い……そう思っているのだろう？」

　ライレーザの問いに博司は無言のままだ。

「そうですか……」

　自分が居たせいで美希がＮＢからはじき出された事を、いまだに負い目に思っているキルシェは悲しげだ。

「いやいや、でもそれは僕の勘かん違ちがいかもしれないし、候補の中から見つかる可能性も無くなった訳じゃないんですからね。それにいろいろと煮に詰つまっちゃってた頭も、キルシェちゃんのニュースで、パッと晴れたような感じがするんだよ」

「ふむ、良いニュースというのはいい気分転てん換かんになるからねぇ」

　落ち込むキルシェに博司とライレーザは努めて明るく言った。

「とにかくこの件に関しては、樹じゆ雷らいも全面的なバックアップをしてくれるのだから、後は博司君次し第だいだ。だからキルシェちゃんは西せい南な君の事を考えていればいいんだよ」

「はい。ありがとうございます」

　キルシェも努めて明るくそう言った。

　　　　×　×　×

　キルシェ宅からの帰り道、博司は何度も後ろを振ふり返り振り返り、キルシェの家を見つめていた。

「……まるで娘を嫁よめに出す父親のようだよ。博司君」

「えっ!?」

　ライレーザの言葉に博司は顔を赤らめ、そして悲しげな表情となった。キルシェの姿に娘、美希を重ねている事は間違いない。しかもその相手も同じ西南とくれば、複雑さは倍増だ。

「これから私の家で飲まないかえ？　もちろんリアルの方でさ」

「えっ？　いや、でも……仕事をしなきゃ……」

「そんな状態では身も入らないし、ロクな結果も出やしないよ。ほらっ！　さっさと付いておいでな」

　ライレーザは博司の腕うでを摑つかむと強引に引っ張りだした。

　　　　×　×　×

「いやっ、ちょっと、待ちたまえ！　今はまだ仕事中なんだよね」

「天てん女によ君、博司君は今日は早退だ、後をお願いするよ」

　現実世界に戻もどったライレーザは博司の居るアイリの研究所を強きよう襲しゆう、呆あつ気けにとられる天女達の前で博司を攫さらうように連れて行った。

「連れて行かれちゃったねぇ……」

「連れて行かれちゃったわね」

　珀はく嶺りようと天女はそう言って顔を見合わせると、小さく噴ふき出し、満面の笑みを浮うかべつつ仕事へと戻った。アイリの行動に慣れている職員達もライレーザの乱入に少々驚いてはいたが、それでも嵐あらしが通り過ぎれば何事も無かったかのように、いつもの日常に戻ったのである。

　転送ゲートを抜ぬけ、駐ちゆう車しや場じように置いてあるオープン型の車に博司を力強く放ほうり込んだライレーザは、それでも優ゆう雅がな身のこなしで運転席に座って発進させた。

「あ、あの……ライレーザ君？」

「博司君はどんな酒が好きなんだえ？」

「えっ？」

「宅では人に貰もらった時に飲む程度だから、特にストックはしていないんだよ」

「それだったら無理に飲まなくても……」

「飲まなきゃ話せない事もあるだろう？　お互たがいにさ」

「……お互いに？」

　博司の問いに、ライレーザは急に乱暴にハンドルを切ると、近場のスーパーの駐車場へと入って行った。

　スーパーの飲料専門のフロアへ上がったライレーザは、大量に並ぶお酒の前を素通りして、一直線に高級酒を扱あつかうコーナーへと向かった。そこは専門のアドバイザーが常駐している場所だ。

「ちょっとぉ、ライレーザ君？」

　博司の声は少し戸と惑まどい気味だ。

　アイリの研究所に勤め始め、今までとは段違いの収入がある現在ですら、はっきり言って一番安い物でも一生、買う事も飲む事も無いであろう代しろ物ものが並んでいる場所だ。

「私のおごりだ。安心したまえ」

　ライレーザはそう言うと、そこに居たアドバイザーと二言三言会話をした。そして勧すすめられるままに時間凍とう結けつ庫に並べられている高級品を、それこそバーゲン品でも買うかのように無造作に十本程選んで行った。

「ええっ!?　本気ですかぁ？」

　その暴挙とも言える行こう為いは、博司より遥はるかに高給取りのライレーザですら少々行き過ぎの感がある。

「じゃあ、行くわよ」

　だがライレーザはさして気にする様子も無く、満足したような表情すら浮かべて支し払はらいを済ませたのだった。

　　　　×　×　×

　ライレーザの車は海岸を通る中央道からそれ、ゲートをくぐって私道へと進んだ。そしてその前方にあるトンネルへと入って行ったのだ。

「……こいつは転送ゲート？」

　一いつ瞬しゆんの違い和わ感かんの後、博司はトンネルの外がい壁へき形状が変わった事に気付いた。そして少し進むとズラリと十数台の高級車が並ぶ地下駐車場へと出たのである。

「ねえライレーザ君、転送して貰ってもよかったんじゃないかい？」

　博司はそう言いつつ、後部座席に置かれた酒さか瓶びんの入った密みつ封ぷうケースを持ち上げた。重量軽減の浮ふ上じよう器きがあるので、重さは感じないし手て荒あらに扱おうが破損する事など無いが、その中に入っている酒の値段を考えると緊きん張ちようする。

「転送すると酒の味が悪くなるからねぇ」

「あのね」

　それは酒飲みの一種の都市伝説だ。転送程度で酒の味が変わるなら人間を転送など出来はしないし、現にトンネル内で車ごと転送されている。自分で持ち帰るのは一種の儀ぎ式しきのようなものだ。プレゼントを買って貰った子供がそれをしっかり抱かかえて持ち帰るような、気分を盛り上げる為ための行為なのである。

「さあどうぞ」

　博司の生体認証登録を終え、スッと開いたエレベーターのドアをくぐり、ライレーザと博司は中へと入って行く。エレベーター内は車の二台位は優に入れそうな広さで、天てん井じようも高い。内装も整えられ、エレベーター内というより待合室のようだ。そして動き始めたエレベーターは途と中ちゆうの階に止まる事無く、一気に最上階へと向かった。

「ペントハウスか……さすがは高給取りだね」

「全部私の家だ。他ほかの階は研究施し設せつやら倉庫だよ」

「えっ？　じゃ、じゃあ駐車場にあった高そうな車は……」

「欲ほしいのなら一台持って行くかい？　名義は私のままでいいからさ」

「と、とんでもない！　あんな高級車なんて怖こわくて運転出来ないよ。僕は中古で十分」

　高級車になんか乗ったら、今抱えているお酒のケースと同じく、冷静に運転出来る自信が無い。そして車にかかる税金を気き遣づかわれた事に情けなさを感じたのも、提案を断った理由の一つだ。

「うおっ!?」

　最上階に着き、エレベーターのドアが開いて先まず目に飛び込んで来たのは、古い本と独特の匂においだ。辛かろうじて床が大理石と板張りに分かれてるのが玄げん関かんだと思わせる部分だが、それ以外はいきなり図書館にでも入り込んだような、そんな感じだ。壁かべ中じゆうが本ほん棚だなと展示ケースになっていて、そこに古い本が綺き麗れいに並べられ、表紙や中の挿さし絵えが美しい物はそれが見えるようにケースに展示してライティングされていた。

「……凄すごい本の量だね」

　この時代、本がデータ化されているのは当たり前、中央データバンクにアクセスすれば、銀河連盟に所属する全すべての国の本が、何処どこからでも読む事が可能だ。もちろんデータをダウンロードすれば、宇宙の何処に居ても読む事が出来る。それこそ自身の記き憶おくメモリーにデータを入れれば、本を読む必要すら無いのだ。

　ただそれではデータとして持っているだけで、知識として身につかない。いわば辞書を持っているだけのようなものだ。記憶にはあるが他の情報との結び付き、リンクが無いのである。もちろんある程度の情報同士のリンクを自動で行う事は出来るが、それを自身の使いやすいようにカスタマイズをしないと咄とつ嗟さの時などに使えない。いわば『身につかない』のである。結局、速読という形であろうとも、一度自身の目を通さないと本当の意味での知識とはならないのだ。

　その時に、一番、己おのれの身になる方法が本という形で手に取り、ページをめくりながら読んで行くという方法だ。読む（視覚）、触さわる（触しよつ覚かく）、本の匂い（嗅きゆう覚かく）、ページをめくる音（聴ちよう覚かく）等、出来るだけ多くの五感を使う形での読書が、一番効果的なのである。

　だからほぼ全ての人間は、子供の時に情操教育の一いつ環かんとして、一度は本を手に取った読書をするのだ。あくまで主流はデータ視し聴ちようの読書だが、殆ほとんどの人間が本形式のモニターを一つは持っているし、どの新作でも装そう丁ていデータが添てん付ぷされているので、気に入った本は立体化する事も出来るのである。そしてオリジナルの古書は貴重な骨こつ董とう品でもあり、ライレーザのようにコレクションやインテリアを兼かねる者も多い。そしてここにある本だけでも一財産だ。

「博司君、ケースはここに」

　本だらけの博物館のような廊ろう下か沿いに進むと、右手にあるキッチンへの出入り口へと入って行く。家の規模からすると小さいが、普ふ通つうに家族規模で使うのなら十分な広さのキッチンだ。ライレーザに言われた中央にある作業台の上へケースを置くと、そのまま飲み込まれるように台の中へ入って行った。買って来た食材を自動で選別、適切な環かん境きようで保存してくれる貯蔵庫だ。分量などのリストも作成されるので買い忘れや使い残し等の心配も無い。もちろん調理も自動で出来るので、設定さえすれば買い物から調理まで一いつ切さい何もする必要は無い。時間になれば出来たての料理が食べられる。

　だが自分自身で買い物をして調理する者は意外と多い。それは生物にとって食というのは、生きる為の大きなウェイトを占しめる欲よつ求きゆうだからだ。それをただ出て来た物を食べるだけでは、生物としての活力が低下する。特に地球人より遥かに長命な宇宙の者達にとっては、精神の成人病とも言える深刻な精神老化問題を引き起こす事があるのだ。先さき程ほどライレーザがお酒を買って運んできたのと同じ、買い物して来てそれを調理するというのは、食に対する意識を再確かく認にんする行為なのである。

「少し手伝ってくれるかえ？」

　エプロンをしながらライレーザは手慣れた様子で調理を始めた。

「そ、そりゃもちろんです」

　高価なお酒を飲む対価を少しでも払はらっておかなければ、素す直なおにそれを楽しめなくなりそうだ。それにエプロン姿のライレーザに見み惚とれ、目が離はなせない。

　　　　×　×　×

「……これは絶景だ」

　料理の準備を終え、博司はライレーザに先導されてリビングへとやって来た。そこも他と変わらず周りを本に囲まれていたが、博司の対面にはまるで巨きよ大だいな映画のスクリーンのような窓が在あり、そこからは深しん山ざん幽ゆう谷こくというに相応ふさわしい景色が広がっていた。木々の葉は美しく紅葉し始め、河は滔とう々とうと流れ、ゆっくりと本を読み耽ふけるのにはピッタリだ。

「四季のある場所か……いいね」

「春は雪ゆき霞がすみ、夏は深緑、秋は紅葉、冬は雪景色。世せ俗ぞくを離れてじっくりと物思いに耽るには良い場所だよ」

　ライレーザはそう言うと中央にある掘ほり炬ご燵たつ式のテーブルに座った。他にも小さな書しよ斎さいのような机、ゆったりとしたソファーにフカフカの毛皮の絨じゆう毯たんとクッション───姿勢を正して座ったり、ゆったりと座ったり、時として寝ね転ころがったりと、気分によって色々な形で本を読むのであろう、そんな場所があちらこちらに点在していた。

「さて、先ずは乾かん杯ぱいしようじゃないかえ」

　ライレーザは背の低い水みず屋や簞だん笥すに似た移動式の浮ふ遊ゆう食庫から、先程作ったつまみや酒をテーブルの上に並べ、先ずはシャンパンのような発はつ泡ぽう酒しゆをグラスに注いだ。

「そ、そうだね」

　その一いつ杯ぱいがどれだけの値段がするのかは考えない。差し出されたグラスを取り軽くライレーザのグラスに合わせる。

　チンッ、っとガラスの涼すずやかな音色が響ひびく。博司は緊張を和やわらげようと、グイッと一息で飲み干した。

「……どうだえ？」

「…………う[image: ～][image: ～]ん……この手の高級酒は飲んだ事がないのでよく分からん。意外と渋しぶみがあるのがビックリするけど……」

「アカデミーの合成技術も凝こっているからねぇ、良い物は安い酒でもかなりおいしいらしいし、値段分の差があるかというと、まあ一種、自己満足の世界さね。ただ趣しゆ味みの人間に言わせると、高価な酒は作り手のポリシーや愛情といったモノを感じるそうだよ」

「なるほどねぇ……プロトタイプと大量生産品との違ちがいのようなモノか。確かにそういう考えで味わってみると、いつも飲む酒は口当たりが良くてフラットな、誰だれにでも好かれるような感じだけど、こいつはちょっとクセがあるよねぇ」

　ライレーザに注つがれた酒を今度はゆっくりと味わうように飲む。

「でも、うん！　美味おいしいのは確かだ」

「そいつは何より。さあ、今日はとことん飲もうじゃないか」

　　　　×　×　×

「美味しい料理とうまい酒。綺麗な景色に美女付きとなると、この世の天国だねぇ。この後、怖いお兄さんが出て来て目玉が飛び出る位の料金を取られやしないかと、それが心配だよ、ハハハハ」

　酔よいも回って緊張が抜ぬけた博司はご機き嫌げんだ。

「ふむ……では、対価として博司君の話を聞きたいねぇ」

「わ、私の……ですか？」

「アカデミーに来てからの事でいいよ」

「いやぁ、いろいろと落ちこぼれた人間の話なんて、ライレーザ君が聞いて面おも白しろいとは思えないけど……」

「その落ちこぼれ君が、アストラルを持つ人工知能を生み出したんだから、興味を持つなと言う方が無理だよ。キルシェちゃんの父親も目立たないごく普通の技術者だしね」

　ライレーザはそう言いながら、新しいお酒を取り出した。それは酒を飲まない人間でも知っている、超ちよう高級有名酒だ。

「次はこれを開けようと思うんだけど……どうだい？」

　酔って上気した表情で酒瓶を胸むな元もとに抱だき締しめるよう艶つやっぽく言うライレーザに、博司は大きく肯うなずいた。

「聞いたはいいけれど、後になって面白くなかったから、というのは無しだよ？」

「うん」

　ライレーザは嬉うれしそうに肯くと封ふうを切った。

　　　　×　×　×

「私が最初に入ったのは『総合科』だ。これでも奨しよう学がく金が貰もらえてね、家出同然で国から出て来たんだ」

「ほう！」

『総合科』というのはアカデミー最さい高こう峰ほう『哲てつ学がく科』を目指す者達の入る、いわば基き礎そ学科、予備校のようなものだ。ここに入学する者は年に数万人にも及およぶが、それでも入学を許されるのは高い資質を持つ者のみだ。

「でも地方で秀しゆう才さいでもアカデミーではただの人、それが奨学金を貰えちゃったもんだから勘かん違ちがいしちゃったんだな。まあ何とか最初の一年は頑がん張ばったんだけど、二年目からは進級ギリギリ、三年目で落ちこぼれさ」

　総合科は二十年の修学期間があり、それを卒業出来て初めて哲学科への進学が可能となる。もちろん総合科をスキップしてすぐに入学出来る真の天才もいれば、二十年以上掛かけて卒業する秀才もいる。ダメ元で直接、哲学科へ受験する者も多い。

「それでもそこから他の学科に進む者も多いだろう？　というより総合科から他の科に進んで名を成す人間は多い。もともと総合科に入れる人間は他の学科なら入試免めん除じよだからねぇ、何処の学科からも歓かん迎げいされる筈はずだ」

　他の学科に興味を持つ者もいるし、自分の力不足を感じて勉強をやり直す者もいる。若くして哲学士になれる超天才などほんの一部、多くは数百年、時には人生の大半を掛けてそこに到とう達たつするのだ。だからあくまで二十年は一つの目安、二年に進学出来たのなら、たとえ何年総合科から離れていても、その時点への復帰は可能なのだ。

「私は駄だ目めだった人間の代表だよ。自うぬ惚ぼれていた鼻っ柱を見事にへし折られて、だけどプライドは高いから、落第した事実を認められなくてね……で、ついには奨学金審しん査さ調査で問題在ありの烙らく印いんを押されて……」

　博司はグラスに注がれている琥こ珀はく色いろの酒を感かん慨がい深ぶかく見つめた。

「……それでもアカデミーにしがみつこうと生活費を稼かせぐ日々さ」

「まあよく聞く話ではあるね」

「でもさ、やっぱり総合科の奨学金授受経験ってのが災いしたんだよねぇ。人に頭を下げるのが出来なかったんだ。結局、悪い連中の仲間になって……というより使い捨ての下したっ端ぱだったな」

「ふむ……『人間狩がり』かい？」

「私が使われていた組織は完全な非合法、一番タチの悪い部類でね。それを知った時には遅おそかった。逃にげればどんな目に遭あわされるか分からないし、逃げたとしてもそこに居たと知られれば破は滅めつだ。何より金も良かったから、結局ずるずると、ね」

　本来、人間狩りは新入生の歓迎の儀ぎ式しき的な側面があるが、博司の居た組織は海かい賊ぞくや外部の非合法組織とも繫つながりのある、犯罪下部組織だ。被ひ害がい者しやは良くて弱みを握にぎられたまま解放、泣なき寝ね入いり。最悪はそのまま行方ゆくえ不明となる。

「月つき湖こさんと……その旦だん那なになるヤツ、健けん・ラライバ・シュタインベックと出会ったのもその頃ころだった……」

「シュタインベックって……娘むすめさんの？」

「………うん」

　博司はそこで話を止めた。その先を話そうか戸と惑まどっているようだ。ライレーザは半分無くなっているグラスに酒を足した。

「…………」

　博司はそれを見て意を決したように一気に呷あおった。

「月湖さんは私とは違う学部だったが、彼女は近きん隣りん一帯のアイドル的な存在でね……アカデミー本星中央ではそれなりに知られた存在だった。もちろん私も知っていたし憧あこがれてもいた。そしてあいつ……健は学生自治会員でね。私が人間狩りをやっている関係で、いわば取り締まる側と取り締まられる関係だったのさ」

「宿敵同士って訳だ」

「そんな上等なものじゃないよ。私ぁ所しよ詮せん、小悪党でしかない。駆く除じよされる害虫みたいなものさ」

「それがどういう縁えんで友人同士になったんだえ？」

「あいつは私が総合科出身で、体てい良く使いっ走りにされていると知って、何度も連中と手を切るように忠告してくれていたんだ。ライレーザ君と同じに、他ほかの科に行く事を勧すすめてくれもした。嬉しかったけれど、でももう手て遅おくれだとも思っていた」

「自分の意思ではなかなか抜け出せないものだからねぇ……組織もそうさせないようにしてもいるだろうし」

「うん……。そんなある時、人間狩りの標的に月湖さんが選ばれてね」

「正まさ木き霧きり恋こ君の母君か……あの器量なら、そうなのだろうね。……で？」

「でもその時ばかりは悩なやんだし、あいつのお節せつ介かいを本当に感謝した。あいつがそれまで親身に忠告してくれていなければ、月湖さんを攫さらう事を悩みもしなかっただろうからね」

　博司は震ふるえる手で酒を呷った。

「私もいい加減、その状じよう況きようを終わりにしたかった。だから学生自治会に第三者を装よそおって情報を流したんだ」

「そのまま博司君も組織の一員として捕つかまって終わりに、ってかい？」

「……私なりの格好付けだったんだ」

　そう言うと博司の緊きん張ちようの表情が緩ゆるんだ。情け無さそうな表情にも見える。

「だったんだけれど……情けない事に、そんな私のセンチな想おもいなんて、所詮自己満足だったんだよねぇ」

　博司は恥はずかしそうにライレーザを見た。

「？」

「健は私が思う以上に優ゆう秀しゆうで、ＧＰと連れん携けいして既すでに組織の内ない偵ていを進めていたんだ。月湖さんの誘ゆう拐かいも、私の第三者を装った密告も、全部あいつは知っていたんだ」

「おやまあ……彼の掌てのひらの上だったわけだ」

　ライレーザも苦く笑しようしながら博司のグラスに酒を注いだ。

「組織は壊かい滅めつ、その組織の上の連中も軒のき並なみ逮たい捕ほされたそうだ。私はあいつの口くち添ぞえがあって、軽い刑けいで済んだんだけど、やはり複雑な気分だったよ。その上、月湖さんに命の恩人って事で挨あい拶さつに来られた時には、本当に恥ずかしくて逃げ出したい気分だった」

「そりゃ、よほど図ずう々ずうしくなきゃそうだろうねぇ。ましてやその縁を利用して口説くなんてのは、博司君には無理だろうからねぇ」

「……月湖さんにまた、一人で自己完結してって言われそうだけれど、事件の事が無かったとしても、私には告白なんて出来なかっただろうね。でも幸いだったのは、加害者と被害者とそれを防ごうとした者同士だったけど、私ら三人は妙みように気が合ってね。それ以来、親しい友達付き合いをしてもらっていたよ。まあ当然の流れだったけど、あいつと月湖さんは程ほどなくして付き合い始め、そして数年後、霧恋ちゃんが生まれた……」

　博司は酒のグラスを揺ゆらし、揺れる液体を見つめつつ昔を思い出しているようだ。

「本当に幸せそうだった。私もそれを見ているだけで幸せだったよ……」

「旦那さんは、どうして？」

　ライレーザの問いに博司は表情を曇くもらせた。

「……あいつの所属していた部会が長期間の研究旅行に出て、その先で船が事故に遭った……となっている」

「なっている？」

「詳くわしい原因は不明なんだ。行方不明者の中にはアカデミーの教授クラスが数名居たし、総合科の生徒も居たので大規模な捜そう索さく隊が編成されてね。それでも船が見つかったのは半年後だった」

「船が見つかったのなら原因も分かるのではないのかえ？」

「見つかった時は十メートル程の圧縮状態だったそうだ」

「!?」

　その異様な状況にライレーザも息を吞のんだ。

「誰だれかの攻こう撃げき、自然現象、可能性のある原因は幾いくつかあるが、特定には至らなかった。分かったのはあいつが死んだという事だけだ」

「船のレコーダーも、そういう状況では殆ほとんど情報は得られなさそうだね」

「ただ、その宙域でかなり強い時空震が発生した事だけは確かなようだ」

「!?……誰かの意図だとしたら、逆に特定は難しいね」

　それだけの力がある者の代表は皇おう家けの船だ。しかし皇家の船は全ぜん艦かん、位置が特定されている為ため、アリバイはある。それを意図的に隠かくそうとするなら、樹雷国家レベルの隠いん蔽ぺいを暴あばく事を意味する。もちろんそれは殆ど不可能だ。そういう意味で考えれば、哲学士ならいざ知らず、亡なくなったのは一いつ般ぱん人ランクに分類される者達なのだ。

「月湖さんは事故だと思うようにしているらしかった。霧恋ちゃんが大きくなって、自分の父親が誰かに殺されたなんて言いたくはなかったんだろう。……もっともアカデミーに来た以上、霧恋ちゃんがその事件を調べている可能性はあるけどね」

「子供の頃に知るのと、大人になってからでは違ちがうさ。雨あま音ね嬢じようちゃんから聞く霧恋さんというのは、そういった意味での影は無いようだしね」

「私もその点は安心している」

「では、そろそろ博司君の話に戻もどそうじゃないか」

　ライレーザは新しい酒を取り出すと封を切った。そして新しいグラスにそれを注ついで博司の前に置いた。

「人間狩りでとっ捕まった後は何をしていたんだえ？」

「私の方は一年のボランティア活動の後、色々な人の口添えもあって総合科の用務員になれてね……教授の助手をしながら色々な経験が出来たのが大きかったよ」

「ふむ。総合科の教授なら、各ジャンルのエキスパート揃ぞろいだからねぇ。それに確か、Ｂランクの研究資料も自由に閲えつ覧らん出来るんだろう？」

　もともと哲学士というのは、独立した各研究を結び付け、新たな創造発展へと繫げたりその使用の倫りん理りを司つかさどるのが主目的の学部だ。だから哲学士はアカデミーにいる研究者のありとあらゆる研究資料を閲覧出来る権利を持つ。研究者もアカデミーに在ざい籍せきする限り、研究資料を中央のサーバーに上げる義務を持つのだ。もちろんそれは研究の権利申告にもなっている。

「ああ、何とか生活も学業も安定して来て、それから数年は本当に楽しかったよ……だけど、そんな矢先にあの事故だ」

「弱みにつけ込むなんて事が博司君に出来るとは思えないけれど、それでも月湖さんを慰なぐさめる事は出来たのではないかえ？　そうすれば……」

「彼女には大勢、頼たよれる友人が居たからね。それに……その頃には既に、私には美希が居た。まあどの面つら下げて、って事だよ」

「なかなかうまく行かないねぇ……」

「縁が無かったんだよ」

　苦笑する博司を慰めるかのようにライレーザはお酒を注いだ。

「それにしても、美希ちゃんの生体はどうしたんだえ？　アストラルの事を公表していたのならいざ知らず、秘密裏りにとなると結構かかったんじゃないのかえ？」

「いや……それがね。ここだけの話、人間狩りで連中から貰もらった金が殆ど手付かずだったんだ」

「えっ？」

「使うのが怖こわかったんだよねぇ……。いっそパッと使ってしまおうかとも思った事もあったんだけど、小心者だったんだよ。そいつを全部使ってしまったら、身も心も連中の仲間になってしまいそうに思えたし、もしあわよくばお金を返したら……なんて思ってさ。まあそれでも一割程は生活費に消えたけど……」

「クックック！　そういう所は博司君らしいね。それで？」

「刑期を終え解放されてからは、どこかに寄付をしようかとも思ったんだけど、でも美希の為だったら、使っても良いんじゃないかってね……で、幸か不幸か組織に使われていた縁で、秘密裏にそういった生体を造ってくれる知り合いは居たから、僕の細さい胞ぼうと月湖さんの写真を見せて遺伝子を組んでもらったんだ」

「月湖さんの髪かみの毛や、微び細さい細さい胞ぼうくらいは手に入ったんじゃないのかえ？」

「そこまでしたら本当に終わりだよ。そうでなくても負い目がいっぱいあるのに……月湖さんの写真を見せるのだって随ずい分ぶん悩なやんだんだからね！」

　半分は酒のせいだが、博司の顔は真っ赤だ。

「だいたいそんな事をしたら、遺伝的な母親が誰かってすぐバレちゃうじゃないか！」

「ふむ……では美希ちゃんには母親の事について、どう説明してたんだえ？」

「……あまり話はしていないんだ。事故で死んだ事にして、孤こ児じで親しん戚せきも居ない、写真や映像も残していない、生年月日も知らないってね。人物の特定が出来そうな情報は全部教えていないんだ。まあアカデミーに来る学生には、結構多い話だからね」

「美希ちゃんって、学校の成績もトップクラスだし、キルシェちゃんに渡わたしたデータの組み方からも、かなり利発そうな子だよね？　小さな頃ころならともかく、大きくなってからは誤ご魔ま化かせなかったんじゃないのかえ？」

「そうなんだよ。学生名めい簿ぼとか調べられてね、いろいろ問い詰つめられちゃって……実は昔起こした事件が知られて逃げられちゃったって事にしたんだ」

「昔の事件って、人間狩がりのかえ？」

「事件の調書や概がい要ようはデータとして残っているからね。さすがにそれを聞いてショックだったみたいで、逃にげられたって話を信じてくれたんだ」

「そりゃ……そうだろうねぇ」

「私の方もそれが半分事実のような気分になっていてね。哲てつ学がく科に入って見直して貰えればきっと帰って来るって感じに……」

「西南君を実験材料にしようと、あの事件をやらかした訳かえ？……やれやれ、悲劇から一転喜劇だね。もう少しうまい誤魔化しようもあったんじゃないのかえ？」

「その時にはそれしか思い浮うかばなかったんだよ……。でもそのおかげで母親の事は聞かなくなったけどね。私が母親の事を言うと怒おこるし、もう忘れろ、とか言うし……」

「やれやれ……噓うそを重ねるって、恐おそろしいねぇ」

「ハハハハ……駄だ目めな親父おやじの面めん倒どうを見るのに必死って、感じだったよ……」

「……博司君に言われちゃ気の毒だ」

　さすがにライレーザは頭を抱かかえている。

「まあ今いま更さらだから、いいけどねぇ……でも美希ちゃんが小さな時は、母親を恋こいしがって大変だったんじゃないかえ？」

「そう、だね……」

　博司はその時の事を思い出し、しんみりと肩かたを落とした。

「そんな時は鏡に美希の姿を映して『君はお母さんとよく似ているから』って言ってね。それから美希は鏡に話しかけていたよ……」

「ふむ……では第一の噓を知るまで、美希ちゃんの知る母親というのは自分の姿と命日だけという訳だ」

「……えっ？　命日？」

　博司は驚いたようにライレーザを見た。

「生年月日は知らないって事には出来ても、死んだ日を知らないってのは無理があるんじゃないかえ？　それともそれも教えてないのかい？」

「いや……教えた。そうだよ、教えたんだ！」

　博司は愕がく然ぜんとした表情で震ふるえ出した。

「月湖さんが地球に帰った日を、最後に会った日を、命日だって……美希に聞かれて言ったんだ！」

「おいおい、どうしたんだえ？」

「私はなんてバカだったんだ！　美希にとって一番重要で一番腹の立って、恐らくもう一つの意味を持つ日がなんだか忘れてたんだ！」

「ん!?　もしかして……」

　ライレーザがその意味に気付いたと同時に、博司はモニターを立ち上げ、ほぼ毎日、それを見ながら悩なやんでいた、美希が残したメールを起動した。そして博司が教えた月湖と最後に会った日、美希に母の命日で居なくなったと教えた日を入力した。すると……、

　───お父さん……。

　座標の数字と共に、美希の記録映像が起動した。

「……美希、やっぱり」

　久しぶりに見る美希の姿に、博司は今にも泣き出しそうだ。

　───時間が無いから一言だけ、

　博司は肯うなずきながら美希を見つめる。

　───帰ったら本当の事を聞かせてもらうわよ！

「!?」

　美希の表情は、迫はく力りよくのある、それはそれはもう本当に怖い顔だった。博司だけでなくライレーザも酔よいがすっ飛びそうになった程ほどだ。美希は自身がピノッキオだと知った時、父に教えられた母についてが、全すべて噓だと知ったのだろう。それでも博司の教えた母の命日とされた日が、何らかの意味を持つモノだと感じ、それをパスワードとしたのだ。

「ご、ごめん美希！」

　博司はライレーザの後ろに隠れ、土下座しながら謝っている。これがいつものこの親子の風景なのであろう。だが先程まで博司や美希の生い立ちを聞いてきたせいか、美希の目に不安が混じっているのに気付いた。

（考えてみれば、それも道理だ）

　タラントに襲おそわれ凄せい惨さんな現場を目もく撃げきし、自身もまた捕とらわれ、人ではない事実を知った十代の少女が、それでも気力を振ふり絞しぼり生き抜ぬこうとしているのだ。そしてそれを博司に悟さとられないようにしてる。

「可愛かわいい子じゃないか」

　恐らく博司が母親の命日とした日の事を忘れていたのも、父親にその事を忘れさせようと必死だった成果なのだろう。そして博司にしても、月湖の事よりも何よりも、美希が生き甲が斐いとなっていたのだ。
















（本当、可愛らしい親子だねぇ）

　ライレーザの心には、もっと近くでこの親子を見ていたい気持ちが溢あふれていた。そしてその想おもいを伝えようと心に決めた。しかしその前に……。

「ほら博司君。早くこの事を天女君達に知らせないとね」

　ライレーザは美希の映像の前で、まだこめつきバッタのように土下座をしている博司の襟えりを摑つかんでそう言ったのである。








７「兼かね光みつ騒そう動どう記き」









「……良い天気だなぁ」

　アカデミー本星の古い公園で兼光は目を閉じて芝生しばふに寝ねっ転がっていた。西せい南なは不安げに、隣となりの兼光に恐る恐る尋たずねた。

「……あのぉ、剣けんの特訓とか、しなくていいんですか？」

「……こんな短期間で教えられることも、身に付くことも、ましてやこれを覚えれば大逆転間ま違ちがいなしの奥おう義ぎなど、都合のいいものなど在ある筈はずないだろう」

「それはそうなんですが……」

「西南殿どの。戦いにおいて、一番の敵は自分だ。己おのれに克かつ。よく言われる事だが、その当たり前のことが実は勝利への一番の近道なんだよ。緊きん張ちようや恐きよう怖ふ心しん、迷いも実力を何分の一にも落としてしまう」

「なるほど」

　それこそ当たり前の事だが、兼光のような達人が言うと説得力が段だん違ちがいだ。

「だからといって平常心があれば勝てる訳じゃないけどな。最後は実力だ」

「……身も蓋ふたもありませんね」

「だから日ひ頃ごろの積み重ねが重要なんだ。今更ジタバタしてもどうしようもない。とりあえず、のんびりしようや」

　兼光は寝返りを打ち、背中を向けた。

「……いいんですか？　瀬せ戸と様に怒られません？」

「クックック。俺がどういう行動をとるかくらい、あのクソババアならお見通しだ。まあクソババアなりのお節せつ介かいって所だ」

「えっ？」

「魅み影かげの事で二人で話があるだろうって配はい慮りよさ」

「あっ……」

　西南と兼光の間に、少々気まずい……というよりお互たがいに遠えん慮りよした困こん惑わくの空気が流れたのである。

「……それにしても、ここは昔と変わりないな」

「昔？」

「子供の頃、アカデミーへ留学した時期があってな。ここでよく昼寝をしたもんさ」

「ええっ!?　そうだったんですか」

「アカデミーはもともと樹じゆ雷らいの皇おう立りつアカデミーが源流だからな。結構留学する者も多いんだ。あの頃は遥よう照しようやアイリも、てんでガキだったよ」

「遥照って……天てん地ち先せん輩ぱいのお祖父じいさんが？」

「あいつはちょっとばかり大人になっちまったが、アイリは昔からあんな感じでな……というより図ずう体たいはでかくなったが、行動の幼よう稚ちっぽさは全然変わらん！」

　いろいろとロクでもない思い出があるのだろう。兼光はアイリに関かかわった者がする、嫌いやそうな表情で言った。

「……はあ、なるほど」

「そういや西南殿、最初にアカデミーに来た時、あいつに案内させろって言われなかったか？」

「ああ、そういえば……取って置きの場所を一ヶ月コースで案内するとかなんとか言われましたが……」

「やっぱりな。あいつの場合は普ふ通つうに回れば数年はかかる所を、一ヶ月だからな。大変だったろう？」

「ははは……そうですね」

　お互いの間にある緊張が薄うすらいだのを見計らい、兼光は身体からだを勢いよく起こした。

「さて！　さっさと魅影についての話にケリを着けよう」

「は、はい」

　西南はその場に正座した。

「俺としては魅影の将来はなるようにしかならんと思っている。あの子が西南殿と一いつ緒しよになりたいと言うのであれば反対はしないし、俺自身、西南殿の事を気に入っている。ただ一つ気に入らないのは、夕ゆう咲ざきを含ふくめた周りのクソババア共のやり口だ。まあ、娘むすめってのはいつか父親から距きよ離りを置くようになるのは仕方のない事だと分かっているが、少なくともそれまでは……う[image: ～][image: ～]ん、ちょっと表現が難しいな……」

　兼光は少し考え込んだが、すぐに顔を上げ、

「俺だけの娘で居て欲しい、というところだ」

　兼光は一気にそう言うと、ホッとしたように大きく息を吐はいた。

「俺も魅影ちゃんには普通に育って欲しいと思っています。許嫁いいなずけ認にん定ていされた事には正直戸と惑まどっていますけど、嬉うれしい気持ちもあります。俺って、この確率の偏かたよりのせいで、そういった将来が無いものだと思っていましたから……」

「多少は受け入れる気にはなったという訳か？」

「はあ……まあ、ようやく……少し位ならそういうワガママを考えても良いのかな？　って思うようになったような……」

「クックック……。お互いに気持ちの整理が着くにはまだ時間がかかるという事だな。さて！　スッキリした所で腹が減ったな。メシでも行こうか」

　兼光は晴れ晴れとした表情で立ち上がった。

　　　　×　×　×

「やっぱりアカデミーに来たらここだよなぁ……実に懐なつかしい」

　兼光と西南はナーシスのテラスで『鷲羽わしゆうの毛穴』の絶景を見つつ食事をしていた。ちなみに今の時間帯にアイリは居ない。

「うん。あの頃ころと味もメニューも変わらないというのはいいもんだ。アイリが店を継ついでどうなったかと心配だったが……まあ考えてみれば、この味を変えようなど、あのカーサ女将おかみや常連連中が許すはずもないし、アイリも気に入っていたからな」

「……俺、初めて来た時に、知らないで『おばちゃん』って声をかけてえらい目に遭あいました」

　あくまで雨あま音ねの策略ではあったが……。

「クックック。そりゃ災難だったな。廊ろう下かに立たされるか、始末書でも書かされたか？」

「書き取り百回です」

「ハハッ、それで済んだんなら軽い方だ。さあどんどん食え！　何もしなくていいと言ってもメシは重要だ。エネルギーの補給だけでなく、ストレスや欲よつ求きゆう不ふ満まんの解消にもなるからな」

「は、はあ」

　だが西南の皿は、ほとんど手がついていない。

「……まだ不安、か？」

　もちろんそれは静せい竜りようとの決けつ闘とうの方だ。

「そりゃあ……」

「一応、剣けん術じゆつの基本は習ったんだろ？　だったら、どんな型もそのバリエーションでしかない。そして、勝負を決めるのはたった一いち撃げき！」

　兼光は勢いよく肉をフォークで刺さした。

「……ショーならともかく、実戦、ましてや決闘なんてのは地味なものさ、熟練された基本と基本のぶつけ合いだ」

「…………」

「それでも不安なら、船同士での戦いだと思えばいい。剣の戦いでこそないが、西南殿の経験した実戦の数は、半はん端ぱじゃない」

「そんなの、関係ありませんよ。船に護まもられてるし、他ほかのみんなだっているし……」

「それは相手だって同じさ。だいたい西南殿は夕咲とだって決闘したんだぞ。静竜という男がどの程度の技量を持つのかは知らんが、あいつより上という事は有り得ん」

　もっとも夕咲は手加減をしていたが、静竜は本気で来るだろう。

「……でもいろいろと周りの人達も巻き込む羽目になっちゃいました」

「……ああ、なるほど。西南殿の不安はそちらの事か」

　百万人規模の、しかも突とつ貫かん工事で造られた大会場だ。夕咲の決闘の時は、見物人全員が高度の訓練された樹雷闘とう士しだったが、今回は殆ほとんどが一いつ般ぱん人だ。もし何かあったらと思うと不安なのだ。

「なんだか随ずい分ぶん派手な事になってるのが心配で……。静竜先生も俺の悪運に巻き込まれていろいろと面めん倒どうな事になった訳ですから」

「そこら辺はアイリやクソババアを信じるしかないな。まあ西南殿の事は熟知しているのだからそこら辺の対処はしているだろう。それにこの決闘を見に来るような物好き連中もその手のトラブルは想定しているさ。何と言ってもここはアカデミーなんだからな」

　兼光は『鷲羽の毛穴』を見ながら言った。この巨きよ大だいな暴走跡あとが示すように、アカデミーは怪あやしげな実験の傷きず跡あとだらけ。何が起こるか分からない場所なのである。




「美み守かみ先生、兼光様にお任せすれば間違いないとは思うのですが……私達も何か対策を考えた方がいいのではないでしょうか？」

　闘技場の事務室で事務処理を手伝いつつ、霧きり恋こは瀬戸に聞こえないように小声で美守に話しかけた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。妥だ当とうな判断ですもの」

「妥当、ですか？」

「瀬戸様に一番合わない形容詞ッスね」

「瀬戸様や兼光様を信じていない訳ではありませんが、何か手段を講じた方が……」

「ホホホ。そんな風に、周りがオタオタしたら、西南君も余計プレッシャーを感じてしまうわよ」

「……それは、そうかもしれませんが……」

「それにしても遅おそいわね、静竜殿どの。作戦が失敗するわけないんだけれど……霧恋ちゃん何か情報は入っている？」

　黙だまってしまう霧恋達を見ながら、瀬戸は少しわざとらしく声を上げた。

「あっ、いえ……まだ何もありません。果たし状付きの荷物は間ま違ちがいなく奪うばわれている筈はずなのですが……」

　端たん末まつに向かっていた霧恋は慌あわてて瀬戸の方を見て言った。そんな会話をしたせいなのかは分からないが、タイミング良く瀬戸宛あてのコールが表示された。

「!?　瀬戸様に通信です！」

「……私に？」

　瀬戸は自分に回されたコールサインを見て、そのまま事務所のメインスクリーンに映像を映し出した。

『……やっとつかまった』

　そこに映し出されたのは困り顔のコマチだ。

「あらあら、珍めずらしい。何かご用？」

『じ、実はだな……』

　コマチは顔を赤らめ、恥はずかしそうに話し始めた。

　　　　×　×　×

『……というわけで、決闘の日時も場所も確認する前に燃やしちまってな……』

　コマチから事の成り行きを聞いた瀬戸達は啞あ然ぜんとしたままだ。コマチの後ろの方にはバツが悪そうに隠かくれている静竜の姿がチラリと見えている。

『……すまんが、教えてくれないか』







　アカデミー本星の繁はん華か街がいでは恒こう例れいの、夜の乱らん痴ち気き騒さわぎが始まっていた。

「うむ、懐かしい……俺の時代と全く変わらん。やはり学生はこうでなくてはな」

　兼光は浮うき浮きと西南を引き摺ずるように、何やらいかがわしい裏通りに入って行く。

「かっ、兼光様！　一体どこへ行くんですか？」

　その空気を機き敏びんに感じ取り、西南は立ち止まる。

「夜の遊びと言えば酒と女だろ？」

「えぇっ？　俺はまだ未成年ですよ！」

「いいか西南殿」

　兼光はグイッと顔を近付けた。何だかんだと言いつつ、瀬戸やアイリとは長い付き合いだ。朱しゆに交われば赤くなる───瀬戸達と同じ、ロクでもない事を考えている目だ。

「西南殿は既すでに働いて自身で生活出来る金を稼かせいでいる。更さらに人にはマネの出来ない大きな仕事もこなしているのだぞ。樹雷での認識なら十分に大人なんだ。誰だれにも文句は言わさないさ。アッハッハッハッハ！」

「誰に文句は言わせないのでしょうか？　兼光おじさま」

　豪ごう快かいに笑っていた兼光は、その声に顔色を変えて振ふり向いた。そしてその視線先にいたのは……、

「み、水みな穂ほ……どうしてここが？」

　にこやかだが、その奥には恐おそろしいまでの威い圧あつを秘めた眼まな差ざしで兼光を見る水穂の姿であった。

「瀬戸様が西南君に変な遊びを教えないよう、十分、釘くぎを刺しとくようにって」

「し、しかしだな、西南殿の為ためにはだな……」

　しどろもどろで言い訳をする兼光は、母親に悪さを見つけられた子供のようだ。何をどう言い訳しようとも水穂が説得される筈はない。

「夕咲様に知られたら、しばらく魅影ちゃんに触さわらせて貰もらえなくなりますよ」

「うっ……」

　魅影の名を出され、さすがに観念したのか、兼光はガックリと肩かたを落とした。兼光には気の毒だが、西南は小さく安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「ははは。男同士の時間を邪じや魔まされたのは気の毒だが、でもさすがに山やま田だ西南君には早過ぎると思うよ」

　と、水穂の後ろから一組の男女が近付いて来た。

「こっ！　これは一かず樹き様、阿あ麻ま芽め様！　気がつきませんで……」

　兼光はサッと直立不動の体勢を取り、緊きん張ちようした面おも持もちで言った。男女の服装からＧＰ関係者、それもかなり偉えらい人だと気付いた西南はサッと敬礼をした。

「まあ未み遂すいだったようですから、夕咲様には黙っていて差し上げます。兼光おじさま」

「そ、それは……助かるよ。……せ、西南殿。こちらは阿あ主ず沙さ様の御ご両親だ」

　兼光は冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら二人の横に立ち、西南に紹しよう介かいをした。

「四よつ加が一樹です。よろしく西南君」

「妻の阿麻芽です。宅の子達がいろいろと迷めい惑わくをかけてごめんなさいね」

「いえっ、こちらこそ皆みなさんにはご迷惑をおかけしています」

　西南は今度は最敬礼の姿勢を取った。一樹は威い厳げんがあると言うより、穏おだやかな優やさしい人の印象で、それは地球の柾まさ木きと正まさ木きの人達に共通する雰ふん囲い気きだ。そして阿麻芽は凜りんとした強さを感じ、こちらは樹雷の人間に共通の、武を思わせるものだ。なるほどその雰囲気からこの二人が阿主沙の両親というのは納なつ得とく出来る。

「西南君に霧恋さん。阿主沙も新しい家族が出来たと喜んでいたよ。これからもよろしくお願いするよ」

「はい！」

「せっかくの機会だから、もう少しゆっくりと話をしたい所だが、ちょっと所用があってね。これで失礼するよ」

「兼光さん。おいたは程ほど々ほどにね」

　にこやかだが阿麻芽の内包した威いは凄すさまじい。まさに格が違うといった感じだ。

「そ、それはもちろん！」

　兼光はヘビに睨にらまれたカエルのように冷や汗を流しつつ、直立不動の体勢のまま水穂達を見送った。そして三人の姿が見えなくなった途と端たん、大きく息を吐はき、脱だつ力りよくするように建物の壁かべにもたれ掛かかったのである。

　　　　×　×　×

　歓かん楽らく街から離はなれ、巨大なスパ施し設せつへと移動した兼光と西南は、日本の銭せん湯とうに似た全すべて木で造られたお風ふ呂ろに入っていた。まだ早いこの時間帯には客が少なく、この風呂には他に客がいない為、二人の貸し切りのような感じだ。

「……しまらん終わりになってしまったなァ。水穂だけならまだしも阿麻芽様に見つかるなんてなぁ……」

「…………」

「もしかしてさっきのご夫妻の事が気になるか？」

　無言の西南をチラッと見て、兼光は尋たずねた。

「えっ？　いえ……ちょっと不思議だなとは……」

「なに、大した事じゃない。阿麻芽様が一般人の一樹様と結けつ婚こんする為に、皇族を辞やめただけの事さ」

「それは大した事だと思うんですが……」

「柾木家にはよくある事だからさ。……どういうわけか、柾木家ってのは皇族を面倒に思う奴やつが多くてな。樹雷初しよ代だい皇おうの妹いもうと御ごを初め、家をおん出た奴がいっぱいいるのさ。……遥照もそうだしな」

「それで皇族を辞めてＧＰに、ですか？」

　そこまで不思議という訳でもないが、ＧＰは世せ二に我わ系の組織だ。そこに樹雷の皇族だった人が居るという事に少々違い和わ感かんを覚えたのだ。

「一樹様はもともとＧＰ隊員だったんだ。で、樹雷のＧＰ出張所に赴ふ任にんして来てな」

「それでも一般の人が、皇族と知り合うきっかけなんてあるんですか？」

「西南殿が夕咲とやった試ためしの儀ぎだよ。阿麻芽様はやんちゃだったからな。街の若い連中と連つるんでいろいろとな」

「……ああ、なるほど」

　西南は一樹と阿麻芽がどういう形で出会い、そして結ばれたのか朧おぼろ気げながら理解出来たような気がした。

「そういう訳で阿主沙様は樹雷生まれでは無いんだが、さっきも言ったように柾木家というのは皇族としての血筋を守ろうという気が無いのが多いから、直系の柾木家が絶えそうになってな、だけど一樹様を皇族にする事は出来ないから、クソババアが阿主沙様を皇族として迎むかえる事にしたんだが………クックック」

　兼光はそこまで言うと、急に笑い出した。阿主沙の樹雷帰き還かん歓かん迎げいパレードでの『リボン事件』と『クソババア』発言を思い出したのだ。

「？」

「ああ、悪い悪い。それで普ふ通つうだったらそのまま一皇族としてひっそり生きて行ったんだろうが、樹き選びの儀式で第一世代の樹に選ばれてな。強制的に樹雷皇即そく位いだよ」

「林りん檎ご様からも聞きましたが、第一世代に選ばれるのは本当に稀まれだって」

「決定打となったのは、最有力候補だったクソババアが樹雷皇になるのを辞退したからだがな」

「瀬戸様って！……樹雷皇候補だったんですか？」

「阿主沙様はまだお若かった事もあるから、望めば樹雷皇確実だっただろうって話だ。前樹雷皇も凄すごく残念がっていたそうだ……とはいえ、辞退したところで、樹雷で一番の権力者は間違いなくあのクソババアだ。阿主沙様も随ずい分ぶん力を付けては来たが、さすがにあれを超こえるにはもう少しかかるだろうしな。まあもっとも、その可能性があるってだけでも大したもんだがな」

「でも何故なぜ辞退したんでしょう？」

「さあな、あのクソババアの考える事なんか分からん。だがもしあのクソババアが樹雷皇になっていたら、阿主沙様ももう少し楽に生きられたのであろうがな」

「楽に……？」

「今でこそ名君と言われているが、阿主沙様も昔はいろいろとな……いきなり地球から初期文明人の娘むすめを連れて来て第一皇おう妃ひにするって宣言するわ、樹雷皇としての地じ盤ばんを固める為の第一皇妃候補だった美み砂き樹き様を第二皇妃にしてお父上の内うつ海つみ様と険悪になるわ、息子むすこの遥照はアイライの女と子供を作った挙げ句に行方ゆくえ不明になるわ、それを追いかけて娘二人も家出するわで、騒さわぎには事欠かなかったからな」

「それはまた……随分、波は瀾らん万ばん丈じようですね。でもアイライの女って……」

「アイリだよ。アイライというのはあいつの出身星の名だ。まあ詳くわしい事は自分で調べみるといい。要は面めん倒どうな女って事さ。だが……それでも結果的には苦労をした甲か斐いはあったのかな？」

　兼光は西南をジッと見てしみじみと言った。

「えっ？」

「フッ……図はからずもいろいろ蒔まいちまったトラブルの種が、いつの間にかでっかい実を付けつつあるんだからな」

　今では国民に慕したわれる名皇妃、船ふな穂ほ。アイリはアカデミーのトップであり、水穂は瀬戸の副官だ。地球には遥照が健在だし、その子孫は大きな勢力に育ちつつある。白はく眉び鷲羽に魎りよう呼こと魎りよう皇おう鬼き。阿あ重え霞かや砂さ沙さ美みもそこに居る。ノイケや今回皇族となった霧恋。そして兼光の目の前に居る西南もそうである。それらが全て結実すれば、柾木家は史上最大の威い勢せいを誇ほこる事になるかも知れないのだ。

「とにかく明日あしたの為にしっかりとメシを食って、ゆっくり休むとしよう」







　宇宙空間───アカデミーの太陽が星のように見える場所へと、運うん呼こはジャンプアウトして来た。

「あれが巌がん流りゆう島じまコロニーか」

　モニターに映し出された会場は、地球の和式トイレの形に似せてある。運呼に掛けた、まあちょっとしたアイリの発案による冗じよう談だんだが、静竜達はそんな事は知る由よしもない。

「レセプシーを確かく認にん。着ちやく艦かん許可が下りました」

「よし！　着艦しろ」

　あっと言う間に視界に入って来たレセプシーから誘ゆう導どうビーコンが発せられ、運呼はドックへと入って行った。

　　　　×　×　×

「……運呼クルーの諸君、私はこれから、決死の覚かく悟ごで社長を救出に出発する」

　静竜はブリッジに整列したクルー達を見回し、重々しく話し始めた。

「私が再び此こ処こに戻もどれるかどうか、それは誰にも分からん。だが諸君！　いかなる結果になろうとも、この運呼のクルーである事に誇りを持ち、冷静に判断、行動して欲しい」

　そして静竜は再びクルーを見回し、視線をアランに向けた。

「もし私が戻れない事態になった時には、レセプシーが運呼とお前達を安全な場所へと運んでくれる手て筈はずになっている。俺達が居ない間の責任者は……アラン！　お前だ」

「お、俺が!?」

　最近は主要な役職から外される事が多かったアランは、驚おどろいたように静竜を見た。

「頼たのむぞ」

「あ、ありがとうございます。必ずやこの大任を果たしてご覧に入れます！」

「泣くな。俺は必ず帰って来る！」

「はっ！　全員、静竜艦長とコマチ副長に、敬礼」

　ザッ！　と、アランの号令でクルーは静竜とコマチに敬礼した。

　　　　×　×　×

「おい、いいのかあいつに任せて？」

　連れん絡らく艇ていの操縦席に座り、発進準備をしながらコマチは隣となりの座席に座る静竜に尋ねた。

「時には大きな責任を与あたえるのも必要だ。もしこれで任務をやり遂とげられれば、一ひと皮かわ剝むけるだろう」

「意図は理解出来るが、それでも不安だ」

「レセプシーも監かん視ししてるし、首輪もある。無責任な事も出来まい」

「それは、そうだが……」

　敬礼に見送られ、小型艇は移動を始めた。

「頼むぞ、みんな。運呼の火を消すな！」

　運呼のデッキから射出される小型艇は、すぐさま短たん距きよ離りジャンプに入ったのである。

　　　　×　×　×

　ジャンプアウトを終え、静竜達は小型艇を指定の港へと接近させていた。

『ではその艦はこちらでお預かりいたしますが、返へん却きやくの条件は決けつ闘とうに勝った場合のみとなります。いかなる理由があろうとも、途と中ちゆうでの出航は認められません』

　対応に出たＧＰ隊員は静竜とも顔かお馴な染じみの男だった。しかし今は海かい賊ぞくとＧＰ、あくまで事務的な対応だ。

「分かった」

『では着陸を許可します』

　静竜の小型艦はビーコンに誘導され、港へと入って行った。そして専用に封ふう鎖さされた通路を通って会場近くのホテルへと向かったのである。

　　　　×　×　×

「なんだとっ!?　部屋が一つとはどういう事だ!?」

　豪ごう華かなホテルのロビーで静竜はホテルのフロントに怒ど鳴なった。

「この混雑で確保していた予備もふさがってしまいまして……お取りしてる部屋は二名様なら十分な広さでございますが」

「広さの事を言っているのでは無い！　男女の問題を言って……」

「他ほかに部屋はないのか？」

　コマチは顔を赤らめて、静竜を押し退のけるように割り込んだ。フロントという衆しゆう人じん環かん視しの中で男と女の関係論を声高に叫さけばれては恥はずかし過ぎる。

「生あい憎にくとこの近きん隣りん一帯の宿しゆく泊はく施し設せつはすべて満室でして」

「私は関係者だぞ！」

「遅おくれたら、関係者でも一いつ般ぱん列に並ぶのは常識ですよ。もう少し早くお越こしでしたら、一部屋位は何とかなりましたのですが、既すでに前日のチェックインを締しめ切った、この時間となりますと……」

　フロントから見える会場の周りには徹てつ夜や組の果てしない行列が出来ている。

「ええい、融ゆう通ずうのきかん奴め！」

「仕方ないだろ。私なら外で構わない」

「そういう訳にはいかん！　今夜は運呼に戻って、明日の朝一番で出直しだ」

「何言ってんだ。船は勝たなきゃ返却されないんだぞ」

「あっ！……くそっ！　では知り合いの所でも行くか……転送ゲートはどこにある？」

「あいにくと、お客様のＩＤではこの区域から外への転送は出来かねます。外への移動も制限されていまして……」

「何だとォ!?」

「ここに閉じ込められたという事だな。まあそれも当然か」

　既に明日は決闘開かい催さいだ。万が一にも逃とう亡ぼうや協力者とのコンタクトをしないよう、隔かく離りするのは当然の措そ置ちだ。

「とにかくお部屋にご案内いたします」

　いつまでもフロントで言い合っていても時間の無む駄だだ。それに従業員もこの騒ぎで忙いそがしい。とにかく苦情は部屋で聞こうというのだ。

「わかった。案内してくれ」

　注目を浴びているのに耐たえきれないコマチは、不満そうな静竜を引き摺ずるようにベルボーイの後に付いて歩き出した。




「あ[image: ～][image: ～]あ……」

　レセプシーの運呼ドックの見える休きゆう憩けい室では、アランがモニターに映るイベントの無料映像を見て溜ため息いきを吐ついていた。最初こそ張り切っていたものの、その緊きん張ちよう感かんも長続きせずに愚ぐ痴ちを言い始めていた。

「せっかくのレセプシーだっていうのに、ここでこうして居るだけなんて悲しい話だよなぁ……そう思わないか？」

「艦長からの指示待ちなんだから仕方ないだろう？」

「そうだぞ。信しん頼らいしてくれた艦長の為ためにも、しっかりと留守を守らなきゃな」

　バリーとコーンはうんざりとした顔だ。

「うるさいな！　そんな事は念を押されなくても分かってるよ。どっちにしろこの首輪がある限りは、これ以上あの船から離はなれられないんだからな。それよりそろそろ見回りの時間だ。二人で行って来い」

「アランはどうするんだ？」

「俺は責任者としてここから離れられないだろう？　ほれほれさっさと行け」

　アランの言葉に何かを言いかけたコーンをバリーが止めた。

「行こうぜ。あいつの愚痴を聞かされるよりマシだ」

　小声でそう言うと、そこにあった茶ちや菓が子しを一ひと摑つかみ持って部屋を出て行った。

「チッ、責任のない奴やつは気楽でいいぜ、ったくよ」

　一人になったアランが伸のびをしてソファーに深くもたれ掛かかった時、

「おやおや、ご機き嫌げんナナメねぇ」

　と、バニー姿のコンパニオンガールがバリー達が出て行ったのと反対側の、レセプシーに通じる入り口の、大きな観葉植物の陰かげから顔を出した。

「誰だれだ!?」

「せっかくの娯ご楽らくの殿でん堂どうレセプシー。だけど船の番をしなきゃならない貧びん乏ぼうくじを引いたお客様への、ちょっとしたサービスです♡」

　コンパニオンガールは少し扇せん情じよう的な踊おどりでアランに近付いた。

「へえ……へっへっへ」

　アランは鼻の下を伸ばしてコンパニオンガールの胸やお尻しりを凝ぎよう視しする。そして近付いて来たお尻に手を伸ばした。

「でも、お触さわりはダメ。私がサービスをするのはこちらよ」

　ペシッとアランの手を叩たたいたコンパニオンガールの後ろから、自じ動どう販はん売ばい機きに似たケースがやって来た。

「ウェルカム・サービス！　この中からどれでもお好きなものを一つ、サービスいたしま[image: ～][image: ～]す」

　自販機ケースにはお菓子や飲み物、普ふ通つうなら課金されるビデオプログラム等がいろいろと揃そろっていた。
















「結構豪華じゃないか……ん？　これは？」

　アランが目にしたのはスロットのマークだ。

「それはレセプシー最大のカジノ『レ・ロワイヤル』とリンクしたスロットマシンでございま[image: ～][image: ～]す。一回キリではありますが、当たればレートは超ちよう高額。お客様の運を試ためしてみますか？」

「あ……いや、他にも何があるんだ？」

　アランは強く心惹ひかれたものの、すぐに飛び付くのは良くないと考えた。

「……どれもこれもサービスとしては申し分ない物だけど……」

　殆ほとんどのサービスは、質は劣おとるが休憩室でも楽しめる物ばかりだった。アランの視線は知らず知らずにスロットへと向けられた。

「あれあれ。あれに見ゆるは、その名も高き幸こう運うん艦かん。その強力な運が後押ししてくれるかもしれませんよ」

　決めかねているアランを見て、コンパニオンガールはその背中を押した。

「なら……スロットをやってみちゃおうかなぁ[image: ～][image: ～]」

「はい♡　ではスロットスタート！」

　スロットが勢いよく回転し、アランは狙ねらい澄すまして、タン！　タン！　タン！　っと一つずつドラムを停止させて行く。

「おおっ！」

　なんと見事に絵が三枚揃い、ちょっとチープなファンファーレと共に、当選金額が表示されたのだ。

「すっ、凄すごいですお客様！　大当たりとは行きませんでしたが、このスロットで当たった最高金額ですぅ[image: ～][image: ～]」

　コンパニオンガールはその場にへたり込んだ。そしてそれはアランも同じだ。目の前に表示された金額は、アランの借金を少し超こえる額だったのだ。

「やっ……やった！　やった！　やったぞ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　アランは腰こしを抜ぬかしたまま、両拳こぶしを空に突つき上げて絶ぜつ叫きようした。

「あの船のおかげかしら？　本当に凄い御ご利り益やくですわ」

「………！」

　幸運艦を見たその時、アランの脳のう裏りには以前、静竜がレセプシーのカジノでバカツキをしていた光景が浮うかんでいた。

「これはもっと大もうけが出来るチャンス！」

　興奮して拳を握にぎるアランだったが、一つ重要な事を思い出した。

「……だめだ。俺はここから離れられないんだった！」

　運はある。タネ銭せんも出来た。だが首輪がある限り、幸運艦から離れる事は出来ないのである。アランは悔くやし涙なみだを流し、ギリギリと、それこそ歯が砕くだけるのでは？　と思う程ほど強く嚙かみ締めた。

「あら、それはお気の毒様。でも借金さえ返せば、首輪はすぐにでも外れますよ」

「何ッ！　それは本当か!?　本当なのか!?」

　アランは感激ついでにコンパニオンガールに抱だき付こうと近付く。彼女は余よ裕ゆうでその手をはたき落とす。

「ええ。その首輪なら、レセプシーでもお馴染みの物ですから間ま違ちがいありません。入金手続きならここからでも簡単に出来ますよ」

「おおっ！」

　その数分後、振ふり込み手続きをするとアランの首輪はあっさりと外れた。そして晴れて自由の身となったアランは、残ったタネ銭を握りしめ、レセプシー歓かん楽らくの地へとダイブしたのである。







　決けつ闘とう場前に並んでいる人々は、夜だというのにあちこちで盛り上がっていたが、静竜とコマチはその最さい後こう尾び付近で寒さに震ふるえていた。一度は部屋に行ってみたものの、そこはまるで新しん婚こんカップルが泊とまるような派手な部屋で、風ふ呂ろもトイレも仕切り無し、殆どどこぞのラブホテルのような感じだったのだ。

「……お、おのれ……山田西南め」

「だからお前だけでもホテルに戻もどれ。お前は明日あした戦う身なんだぞ」

「それはこちらのセリフだ。運呼艦長として部下をこんな場所に一人きりにする訳にはいかん！」

「私はとりあえず一枚だけだが防寒シートを持っている」

　コマチは衣い装しように携けい帯たいされている簡易サバイバルキットの中から薄うすっぺらい一人用の防寒シートを取り出した。

「だからお前はホテルに……」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　山田西南ごとき、この程度はハンデにもならん！」

「やれやれ強ごう情じようだな」

　　　　×　×　×

「あらあら、せっかく気を利きかせてあげたのにねえ」

　静竜達の様子をモニターしていたアイリは残念そうに溜息を吐いた。

「二人が良い雰ふん囲い気きだというのは、舞ま八やちゃんの勘かん違ちがいだったのかしらね？」

「ホホホホ、若い人は少々せっかちですからねぇ。それに静竜先生はああ見えても結構真ま面じ目めですから」

「その気になったら一直線。人の迷めい惑わくお構い無しなんだけどねぇ」

「或あるいはこれもハニートラップの一種ですから、危険を察したのかもしれませんね」

　美守はチラッと瀬戸を見た。静竜の部屋を用意したのは瀬戸だ。

「あら、人聞きの悪い。純じゆん粋すいに二人の将来を案じての事よ。コマチさんとは長い付き合いだしね」

「ホホホ、それをネタに遊ぼうと思っている段階でトラップですよ」

「それにしても、他ほかにもいろいろと罠わなを仕掛けたのが無駄になっちゃたわ。これも幸運艦の恩おん恵けいなのかしらねぇ？」

「ですが、それから離れれば運の良さも程々のようですわね。ホホホ」

　　　　×　×　×

「それにしても寒いな」

　周りを見ると他の者達は耐たい寒かん装備でたき火をしている者もいる。もちろん静竜の服もそれなりに防寒の機能はあるものの袖そでが短く、肌はだの露ろ出しゆつ部分が多いのだ。

「見たところまだ開発途と中ちゆうで、ちゃんとした空調がされていないせいだろう。とにかくここに居る以上は、体調を崩くずしたら元も子も無い」

　コマチは一人用の防寒シートを静竜にかけると身体からだを寄せた。

「お、おい!?」

「こうした方が暖かいだろう？」

　顔を赤らめて離れる静竜をコマチは不思議そうに見た。こういう時の彼女は少し鈍どん感かんなのだ。

「俺はいいっ！　こうしていれば暖かくなる！」

　静竜は引き寄せようとしたコマチの手を振り解ほどき、猛もう然ぜんと立ち上がって剣けん術じゆつの素す振ぶりを始めた。

「おのれっ！　おのれおのれ山田西南！　どんな艱かん難なん辛しん苦くがあろうとも、私はお前などには負けんぞ！」

　周りでは徹てつ夜や組があちらこちらで盛り上がっているので、静竜の行動も声も人目を惹ひく事はない。

「やれやれ」

　コマチは制止する事もなく、呆あきれ顔で防寒シートにくるまって静竜を見ていた。

　　　　×　×　×

「とはいえ、まんざら舞八ちゃんの思い違いという事も無さそうね……」

　そう言いつつ、瀬戸は少し離はなれた場所でオペレート作業を手伝っている霧恋達の所へ駆かけ寄ると、

「気になる？」

　特に雨音にわざとらしく聞いた。

「あのアホが向こうに行ってから、マジ平和でしたから、あっちとくっ付いてくれるなら願ったり叶かなったりっスよ。ただ世の中の為ためには明日、西南がとどめを刺さしてくれるのが一番ですけどね」

　だが雨音はそう素っ気無く答えた。

「う[image: ～][image: ～]ん、こちらは脈無しか……それで霧恋ちゃん、西南殿どのの様子は？」

「ええ、もう就しゆう寝しんしました。兼光様がいろいろと緊きん張ちようを解いて下さったようで」

「そう、それは何よりだわ」

　水穂からこっそりと入った情報では、妖あやしげな場所に連れて行こうとしていたらしいが、あくまで未み遂すいなので霧恋達には内ない緒しよだ。

「……で、瀬戸様。明日はどんなド卑ひ怯きような手を使って、西南に勝たせるんです？　とにかくあのアホを叩たたきのめさないと」

「まともにやったら西南ちゃんに勝ち目はないものね」

「正々堂々、普通にやるのよ」

　霧恋達の期待に反し、瀬戸はあっさりとそう言った。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ!?　それじゃあ、どうやったってあのアホが勝っちゃうじゃないですか！」

「西南殿には気の毒だけれど、今回は静竜殿が勝った方がいいと思うの。西南殿に対する異常な対たい抗こう心しんと敵てき愾がい心しんを発散させないと戻って来ないでしょうし、それに下手にこちらが手出しをしてご覧なさい……ますます面めん倒どうな事になるわよ」

「ですから一気にとどめを！」

「こちらが悪役を演じ、静竜殿が勝つ。物語は勧かん善ぜん懲ちよう悪あくでないとね」

「クッ！」

「分かりました」

　霧恋はいきり立つ雨音を抑おさえた。

「それもやむを得ないとして……静竜先生が勝った場合、ダ・ルマーはどうなさるおつもりですか？」

「ダイ・ダ・ルマーはこちらにあるし、聞きたい情報は全部聞いたし、何より本人がもう海かい賊ぞくに戻る気が無くなっているから、返しちゃってもいいのよねぇ」

「マジ!?　でも万が一、ダ・ルマー復帰で勢力を盛り返したらどうするんです？　向こうに帰れば本人もその気になるかもしれないですよ」

「大きなギルドが一時でも支柱を無くすというのは大変な事なのよ。特に今回は主立った幹部連中は殆ほとんど捕つかまえたから、ギルドをまとめる人間が居ないわ。ギルドの象しよう徴ちようでもあった『幽ゆう霊れい船せん』ダイ・ダ・ルマーも拿だ捕ほされたでしょう？　こうなると組織の崩ほう壊かいを防ぐのは無理だわ。他のギルドによる浸しん食しよくも起こる……と言うより既すでに起こっているでしょう……リョーコ殿は、どう思う？」

「そうですね……私も今いま更さらダ・ルマーを解放しても以前のような脅きよう威いにはならないと思います。ある意味ダイ・ダ・ルマーと共にあった総そう帥すいダ・ルマーの『神話』が崩壊した訳ですから。それに解放されたらされたで、何か海賊達に不利となる取引をしたのではないかと勘かんぐられます。ただ……」

「あのバカが頑がん張ばっちゃうという可能性は？　幸こう運うん艦かんはまだ存在してるんですよ」

「そうなんです。幸運艦がダイ・ダ・ルマーの代わりになる可能性は高いんです。幸運艦と静竜先生とダ・ルマーが揃そろえば……万が一があるかもしれません」

「フフッ。幸運艦なら、もう手配済みよ」

　瀬戸はニンマリとどす黒い笑えみを浮うかべた。

「ああ、なるほど。そっちでド汚きたない手を使うんっスね。さすが瀬戸様っスねぇ」

「褒ほめても何も出ないわよ♡」

「アハハハハハ！」

「オホホホホホ！」

　ノリノリで若わか旦だん那なと太たい鼓こ持もち風の会話をする瀬戸と雨音を、霧恋達は呆れた顔で遠巻きに見ている。

「まあ……そういう事でしたら、ことさら異存はありませんが……けれど、実力差を考えると西南ちゃんの身体が……」

「心配ないわよ。実じつ剣けんじゃなくてショックバトンを使えば、最悪ケガ程度で済むわ。静竜殿だって、結局、西南殿を叩きのめせればそれでいいんだから」

　さすがにケラケラ笑う瀬戸から、霧恋達はうんざりとした顔で視線を逸そらした。

「明日が楽しみねぇ……」








８「決けつ闘とう・西せい南なと静せい竜りよう」









「おはようございます……もうお出いででしたか。申し訳ありません」

　翌朝、コントロールルームに入った霧きり恋こ達は、既に瀬せ戸と達が居るのを見て慌あわてて横へ整列した。

「いいのよ。今日、貴女あなた達は西南殿の応おう援えんをしてなさい。コントロールや演出は全部、レセプシーのスタッフがやってくれるわ」

「えっ……しかし」

「準備が済めば、十分人手は足りているの。イベントの進行や演出はあちらさんの方が慣れているしね」

「了りよう解かいしました」

「それにしても開始時間までにはまだかなり時間があるのに、もう入場させているんですか？」

　モニターに映る会場は、既に満員の観衆で埋うめ尽つくされていた。

「外が大おお騒さわぎになっていてね。混雑緩かん和わの為に入場させたのよ」

「なっ、なんですか？　外のあの人だかりは……？」

　切り替かわった外部モニターには、会場の周囲に多くの人が押し寄せているのが映し出されていた。

「そ、そう言えば……夕べ寝ねる前には無かった大きなテントがいくつも……」

　モニターの景色をどんどん引いて見ると、もの凄すごい数のテントやら移動店てん舗ぽがかなりの規模で広がっていて、まるで夏祭りの大規模な花火大会が幾いくつも集まったかのようだ。

「なっ、なんですか……あれ？」

「出張イベントの会場よ。会場には入れなくても雰囲気だけでも楽しみに来た連中が多くてね。レセプシーが昨夜、急きゆう遽きよ開設したのよ。まああちらさんにとっては良い稼かせぎになるチャンスだもの」

「ちょ、ちょっと待って下さい。いくら何でも……ちょっと人が多過ぎませんか？」

　宇宙空間から見た映像に切り替わった途と端たん、霧恋達は啞あ然ぜんとなった。先さき程ほどまで見ていた規模などほんの一部でしか無く、人の群れは大都市並みの規模になっていたのである。

「騒ぎを聞きつけてやって来た商売人やら観光客まで集まっちゃってね。それをニュースで流したから更に人が集まって来ているのよ」

「……アカデミーの野や次じ馬うま根こん性じようの極きわみっスね」

「ホホホ、美み雲くも師父の崩ほう御ぎよで歓かん楽らく関係が自じ粛しゆくムードだった反動もあるのでしょう。ＧＰ創設者と言っても表おもて舞ぶ台たいから離れて数百年ですから、若い人達にはあまり実感が無いでしょうからね。それなのにいろいろと自粛ムードでは、フラストレーションも溜たまるわ」

「……まあ、ぶっちゃけ歴史上の人物って感じでしたから……」

　二万年を生きたとなると歴史というより伝説だ。

「ホホホ。師父様もアカデミーの明るさやお祭まつり騒ぎが好きでしたからね。逆にこの方が喜ぶわ」

「ねえねえ、それで霧恋ちゃん、西南君の様子は？」

「落ち着いています。朝食の時に使用武器の事を話したら、察したようです」

「そういう子供っぽくない所は問題よねぇ……」

　さすがの瀬戸も少々困こん惑わく気味だ。物分かりの良さが痛々しい位だ。

「じゃあ、後は西南殿に任せましょう。貴女達は決けつ闘とう開始まで辺りをぶらついて来るといいわ。レセプシーの出張公演を覗のぞくのも良いと思うわよ」

「分かりました」

「では私達も貴き賓ひん席せきの方へ行きましょう」

　瀬戸達はコントロールルームの後方にある直通エレベーターへと向かい、霧恋達はそれを見送った後、コントロールルームを後にした。

　　　　×　×　×

「くそっ！　西南があのバカに負けるかと思うと腹が立つ」

　通路を歩きながら雨あま音ねは腹立たしそうに、パンッと右拳こぶしを左手に叩き付けた。

「……仕方がないわ。一対一の決闘なんだから邪じや魔ましちゃダメよ。結果は黙だまって受け入れましょう」

「可哀かわい想そうな西南お兄ちゃん……。帰って来たら、慰なぐさめてあげなくちゃ」

「!?」

　霧恋達はハッとしてネージュを見た。

「……それ、いいかも」

　四人はそれぞれ、目を閉じ頰ほおを染そめながら何やら妄もう想そうに浸ひたり始めた。







「アランの奴やつ、結局帰って来なかったな……」

　レセプシーの休きゆう憩けい室でバリーとコーンは朝までアランを待っていた。

「一体、何があったんだろうなぁ……」

　バリーは落ちていた首輪を眺ながめ回す。

「無理矢理外した跡あとも無いし、誰だれかに襲おそわれたという事も無いから、無事なんだとは思うけれど」

　アランとは距きよ離りを置いていたバリー達だったが、それでもＧＰアカデミーに入学した時からの付き合いだ。

「お早うさん。あんたら、あの船の関係者？」

　と、いきなりレセプシー側の通路から顔を出したのは、大きなサングラスに厚あつ塗ぬりの化け粧しよう、キンキラの派手なアクセサリーにヒョウ柄がらの衣い装しようの、こてこての関西の成金といった感じのオバサンだった。

「は、はい！　そうですけど……貴女は？」

「早さつ速そくで悪いンやけど、あの船引き渡わたして貰もらうで」

　オバサンは証明書のモニターを起動させてバリー達に見せた。

「なっ!?　一体どういう事です？」

　驚おどろくバリーの横でコーンはその証明書の確かく認にんを行っていた。

「……本物だ」

　コーンは小声でバリーに囁ささやき、バリーは説明を求めるようにオバサンを見た。

「昨日の晩な、アランちゅう、この艦かんの責任者つう男と勝負したんよ。まあ最初こそバカヅキでな、酒やお姉ちゃんはべらして、金バラ撒まいとったまでは良かったンやけど、調子ん乗って肝かん心じんのタネ銭せんまでバラ撒きよってな。そこの船の幸運グッズとやらを賭かけの対象にした辺りから、ドンドン、ツキを無くして行きよって……ケッケッケ！」

「あいつ！」

　そこから先は説明は不要だ。最終的には幸運艦を取られてしまったという訳だ。

「それでアランは!?」

「さすがに無一文なんは気の毒やから、帰りの旅費とちょっとした小こ遣づかいをチップ代わりにくれてやったから、どっか行ったんちゃう？　戻もどって来てへんの？」

　彼女の言葉に、バリーとコーンは大きな溜ため息いきを吐ついた。

「まあええわ。じゃあ、あの船貰って行くから、急いで私物の整理してな」

「ちょっ、ちょっと待って下さい！　俺達は艦から離はなれる訳には……」

　バリー達は慌てて襟えりで隠かくしていた首輪を見せた。

「おや、まあ……あんたら借金持ちかいな」

　オバサンは『面めん倒どうだな』とばかり表情を曇くもらせた。

「……なら、しゃあないな。あんたらこっちで雇やとっちゃるわ。船の事を知る者もおれば便利やけんね」

「あ、ありがとうございます！」

　彼女に見捨てられたら、下手をすれば死だ。バリー達はホッと胸を撫なで下ろした。

「ケッケッケ！　んで、あんたらの借金はどんくらいの……」

　バリー達は慌てて関連の金きん融ゆう機き関かんにアクセスをし、オバサンに提示した。

「……なんやチンケな額やなぁ。まあ、それでも海かい賊ぞくに流れるには十分な額か……。とりあえず立て替えといたるけど、給料は要相談や。もしかして少のうなる場合もあるけど、借金を返しながら生活出来る額は払ろうたるよって、ちゃんと働きや。ケッケッケ！」

　オバサンは豪ごう快かいにそう笑うとバリー達の借金を清算した。

「おし。それであんさん等の借金はこっちに……。っと、そんでもってあんさん等の命はうちの手の中っちゅう訳やね。さあさ、急いで作業を始め。時は金なりやで」

「了解。……あっ、その前にお名前を……」

「おやいけない、自己紹しよう介かいがまだやったか。うちはクイス・パンタや。あんじょうよろしゅうにな」

　　　　×　×　×

「瀬戸様、例の件は上手うまく処理出来たそうです」

　瀬戸達の居る貴賓席に入って来たのは火か煉れんだ。

「そう、ご苦労様……これでチェックメイトね」

　瀬戸はチラッと横にいるアイリを見た。

「こちらの収納体制は整っていますから、到とう着ちやく次し第だいすぐに解かい析せきを始めます。まあダイ・ダ・ルマーに殆ほとんどの資料が残っていますから、調べる部分も限られていますので、明日あしたには分別、資源ゴミに出来ますよ」

「ＯＫ……それで火煉、福ふくちゃんの様子はどうだった？」

「最初は退たい屈くつそうにしていましたが、魅み影かげ様とのダイレクト通信が気に入ったようで、ずっと回線を開いたままにしていて……クスッ」

　と、火煉は堪こらえ切れなくなり思わず吹ふき出した。

「あら、どうしたの？」

「……も、申し訳ありません。それが、魅影様が眠ねむっているのをジッと、見守るように見ているのが可愛かわいらしくて」

　福は魅影の寝ね顔がおを、飽あきもせずにずっと見入っていたのだ。

「そう……。報告では魅影ちゃんのお姉さん気分だという話だけれど、福ちゃんも精神的に成長しているようね。それで他ほかの娘むすめ達は？」

「福ちゃんと西南様の関係者は全員、お連れいたしましたので、指示待ちです」

「分かったわ、ご苦労様。それじゃ、貴女あなた達は主役の激げき励れいに行ってらっしゃい」

「はいっ！」

　火煉は嬉うれしそうに一礼すると、いそいそと貴き賓ひん室から出て行った。







　西南の控ひかえ室には、各方面から贈おくられた花輪や花束が所ところ狭せましと並べられていた。贈り主は、それぞれ著名な人物や組織からの物で、それだけを見れば、この控え室に居るのはどんな大スターなのかと思わせる物だ。

「わざわざ来てくれてありがとう」

　ソファーに座っている西南の向かいには、ケネスとラジャウが居た。普ふ通つうでは滅めつ多たに口に出来ない高級菓が子しやフルーツの差し入れを、ここぞとばかりに食い散らかしながら話をしていた。

「こっちこそありがとうだよ。お前のおかげで超ちよう希少なプラチナチケットが手に入ったんだからさぁ」

「初日に速そつ攻こう、予約を入れたんですけど、僕らのアクセスラインでは勝負にならなくて……あっと言う間にソールドアウトになっちゃったんです」

「ずるいよなぁ……軍用だの哲てつ学がく士とかが使うような最高位ラインなんか使う奴も居るんだぜ。早さ勝負じゃ勝ち目なんか無いんだよなぁ……」

「抽ちゆう選せん分も外れましたしね」

「でも持つべき者は友！　やっぱ関係者が居ると違ちがうよなぁ、ハッハッハ！」

「クラスメートにも自じ慢まん出来ましたしねぇ」

「そうかぁ、それは良かったなぁ」

「アハハハハハハハハハ………ところで西南っ！」

　だがにこやかに笑っていたケネスとラジャウが一転、睨にらむような目で西南を見た。それこそ親の敵かたきでも見るような目だ。

「俺達を迎むかえに来てくれた玉ぎよく蓮れんさんに聞いたんだが……。と言うよりあの人、寮りようの建て替かえの時に来ていた調査員のお姉様じゃないか！　しかも実はあの樹じゆ雷らいの瀬戸様の部下でしかもしかも、今はお前の部下なんだってなぁ[image: ～][image: ～]っ！　他の三人の方々共々、一いつ緒しよに船に乗ってるんだってねぇ[image: ～][image: ～]っ！」

「だいたい他にも霧恋先生に雨あま音ね先生、更さらにエルマさんもいらっしゃるんでしょう？」

「い、いや……でも俺は航路設定のお飾かざり艦長で、その周りを固めるのに瀬戸様やアイリ様が任命したんだ。俺に選せん択たく権けんは無いし、別にケネス達の思っているような関係じゃ無いんだよ」

　もちろん半分は噓うそだ。さすがの朴ぼく念ねん仁じんでも彼女達の好意は薄うす々うす感じている。と言うより気付かないよう、受け入れないように、無意識下で全力で否定をしているのが正解だ。もちろんそれは幼い頃ころより全すべてを諦あきらめざるを得なかった西南の悲しき習性だ。

「じゃあ玉蓮さんがその事を話す時に、恥はずかしげに頰を染めて潤うるんだ目で話すのは一体どういう事なんだろうねぇ」

（玉蓮さん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　瀬戸様っ、迎えに行く人選間違えてますよぉ……）

　玉蓮というのは健全な男子にとって猛もう毒どくにも等しい女性だ。迎えに行くなら珀はく蓮れんも火煉も翠すい簾れんも、他にも適切な人物は居る。よりにもよって最悪の人物を向かわせた訳だ。

「あんな超美女にそんな顔をされて、妖あやしげな雰ふん囲い気きで言われて、ボク達がどんな気持ちで居たか……」

「今思い出すだけで前まえ屈かがみになっちゃいそうなんだぞ！」

　ケネスとラジャウは真っ赤になって股こ間かんを押さえた。

「お前なんか、静竜先生に叩たたきのめされてしまえっ！…………あうっ」

　そしてケネスはブルッと身体からだを震ふるわせた。そして慌あわてて控え室の専用トイレに駆かけ込んだのだった。

「………………」

　何やらトイレの中から、シクシクと泣き声が聞こえるのが何とも気まずいが、気持ちは良く分かる。玉蓮にとっては遊び半分ではあろうと、多感な青少年には、あの艶えんはあまりにもあまりにもあまりにも！　刺し激げきが強い。幸いラジャウの方はギリギリの所で持ち堪こたえているようだ。

「……まあ、叩きのめされろというのは半分冗じよう談だんです」

「……ハハハ、半分は本気なんだ」

　これでイムイムにみんなで行ったなんて知られたら、永遠に友達を無くしそうだ。だがその時、間の悪い事にドアのノックと共に、花束を抱かかえた珀蓮達と福が入って来た。

「ミャア！」

「福！　それとっ!?」

　まずい、とばかりに逃にげだそうと思った西南だったが、さすがに嬉しそうにこちらに向かって来る福を置いて逃げる訳にはいかない。事情を知らない福が西南に嫌きらわれたと勘かん違ちがいしては可哀かわい相そう過ぎる。そう戸と惑まどっている間に、あっと言う間に珀蓮達にも取り囲まれてしまったのである。

「頑がん張ばって下さいね。でもあまり無理をなさらないように」

「もし万が一お怪け我がをなさったら、私達が付きっきりで看病して差し上げますわ」

「縁えん起ぎでもない事言うなよ玉蓮！」

「下のお世話から何から何までお任せを♡」

「……頑張って」

「ミャア！」

　西南はたちまち押し倒たおされ、四人と一いつ匹ぴきがかりでもみくちゃにされる。

「…………」

　その様子をラジャウも、そしてケネスもトイレのドアの陰かげから啞あ然ぜんと見ていた。そしてブルブルと震え出し、

「せっ……西南の裏切り者ォ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　と、ケネスとラジャウは泣きながら控え室を飛び出して行ったのである。

「ケネスっ！　ラジャウぅ！」

　追いかけようにも珀蓮達が離はなしてくれない。西南は遠ざかる足音を聞きながらガックリと項うな垂だれた。

　　　　×　×　×

「くそぉ[image: ～][image: ～][image: ～]。何故なぜ西南だけ!?　俺達はチームメイトじゃないのか？」

「西南君一人だけ羨うらやまし過ぎますぅ[image: ～][image: ～]！」

「キャッ！」

　泣きながら走っていたケネス達は角を曲がった所で誰だれかとぶつかった。当然走っていたケネス達の方が相手を跳はね飛ばす形となり、その相手は尻しり餅もちをついて倒れたのだ。

「す、すみません！」

「もう！　どこ見てるのよ………って、あれ、ケネス君？」

　尻餅をつき毒どく突づく女性は、美み希き・シュタインベックのチームメイトのミランダだった。そしてその隣となりでミランダを引き起こそうとしているのはカリーチだ。

「ミランダ先せん輩ぱい、カリーチ先輩!?」

　突とつ然ぜんの出会いにケネスもラジャウも啞然となり、その場で立ちすくんだ。

「もう、ちゃんと前を見て！　走っちゃダメよ」

　少し不ふ機き嫌げんそうにそう言ったミランダだったが、お尻の埃ほこりをはたいて再び顔を向けた時にはにこやかな表情となっていた。

「それにしても久しぶりね。元気だった……って、何？　泣いてたの？」

　ミランダはケネス達を見て眉まゆをしかめた。




「神聖な決けつ闘とうをこんなものでやれだとぉ!?」

　決闘用のショックバトンを手に、静竜は憤ふん慨がいしていた。

　静竜側控え室は西南の所と同じように、色々な花束が所狭しと置かれていた。だがレセプシーから贈られた花束以外は、静竜を嫌った関係各所から送られて来た罵ば倒とう、中には呪のろいのメッセージが添そえられていた物もあった。花の種類もお祝い事で贈る物では無く、不ふ吉きつな花言葉を持つ物ばかりだ。もっとも静竜の場合はこれが通常なので気になどしない。それよりも静竜にとって由ゆ々ゆしき事は、決闘をオモチャのようなショックバトンで行わなければならない事だ。

「お前、あの坊ぼうやを斬きるつもりか？」

「バカを言うな。船での戦いならばいざ知らず。一対一の戦いで山やま田だ西南相手に本気になどなるか。当然、峰みね打うちだ」

「だったらショックバトンでも同じだろ。それなら、悪くても死なせる事は無い」

「……なるほど。ならば手加減無用で叩きのめせるというわけだな」

「へ？」

「……フッフッフ。覚かく悟ごしろ山田西南！」

　その妖よう気き漂ただよう表情は、人切りの邪じや刀とうにでも取り憑つかれた、といった感じだ。

「御ご免めんよ坊や、バカ焚たきつけちまった……」

　しまった、とばかりにコマチは頭を抱えたが、もう既すでに手て遅おくれだ。

「……まあ、あの坊やなら何とかなるか」




「アハハハ！　なるほど、それで泣いていたのね」

　ケネス達の話を聞くミランダは、まるで幼よう稚ち園えん児じをあやす保母さんのようだ。実際、ミランダもカリーチも以前と比べて随ずい分ぶん大人の雰囲気になっている。もちろんちゃんと化け粧しようをして、ＧＰの正式制服によって身体のラインがしっかりと出ているのも要因だが、やはり美希の事件を乗り越こえた精神的な成長が一番大きく影えい響きようしているのだ。ケネスもラジャウも西南の一件など忘れ、大人になったミランダ達を前にドギマギしていた。

「でもそんなに羨ましがる事なの？」

「えっ？」

「私達の同どう僚りようや先輩も、殆ほとんどが西南君を好きって言うけれど、それはあくまで西南君のＧＰ隊員としての評価よ。でもプライベートで付き合うって話になると、殆どが異常な確率の偏かたよりを敬遠するの。海かい賊ぞくを引き寄せる、犯罪者を引き寄せる、災さい厄やくを引き寄せる。その結果が凄すごければ凄い程ほど、プライベートはきついものになるって分かっているもの。だからそれを乗り越えて西南君を好きって言う人は滅めつ多たに居ないわ。私達が知る限りでも一人か二人位かな？」

「……でも！　でもその一人か二人が、全てと引き替えにしても惜おしくないって位、すっごい良い女だったらどうします？」

「そうねぇ……確かに私の知るその一人か二人って、凄くいい女なのよねぇ。容姿とかじゃなく、しっかりとした信念を持って仕事も出来る女の人」

　ミランダはケネスの真しん剣けんな問いに、小首を傾かしげ、自分の知る女性の事をつぶさに思い出しながら言った。

「そうね。今じゃ、それがその人を見み極きわめる一つのいい目安になっている位だものね。中には西南君の名めい誉よとか収入だけしか見ていない人もいるけれど、それはすぐに分かるからね」

「……ミランダ先輩やカリーチ先輩も、西南の事、好きなんですか？」

　ケネス達が一番気になっているのはその答えだ。珀蓮達はあくまで憧あこがれの存在でしかないが、ミランダ達はもっと近しい、美希の事件がなければ付き合っていた可能性のある女性達なのだ。
















「私達？」

「……どうなんだろうなぁ？」

　ミランダとカリーチはお互たがいの顔を見合わせた。

「私達は、ちょっと他ほかの人達とは違ちがう出会い方をしちゃったから、難しいなぁ……なんたって、私達と西南君の間には美希が居るもの」

「あっ！………すみません」

　さすがに無神経だったと気付いたケネスはすぐに頭を下げた。

「いいのよ。私達にとって、西南君が頑張ってくれている事が美希の供く養ようになってるんだもの。それよりも、私もその美人さん達を見たいなぁ」

「そうね。興味あるわよね。どうせ西南君の激げき励れいに行くつもりだったから、君達も一いつ緒しよに行きましょう」

「えっ!?」

「さっさと仲直りしちゃいなさい。どちらかというと、君達の独ひとり相撲ずもうなんだから」

「でも……」

「ほらほらチャッチャと立つ！　行くわよ」

　ミランダはケネスを、カリーチはラジャウを強引に立たせると。渋しぶる二人を引き摺ずって西南の控ひかえ室へと向かった。

　　　　×　×　×

「うわっ!?」

　控え室のインターフォンを鳴らし、中に入ったミランダとカリーチはそこに居る女性達を見て言葉を失った。

「…………」

　ケネス達から聞いて予想はしていたものの、更さらにそこに霧恋達四人も加わってた為ため、凄すさまじいインパクトだ。それこそファッションショーのスーパーモデル達の楽屋にでも迷い込んだかと思う位である。

「ミランダ先輩にカリーチ先輩！　わざわざありがとうございます」

　二人を見た西南は、脱だつ兎との如ごとく彼女達に駆け寄った。そしてここに来てくれた事を本当に嬉うれしく思った。なぜならそれは美希を失った悲しみを、二人が克こく服ふくした事を意味するからだ。

「西南君……」

「はい！」

　感動の再会の言葉を期待した西南だったが、ミランダから出た言葉は期待したものとは違っていた。

「そりゃケネス君達が泣くのも無理は無いわ」

「私もちょっとだけ静竜先生を応おう援えんしたくなっちゃったわ」

　ミランダ達の口は半笑いだが目はマジだ。

「ええっ!?……あの……ケネス達に会ったんですか？」

「外で待たせてるから、とにかく仲直りしてらっしゃい」

　ミランダは西南の背中をポンと叩たたき、廊ろう下かの方へ押し出した。西南はそのまままっすぐに廊下へと出て行った。

「ありがとう。西南君も少し落ち込んでいたの」

　黙だまって様子を見ていた霧恋は、ミランダ達に近付いた。

「いえいえ、どういたしまして。それより霧恋先生、一つ質問をしていいですか？」

「えっ？　何かしら？」

「皆みなさんは西南君とはどういうご関係なのですか？」

「!?」

　意外にもその質問に霧恋達全員、即そく答とう出来なかった。いつもなら西南の船のクルーだと言うだけでいいのに、一いつ瞬しゆん戸と惑まどったのだ。

「あ……ごめんなさい。変な質問でしたね。いいんです、忘れて下さい。それではそろそろ時間も無いようですから、私達はこれで」

　その微び妙みような間で察したミランダとカリーチは、にこやかにＧＰ式の敬礼をして控え室を出て行った。そして外に居た西南と少しお互いの近きん況きようを確かく認にんし、ケネス達を連れて立ち去って行ったのだった。

　ミランダから手て渡わたされた花束を持って、西南はご機き嫌げんで控え室へと戻もどって来た。

「……あれ？　どうしたんですか？」

　自分の顔を無言でジッと凝ぎよう視しする霧恋達に、西南はキョトンとした顔で言った。と、霧恋達全員がそれをきっかけに、一いつ斉せいに顔を赤らめ視線を逸そらしたのだった。

「？」

『西南殿どの、そろそろ時間よ。舞ぶ台たい袖そでまで移動してね』

　不思議そうにする西南の目の前に、絶ぜつ妙みようのタイミングで瀬戸のモニターが現れた。まるで今まで事を見ていたような感じだ。

「クッ!?」

　瀬戸はすました表情をしていたが、明らかに口元が笑っているのに気付いた霧恋達は瀬戸を睨にらんだ。もちろん西南はそんな事に気付きもせず、大きく深呼吸をすると、

「行ってきます」

　潑はつ剌らつとした表情で上へと向かう転送ゲートへと向かったのである。

「……参った。なんかマジに自覚させられちまったなぁ……」

　西南が転送された後、静せい寂じやくの戻った控え室で雨音はそうポツリと呟つぶやいた。その言葉にその場に居る全員が無言で同意した。

　もちろん西南に好意を持っている事は各自が自覚していた事だが、他人、それも殆ど接点の無かった者から虚きよを突つかれた形で言われ、各自が少しぼかした形でしか認識していなかった、西南に対する思いをより明確に自覚させられてしまったのだ。

　───西南を愛している。

　そしてそれはミランダ達にも分かってしまう程、顔に出てしまったのだろう。もちろんその思いには強弱はある。霧恋や玉蓮のように強い思いを抱いだく者から、その思いにようやく手が届きつつある者など様々だ。しかしその思いを自覚させられてしまった時には、もう既に全員が後戻りは出来ない所まで来ていたのだ。

「さて、どうしたものかなぁ？」

「どうしたものかと言われても、結論なんかすぐには出ないわよ！」

　瀬戸達の思おも惑わくにある、複数の女性で西南を支えるという選せん択たくを選べば事は簡単だ。宇宙の年ねん齢れい単位で言えば、一人の相手と一生添そい遂とげる事はあまり多くないし、長い夫ふう婦ふ生活の間に家族としての絆きずなが強くなり、お互いにその結び付きを保ったまま、他のパートナーを選ぶ事も珍めずらしくはない。結果、男女共に複数のパートナーが出来上がる者も居るのだ。しかし、それはあくまで長い年月の間に形成されるものであって、最初からその形態をとる事は稀まれだ。やはり最初は一対一で、二人っきりがいいのである。

「……とにかく西南ちゃんはまだ未成年だし、ここで一方的に結論なんか出しても仕方ないわ」

「私の場合は幼生固定を解除したばかりだから、相応の年齢になるには、あと十年位はかかるし、福ちゃんなんかまだ赤ちゃんだもの」

「ミャア！」

「……福も、参加するのか？」

　全員の視線が福に向く。

「あら、福ちゃんは西南お兄ちゃんのパートナー。既すでに西南お兄ちゃんのものなのよ」

「ミャウ！」

　福は誇ほこらしげに胸を張った。

「……福。お前、ネージュの言葉の意味を分かってるのか？」

「…………ミャウ？」

　福はちょっと考え、そして不思議そうな表情でネージュを見上げた。

「プッ！」

　その頼たよりなさ気な表情に、霧恋達は思わず吹ふき出し、控え室は大きな笑いに包まれたのであった。







　決けつ闘とう場では数時間前からオープニングショーが始まっていた。

　会場の全天に花火や踊おどり子達のダンスや歌。これまでの西南や静竜のプロフィールが派手な映像と共に紹しよう介かいされ、徐じよ々じよに会場を盛り上げて行く。殆ど公開されていない守かみ蛇だ怪けの戦せん闘とうシーンなどは圧巻だ。ただダイ・ダ・ルマーとの最終決戦の映像は少し加工がされ、光こう鷹おう翼よくのシーンなどは上手うまく編集でカットされていた。しかしそれでも見事な編集とＢＧＭが付け加えられた迫はく力りよくある映像に、観客の興奮度は高い。

『只ただ今いまより、ＧＰアカデミー所属、山田西南と、海かい賊ぞくダ・ルマー出向、天てん南なん静竜との決闘を開始いたします！』

　会場アナウンスの声が響ひびき、さらに大きくなる歓かん声せいと共に正面のひときわ高い位置に、ゆっくりと人質のダ・ルマーがせり上がって来る。

『では両者、入場！』

　と、一方のゲートシャッターが上がると、暗くら闇やみの中からゆっくりと静竜が姿を現した。余よ裕ゆうの表情で、満場の大観衆に手を振ふってアピールをする。ただ、観客の声の殆ほとんどがブーイングや罵ば声せいだ。これは静竜が海賊側の人間だからというより、天南の人間であるという理由が大きい。プロレスのヒール役というよりコミックショーレスラー的な色物扱あつかいである。

「フッフッフ」

　だが静竜にとってそれはいつもの事だ。罵ば倒とうも応援の内と、気にもせず満面の笑えみで悠ゆう然ぜんと歩いている。続いて反対側のゲートが開き、静竜とは対照的に少しオドオドとした西南が出て来た。もちろん観客からは口笛と声援が送られている。中には若じやつ干かんのブーイングも聞こえるが、それは霧恋と雨音のファンクラブ会員達の連中だ。

　両者は舞台の中央に歩み寄り、対たい峙じした。

「よく逃にげずにやって来たな山田西南！」

「あ……静竜先生、お久しぶりです」

「ええい！　間ま抜ぬけな挨あい拶さつは無用だ！　ここで会ったが百年目！　貴様を叩きのめし、社長を返して貰もらうぞっ！」

　静竜はビシッと景品状態のダ・ルマーを指差した。

　───ゴゥオン！

　と、それに合わせて舞台の緞どん帳ちようが開き、幾いくつかの舞台装置が四方からせり上がり、中央に舞台背景が組み上がって行く。

「こっ！　これはっ！」

　それを見た静竜の顔色が変わった。

「……天てん地ち先せん輩ぱいの……家？」

　それは地球の柾まさ木き家を忠実に再現したものであった。

「でもなんで……？」

　不思議そうにそれを見る西南は、静竜の笑い声に気付いた。それは地の底から聞こえてくるような、怒いかりを含ふくんだ笑いだ。

「フフフフ……哀あわれだな、山田西南。こうまでして勝ちたいか」

「……はい？」

　意味の判わからない西南は首を傾かしげた。

「この忌いまわしき舞台で、少しでも私の集中力を削そごうというのだろうが……貴様の思い通りには行かんぞっ！」

「あの、仰おつしやっている意味がよくわからないんですが……」

「黙れっ！　私は昔の私ではない！」

　　　　×　×　×

「ホホホ、そう言えば静竜先生は阿あ重え霞か様の婚こん約やく者として、地球の柾木家に行って天地君に返り討うちに遭あったんでしたっけ？」

「正確には美み星ほしちゃんのボケに巻き込まれたのだけれどね」

　天地と静竜が池にせり出した板場で決闘となった時、帰き還かんして来た美星の小型艇ていの着水に巻き込まれて気絶したのだ。結果、あえなく婚約者の話は解消されてしまった。

「いまだに分からないのが、何故なぜ、静竜君なんかを阿重霞ちゃんの婚約者にしたかって事ですけどね」

「ある意味、天地殿の試ためしの儀ぎを行ったのよ。後は当て馬ね。本命候補は他ほかに居たんだけれど、いきなりよりは、ワンクッション置いた方がいいと思ったの」

「ホホホ。あんなのと一いつ緒しよになる位ならこっちの方がまだマシ、戦略ですか？」

「人格以外は申し分ないのは事実だからね」

「それが一番重要だと思うのですがねぇ、ホホホ」

　　　　×　×　×

「……という訳で樹雷の姫ひめ君ぎみの婚約者の名めい誉よを授さずかった私は、樹じゆ雷らい皇おう様、船ふな穂ほ様、美み砂さ樹き様と共に地球へと向かい……」

　静竜の話は阿重霞の婚約者として選ばれるまでに優に三十分はかかっていた。しかも阿重霞達の事は一いつ般ぱんには内ない緒しよなので、静竜のセリフにはピー音があちこちに入り、観客はおろか西南にも意味が通じていない。だが……。

（そういえば、アカデミーに来た時、アイリさんから天地先輩と静竜先生が決闘したって……なるほど）

　西南はようやく、この舞台の意味と静竜の様子に得心が行ったのだった。

「坊ぼうや。坊や」

　その時、観客席からコマチが声を掛かけて来た。

「あっ、コマチさん。お久しぶりです」

「そのバカに付き合ってたらキリが無いから、とりあえずこっちに来て少し休みな」

「えっ？　でも……」

「坊やの知り合いも大勢居るみたいだからさ」

　コマチの近くは特別席となっていて、ケネスやラジャウ、ミランダやカリーチなど西南の顔見知りが何人か居た。

「それにしてもダイ・ダ・ルマーはしてやられたよ」

「す、すみません」

「今いま更さら恨うらみ言ごとなんか言う気は無いさ。坊やは自分の仕事をしただけなんだから。まああのバカの相手をするのは迷めい惑わくだろうけど、少しだけ付き合ってやってくれ」

「いえ、こちらこそ」

　話の切りが付いたのを見計らって近付いて来たのは、西南をアカデミーまで送ってくれた案内人だ。

「西南君、お久しぶりです」

「ああっ！　その節はいろいろとご迷惑をおかけしました」

　彼は西南を乗せたばかりに大量の海賊に追いかけられ、その上、自分の乗る船を壊こわされてしまったのだ。

「いやいや。君を初めて宇宙へ連れ出した名誉を担になえて光栄ですよ。私もいい経験が出来ましたし、おかげで出世もしましてね。今では中隊クラスの輸送艦かん隊たいを任されているんですよ」

　西南との経験は案内人に大きな自信も与あたえたのだ。あの時の恐きよう怖ふと混乱を考えれば、少々の事では動じなくなったのである。

「それはよかった」

「今日は頑がん張ばってくださいね」

「西南ちゃん、西南ちゃん」

　案内人の後ろから顔を出して来たのは美み兎と跳とだ。

「西南ちゃんも、決闘を見に来たの？」

「……あ、いえ、俺が出るんですけど」

「あららぁ……大変ねぇ[image: ～][image: ～]」

　美兎跳は通常運転だ。

「西南ちゃん」

　少し先で手を振っているのは天女と珀はく嶺りよう、美希の父親、博ひろ司しとそれに手を繫つないで寄り添うライレーザの姿もある。もちろんケネスとラジャウ、ミランダとカリーチ。雨音の両親に、初月給の時、ランジェリーショップで出会った店員とナナミ。皇玉を売って貰った店の立たつ木き琥こ雪ゆきは若い男性と一緒だ。

「怪け我がをしたなら私達に任せてね」

　縁えん起ぎでもない声を掛けて来たのは、以前西南がダイダロスと遭そう遇ぐうした時に、入院した病院の主治医と看護師達だ。嬉うれしいような嬉しくないような配はい慮りよだ。

　そして西南は直接の顔見知りではないが、イアン・ノーザンとクルルカ・パン・ドーラの姿もあった。もちろん霧恋や珀蓮達も、舞ま八やの姿も見える。

　西南はその全員に向かって、来てくれた事に感謝し、深々と一礼をしたのである。

「……というわけで、いわばこの舞台は私にとって復ふく讐しゆうの場所でもあるのだ！　怒りに燃えた私の力は、私自身、抑おさえきれない程ほどだぞ！　アハハハハハハハ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　その間も静竜の独演は続いた。観客の中にはそれをトイレタイムに使う者も多く、飲み物や食べ物の補給に行く者等、殆どの人間が静竜の話を聞いていなかった。

「……つまりはじき出された答えは一つ！　貴様の負けということだ山田西南っ！」

　ビシッとバトンを突つきつける静竜は、そこでようやく西南や観客達が自分の話を聞いていない事に気付いたのだ。

「クッ！……おい貴様達！　ちゃんと人の話を聞け！」

「あ……すみません」

　西南は慌あわてて客席から離はなれ、再び舞台の真ん中で静竜と向き合う。観客も急いで客席へと戻もどって行った。

「まったく貴様という奴やつは、私に手間ばかりかけさせおって……」

　バトンを西南に向ける静竜に合わせ、サッとスポットライトが当てられた。それはまるで新劇のワンシーンのような風ふ情ぜいだ。途と端たんに長々と文句を言おうとしていた静竜の戦せん闘とうスイッチが入った。

「だが、それも今日までだ！　この諸悪の元げん凶きようとも言える場所で貴様に勝つ事で、私にまとわりつく悪しき運命の鎖くさりを断ち切ってくれるわぁっ！」

　ちょーんちょーんと鳴る拍ひよう子し木ぎ。

「いよっ、天南屋ッ！」

「待ってました！　バカ大将っ！」

　大拍はく手しゆと共に、客席からびゅんびゅんおひねりが投げ込まれ、ついでに空あき缶かんやゴミの類たぐいも投げつけられている。主にゴミは静竜に向かって投げられているが、頭にバナナの皮が乗ろうと生卵がぶつけられようとも静竜は全く気にもとめず、自分に陶とう酔すいしてる。

　　　　×　×　×

「クスッ……芝しば居いっ気は素す晴ばらしいですが、やはりコメディーになってしまいますね」

　瀬せ戸と達と合流した舞ま貴き妃ひは、笑いを堪こらえている。

「まあそれが天南家の芸風だしね……でも」

　だが言葉とは裏腹に瀬戸の表情は真しん剣けんだ。

　　　　×　×　×

　ビシッ！　静竜がバトンを西南に向け構える。

「！」

　一気にその場の緊きん張ちようが高まり、西南の背中に冷たい冷ひや汗あせが流れる。

（凄すごい……）

　全身の毛が逆立つような、静電気でも起こったようにビリビリとした刺し激げきが感じられる程、その場の空気が張り詰つめて行く。それはタラントと対峙した時とは比べものにならない緊きん張ちよう感かんだ。タラントの威い圧あつは大火力の武装と、それを相手や場所を問わず使用する危あやうさにあったが、静竜は抜ぬき身の日本刀のような闘気にある。行動はお笑い系でも実力は本格派なのである。一気に会場の空気も張り詰めた。

　静竜はじりじりと間合いを詰め、西南はそれを外す。まともにぶつかり合って勝てる相手では無い事は明白だ。

（……ほお、少しはやるな）

　静竜も少々西南を見くびっていた事を認にん識しきした。戦いの技量はまだまだ拙つたないが、危険に対する嗅きゆう覚かくと感覚は超ちよう一いち流りゆうと言える。上手うまく間合いを外され、静竜は仕掛けるタイミングが摑つかめないのだ。

　見守る観客達にもその緊張感が伝わり、場内はシンと静まり返っていた。だがその均きん衡こうが破れたのは西南の踏ふん付づけたバナナの皮だった。一いつ瞬しゆん、それに足を取られ、静竜との間合いが接してしまった。

「ゆくぞっ！」

　静竜はダッと西南に向かって疾しつ風ぷうの如ごとく駆かけ出す。

「クッ!?」

　迎むかえ撃うたなければやられてしまう───静竜の闘気が高かった事が、ショックバトンでの試合にも拘かかわらず、真剣での試合のような緊張感を生んだ。もしこの試合がもう少し緊張感の無いものであれば、結果は違ちがっていた事だろう。西南が一方的に叩たたきのめされて、静竜の圧勝で終わった筈はずだ。

　間合いに入った瞬間、静竜が大上段に構えて斬きりかかる。そして西南も一歩遅おくれて迎え撃とうとした瞬間、

　ツルッ。

　西南の足がおひねりで滑すべった。これが緊張が生んだ悲劇である。

「!?」

　二人が一瞬の後、交差した。と、次の瞬間、静まり返っていた会場が爆ばく笑しようと悲鳴に包まれたのである。

　　　　×　×　×

「アハハハハハ！」

　珍めずらしく舞貴妃が格好も気にせず、腹を抱かかえて笑っていた。

「クック……ここまで突き抜けると、これはこれで立派な芸ですわね」

「やれやれ、どうしてこう運が悪いのかしらねぇ、西南殿どのは……」

「ホホホ、ここで面めん倒どうな相手と縁えんが切れるはずだったのに、またしばらく腐くされ縁が続きそうですね」

「……クックック。で、どうします？　あれ」

　アイリは嬉き々きとして舞ぶ台たいを指差す。

　おひねりで滑り倒たおれたせいで全すべての間合いが狂くるった。西南のショックバトンは、突とつ進しんして来た静竜のズボンに突き刺ささり、ショックバトンは運悪く動作異常を起こして過か剰じような震しん動どう衝しよう撃げきを発生させた。結果、静竜のズボンと下着の布地を分解してしまったのだ。つまり静竜の下半身はボロボロになった布きれが申し訳程度に張り付いた状態なのである。

「地球の相撲すもうって競技では、身に着けている着衣が脱ぬげたら負けですけどね」

「……仕方ないわね。静竜殿の負けでいいんじゃないかしら？　どちらにしろ、本人も戦意喪そう失しつしているみたいだし」

　　　　×　×　×

　静竜はその場で思考がフリーズ状態で、一歩も動けないままだ。さすがの能天気の天才でも大群衆の見守る中、下半身を半露ろ出しゆつする羞しゆう恥ちには耐たえ切れなかったのだ。

「ギャ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ハハハハッ！　ア[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ハハハハハハ！」

　静竜の無様さと西南のオロオロした表情を見て、雨音は大爆笑をしてる。玉蓮は平然としているが、他ほかの女性達は目を閉じて嫌いやそうに顔を背そむけていた。

『救護班！　汚お物ぶつ処理班でも、危険物処理班でもいいですから、あの物体を早く処理して下さ[image: ～][image: ～][image: ～]いっ！』

　アナウンサーの悲鳴のような声に、壇だん上じようにはＧＰの清せい掃そう班から救護班、爆ばく弾だん処理のチームまでがわらわらと集まり、静竜を袋ふくろ叩だたきにした挙げ句、高密度密みつ封ぷうの小型装そう甲こうコンテナに静竜を押し込み、乱暴に運び去ったのである。

『この勝負、山田西南殿の勝ちとします！』

　関かん西さいの舞台コメディーのようなオチだ。瀬戸のアナウンスと共に、観客から凄すさまじい大だい歓かん声せいと爆笑と拍手が巻き起こり、決けつ闘とうは終しゆう了りようしたのであった。




　西南と静竜の戦いを中ちゆう継けいしていたモニターには『お見苦しい映像を放映した事をお詫わびします』のテロップが映っていた。

「何と下らん茶番なのだ！」

　泰たい馬まは苛いら立だたしげに円えん卓たくを力任せに叩いた。

「樹雷の鬼おに姫ひめが、我が物顔で……。だがその尻しり馬うまに乗ってこんな茶番に荷か担たんする、ＧＰやアカデミーの連中にも困ったものだ」

　と言いつつ、周りの幹部達は失しつ笑しようをしている。

「だからこそ、我等が先頭に立つべきなのだ！　それを……」

「まあまあ、物は考えようだ。これで幸こう運うん艦かんの脅きよう威いも一気に解決した。もう、ただの一学生にあの船は過ぎたオモチャでしかない」

「ふむ、そうだな……ならば」

　ＧＰに対する怒いかりも、目的に近付いたのなら別だ。その口元が、愉たのしげに歪ゆがむ。

「あるべき所に送り、代わりに必要な物を得るのが道理だな……それでもう一つの荷物の手配はどうなのだ？」

「こちらはもう少し時間がかかる。何しろ守蛇怪の問題がこうもあっさり急展開するとは思わなかったのでな。それに美み守かみに気取られぬよう念を入れたからな」

「ダイダロスの改装プランは既すでに完成しておる。アカデミーから提供が許されておる技術は高機能だが、設計思想が学者の独り善よがりになりがちだ。その点、ダイダロスの優すぐれた実戦汎はん用よう性と基本設計があれば樹雷とも戦える船が出来る。そこに守蛇怪の技術を上乗せ出来れば、皇おう家けの船とて恐おそるるに足りぬ！」

「プラントを手に入れ次し第だい、試作艦を軍の新型艦としてお披ひ露ろ目めをし、タラントから提供される敵対海かい賊ぞくギルドの情報を元に一大殲せん滅めつ戦を仕掛ける」

「タラントはその残党を集めギルドを組織し、連盟の新たな脅威となる……」

「念を押すようですが、奴が守蛇怪を大量生産しないという保証はあるのですか？」

　それまで黙だまっていた吟鍛なきたは自身の懸け念ねんを口にした。

「フン！　ダイダロスを見ろ。あれは大量生産を前提とした汎はん用よう艦かんにも拘かかわらず、奴はそれを自身の艦にしか使用していない。それは他者が同じ力を持つ事を恐れているからだ。守蛇怪とて同じ事だ」

　気分の良い所へ口を挟はさまれ、泰馬は少し不ふ機き嫌げんそうだ。

「左様。小心者にありがちな自己保身だ。高価なオモチャを他人が持つ事を良しとしない我わが儘ままな男だ。それを他に漏もらすような真似まねはせんよ。後は、守蛇怪が奪うばわれた様に見せる手て筈はずだが？」

「海賊に偽ぎ装そうした艦隊の準備は整っています」

　軍が守蛇怪を輸送中に海賊達に奪だつ取しゆされるという筋書きだ。ありきたりだが、よくある話でもある。

「いや、待て！　お前に守蛇怪を奪取されたという、汚お名めいを被かぶって貰もらう予定だったが、この時期、我が軍の汚点になる様な行こう為いは避さけた方がよい」

「しかし……」

「それよりもタラントから面おも白しろい情報を手に入れたのだ」

　泰馬は自じ慢まんげにモニターを起動した。

「こいつは確か、アイリの秘書？　確か現在は守蛇怪のクルーとなっているが……」

「こっ！　これは、リョーコ・バルタ!?」

　幹部達は驚おどろいてモニターを凝ぎよう視しした。そこに映っていたのは、エルマからリョーコへと変身する過程を隠かくし撮どりした映像だった。

「リョーコは変身能力を持ったダ・ルマーギルドのスパイだ。だがその正体を知られ、保身の為ため、アカデミーに寝ね返がえったのだ」

「……なるほど。そしてもう一度アカデミーを裏切るという事だな？」

「守蛇怪のクルーの中にスパイが居たのでは、たとえ軍が守蛇怪を奪われたとしても、不ふ可か抗こう力りよくとしか言いようがない……」

「そのスパイを自身の秘書にしていた上、スパイと知りつつ守蛇怪のクルーにもしていたとなれば、アイリや美守も……フフフフ」

　泰馬達は満足げな笑えみを浮うかべていた。たとえそれが真実ではないにしろ、それを事実無根とするのは難しいし、泰馬達の筋書きを信じる方が都合の良い者も銀河連盟内には大勢居る。自身の権力欲よくの為に、状じよう況きようが見えなくなる者は多いのだ。

「師父殿の跡あと継つぎに相応ふさわしいのは儂わしなのだ！」







「おのれっ！　おのれ山田西南ぁ！　この私にこんな屈くつ辱じよくを……」

「……も、もういい加減に諦あきらめたらどうだ？」

　真っ赤になって怒おこる静竜を見ながら、コマチは笑い出しそうなのを堪こらえていた。

「お前はそれでいいのか!?　社長を取り返し、ギルドを復活させようという気き概がいは無いのか？」

「……さっきダ・ルマー様と面会をして来た」

「何ッ!?」

「もうギルドの再興をする気は無いそうだ。ダ・ルマー様にとっての全てであったダイ・ダ・ルマーが失われた時、終しゆう焉えんの悲しみと共に執しゆう着ちやくを無くした身軽さも感じたそうだ。どちらにしろ次代へ道を譲ゆずり、ご自身はまた別の何かを探すと仰おつしやっていたよ」

「それでも！……それでも私は諦めん」

　静竜は拳こぶしを握にぎり天を仰あおいだ。

「……格好つけるなら、とりあえず着き替がえてからにしたらどうだ？」

　とりあえず下半身にバスタオルを巻いているものの、レセプシーの出張売店で買った舞貴妃の等身大バスタオルでは緊きん張ちよう感かんも何も無い。

「ええい！　水を差すなっ！　私にはまだ運うん呼こがある！　運呼がある限り、私はダ・ルマー出向、天南静竜なのだっ！」

　と、その時、静竜をコールする音が響ひびき、起動したモニターにバリーの姿が映し出された。

『ああよかった！　ようやく繫つながった。すみません、通信規制がされていて連れん絡らくが遅れました』

「おお！　丁度いい。今運呼の話をしていた所だ。すぐさま運呼の出航準備をして私の帰りを待て！」

『いえ、それが……』

「!?　おいアランはどうした？」

　コマチはバリーの表情で異変を察した。本来であれば責任者であるアランが映っている筈はずなのだが、コーンは居るもののアランの姿が無い。

『何をどうしたのか分かりませんが、アランが首輪を外してレセプシーのカジノで大負けをして、そのまま行方ゆくえ不明になったんです』

「!?……ちょっと、待て！　カジノで大負けだと？　幸運艦はどうした!?」

『……借金の形かたに所有権が他の人の物になりました』

「くっ！……あのバカがっ！」

　コマチは自身の予想が最悪の状態で現実になった事を知り、怒りに拳を震ふるわせた。

「それでレセプシー側は黙ってそれを許したのか!?」

『レセプシー内のカジノでの勝負なので、賭かけは正当なものとして認められていて、正式な書類もありましたので……』

「……そうか……分かった」

　意外とコマチはすぐに冷静さを取り戻もどした。もともとアランを不安視していた上、ダ・ルマーがギルド再建を拒きよ否ひした事もあり、幸運艦にさほどの執着が無かったのだ。

「だがお前達はどうしたんだ？　幸運艦に縛しばられている筈だろ？」

『新しい持ち主が借金を肩かた代がわりしてくれて、今、その人の手伝いをしてます。他のクルーも雇こ用ようしていただきました』

「そうか……雇やとい主ぬしは、まともな給料を払はらってくれそうなのか？」

『はい。公式契けい約やく書しよも結んでいただいて……さすがに給料は少し安いのですが、他の待たい遇ぐう面では悪くない感じです』

「……そうか。良かったな」

　部下の行く末に不安が無くなったコマチの表情が緩ゆるむ。

『申し訳ありません……俺達がもっとしっかりしていれば……』

「気にするな。こちらは私が何とかするから、お前達はそっちで頑がん張ばるといい」

『はい。いろいろとお世話になりました！』

　バリーとコーンはコマチの思いやりに少し涙なみだぐみつつ、最敬礼をして通信を切った。

「……という訳だ。聞いていたな？」

　振ふり返ったコマチが見たものは、真っ白になって燃え尽つきたような静竜の姿だった。

「……終わった……何もかも」

　そう呟つぶやくと静竜は崩くずれ落ちるようにソファーに座り込んだのである。








９「日常・嵐あらしの前の静けさ」









　ダ・ルマーギルドとの戦いが一区切り着いた所で、西せい南なは本来のＧＰアカデミーの学業に戻っていた。今日は宅急便課・荷物選別所での研修である。

「何か、こういうの久しぶりだなぁ」

「海賊相手に大活かつ躍やくをしていた西南には、こんな作業は物足りないんじゃないか？」

「どっちも大事な仕事だよ。それに正直、こっちの方がホッとするよ」

　そう言いながら西南はにこやかに、ベルトコンベアに流れてくる荷物にハンコを押して行く。

「あっ、これ間ま違ちがいだ」

　違う配達区域の荷物が紛まぎれている事に気付いた西南は、コンベアを一時停止させ、その荷物を別のルートに移動させようとした。だがコンベアは停止しないまま荷物は西南の目の前を流れて行く。

「あ、それはそっちじゃ……！」

　と、慌あわてて取ろうとするが、袖そでがコンベアの端はしに引っかかり、西南はそのままトンネルの中へと引きずり込まれて行く。

「せっ、西南君!?」

「何でセンサーに引っ掛かからないんだ!?　コンベアを止めろ！　非常停止だ！」

　騒さわぎに気付いた監かん督とく官が慌てて緊きん急きゆう停止をかけ、西南はトンネルへ身体からだ半分引きずり込まれた所で難を逃のがれたのだった。

「やれやれ。働く場所がどこでも、運が悪いのは変わらないんだな」

「ですね」

　ケネスとラジャウは安心したように笑った。




　ＧＰアカデミー理事長室ではアイリと吟鍛なきたが向かい合って座っていた。

「……で、ご用件とは？」

「もちろん守かみ蛇だ怪けの処しよ遇ぐうについてです。単刀直入に申しますと、守蛇怪活躍の場を、ぜひとも今度はＧＰ軍で……と思いましてね。最大ギルドのダ・ルマーギルドを壊かい滅めつさせた以上、海賊間の主導権争いも激化するでしょうし、より武装強化を図はかって過激な行動に出る連中も台頭して来る。幸こう運うん艦かんによる被ひ害がいも回復させなければならない現在、ＧＰはそちらに注力しなければならないのでしょう？」

「そこで軍の出番、ですか」

「海かい賊ぞく討とう伐ばつは本来、我々の仕事ですからね」

「この際、海賊を徹てつ底てい的てきに叩たたきたい……と？　しかし銀河連盟の決定では、あまり追い詰つめる事はしないと……」

「ならば尚なお更さら、連中を監かん視しする番犬が必要です。守蛇怪と軍が睨にらみを利きかせば、連中もおいそれとは動けないでしょうからね」

「とはいえ、あの船は少々扱あつかい辛づらい所がありましてねえ……軍の行動向きとは言えないんですよ」

「その判断は我々がする事です」

　吟鍛は静かに、しかし断固とした口調で言った。

「……なるほど」

　　　　×　×　×

「よくこの程度ですんだわね。普ふ通つうならもっと大おお怪け我がしてるところよ」

　医務室で西南は女医に手当てを受けていた。

「はは……慣れてますから……!?」

「さすがは、ダ・ルマーを壊滅させた人、ってところかしら？」

　と、女医の手が西南の手を妖あやしく握り身体をすり寄せて来た。よく見ると気合いの入った化け粧しようをして胸むな元もとが広く開いた扇せん情じよう的な姿だ。確か以前、研修があった時にも見かけた人だが、その時はもっと地味な格好だった筈だ。霧きり恋こ達に比べれば少々地味だが、意志の強い目をした魅み力りよく的な人だ。

「あ、あの……？」

「ねえ西南君は年上は嫌きらい？　私なら怪け我がをしてもすぐに治してあげられるわよ、付きっきりで看病もしてあげられるわ」

「あっ、ありがとうございました。また何かあったらお世話になります！」

「あん！　ちょっと、西南君！」

　ガッシリと手を摑つかみ胸をすり寄せて引き留める女医を振り切り、西南は廊ろう下かに飛び出した。そこにはニヤニヤと西南を見ているケネスとラジャウが居た。

「いやあモテモテだねぇ、西南君」

「ケネスッ！　ラジャウも見てたのなら助けてくれたって……」

「西南君はＧＰの期待の星。将来有望の人材ですから、これから先、上手うまいあしらい方を覚えないと大変ですよ」
















「そうそう！　俺達がいつでも助けられるとは限らないしな」

「今そばは傍に居たんだろ？」

「下手に介かい入にゆうして女性隊員に嫌われたくないですからね。特に女医さんはいろいろとお世話になる方ですから」

「そうそう！　回り回って、ミランダ先せん輩ぱいの所に文句が行っても困りものだしな」

　あの再会以来、ケネス達は頻ひん繁ぱんにミランダ達と連絡を取っていたのだ。

「……有り難がたい友情だよ」

「首筋にキスマーク付けてる奴やつに言われたくないよなぁ……。だいたいクラスのみんなに俺達が決けつ闘とう場の控ひかえ室で見た事をありのまま話したら、もっと大変なんだぞ」

「その通りです！　だいたい霧恋先生達と『イムイム』に行った事を僕達に黙だまっているなんて酷ひどいんじゃありませんか？」

「ケネス達も連れて行きたいとは言ったんだよ。でも定員の問題もあって、守蛇怪のクルーが呼べる人が一人ずつ位だったんだ。だから今回は無しって事にしたんだよ。だいたいケネス達は研修中だったし、どっちにしろ呼んでも来られなかっただろ？」

「くそぉ[image: ～][image: ～]！　向こうじゃロクな事が無かったしなぁ……」

　地球の出張所では覗のぞきが不発に終わっていた。

「まあいいですけどね。呼ばれたら呼ばれたで、瀬せ戸と様と一いつ緒しよでは緊きん張ちようでせっかくのイムイムも楽しめそうにありませんですしね」

「……そう、だよね」

　西南は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。クラスのみんなも瀬戸が一緒だと知って、西南への怒いかりを解いた位だ。

「ただしです！　イムイムには玉ぎよく蓮れんさん達も一緒で、しかも西南君に並々ならぬ感情を抱いだいているとなったら、クラス中を敵に回す事になりますよ」

「そうそう。それを黙っていてやってるんだから、少しは苦労をするんだな」

「……そ、そうだね。了りよう解かい、頑張ります」

　ケネス達もミランダの事が無ければ敵に回っていた事だろう。それを考えればいつもの運の悪さに、女性項こう目もくがちょっとだけ増えるのも仕方がない。

　　　　×　×　×

「……つまりもう決定事項、という事ですか？」

「上からの命令とあれば、仕方ありませんよ。お互たがい宮仕えの身ですからね。……それに守蛇怪の任務内容は囮おとり部門の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしていると思いますがね」

　結局、守蛇怪は海賊との戦せん闘とうが前提となり、他ほかの囮部隊との連れん携けいが出来ないのだ。その為ためにいつも単独行動となっている。

「とはいえ、艦長の山やま田だ西南はまだ学生の身ですし。守蛇怪はまだ未熟な状態です」

「だからこそ、早い内の教育が必要ではありませんか？　もっとも戦闘経験は並の軍隊よりありますから、練兵に使いたい位ですよ」

「……まあ正論ですわね」

　ダイ・ダ・ルマー艦隊と戦って勝った守蛇怪の力は驚きよう異い的だ。個人の判断で動くには、影えい響きようが大き過ぎる。だからこそ組織に在ざい籍せきする以上、命令の厳守は重要なのである。とは言え自由なアカデミーの人間であるアイリは少々不満げだ。

「確かに守蛇怪の力は使い方を誤れば危険です。けれどそれは使う本人にだけでなく、使う側にも言える事ですよ」

　守蛇怪の暴走も危険だが、トップの暴走もまた同じ事が言える。アイリは少し嫌いやみな口調で言った。

「我々とて貴女あなたと不必要な対立をしたい訳ではありません。守蛇怪の運用に関しては、そちらともご相談の上で運用するつもりです。ですから今日は事前にご挨あい拶さつをと思いましてね」

「それはご丁てい寧ねいに」

「明日にでも銀河連盟から正式な通知が届くと思いますので、その時は宜よろしくお願いします」

「分かりました」

　軍人らしいキビキビとした動きで立ち上がり、アイリと、我関せずといった感じで終始無言でお茶をすすっていた美み守かみに敬礼をすると、吟鍛は転送ゲートへと向かった。

「……ついに来ましたね」

　吟鍛が転送されたのを見計らい、美守は溜息を吐くように言った。

　　　　×　×　×

「なぜです!?」

　雨あま音ねはテーブルをドンと力任せに叩いた。

　理事長室の執しつ務む部屋の階下にある、アイリのプライベートハウスに、霧恋達は呼び出されていた。ここは理事長としての公務ではない、半分プライベートでありながら、それでも政治的に重要な話をする時に使うのだ。

「どうして守蛇怪を軍に渡わたさなきゃいけないんです!?」

「書類は正式なものよ。これを出されたら何も反論できないわ」

　雨音達の目の前には、モニターだけではなく、紙に刷られ手書きでサインの入れられた命令書も置かれている。

「……クッ！」

　雨音は拗すねたように、ドスンとソファーに腰こしを下ろした。

「しかし、守蛇怪には瑞みず輝きが……」

　雨音と入れ替かわるように霧恋が身を乗り出す。

「転属は守蛇怪のみ、個人所有の皇おう家けの船まで渡す訳ないでしょ」

「だったら、守蛇怪だって西南の所有だ！　あれは鷲羽わしゆう様から譲ゆずり受けたもので……」

「残念だけど、そうじゃないの」

「どういう事です!?」

　全員が一いつ斉せいにアイリを見た。

「樹じゆ雷らい星で行った機体登録に不備があってね、現守蛇怪は前の機体の改装艦扱い……つまりは、ＧＰ所有の船って事になっているの」

「そんな!?」

「色々と就航時にトラブルもあったから、そのせいでしょうね」

「クッ！　あの時確かく認にんをしておけば！」

　霧恋は自分の迂う闊かつさを悔くいた。

「……では、すぐに名義変へん更こうの手続きを！」

「だとしても、すぐには認められないでしょうね。それに守蛇怪が前機体の改装体では無いと証明をするのは難しいわ」

「前機体の廃はい棄き記録や調査データを見せれば……」

「あれは樹雷の次期主戦力になる艦かんなんだから、極ごく秘ひ扱いなの。軍に見せる訳にはいかないのよ」

「福ふくちゃんはどうなさるおつもりですか？　西南お兄ちゃん以外の人のコントロールなんて受け入れるとは思えません」

　霧恋達が反対する一番の理由がそこだ。軍というのは正確に動く部品となる事を強要する所である。守蛇怪が軍属となれば、以前、霧恋達がサブコントロールシステムを構築した時以上に機械的な対応をされるのだ。もちろん福が精神的に成熟した後ならば、それでも構わないであろうが、今の幼い福にそれは酷こくというものだ。まだ幼よう稚ち園えん児じを軍に入れようとするようなものだ。それに軍に転属した後で、万が一、以前のように逃にげ出せば今度は脱だつ走そうの罪に問われる。

「軍に引き渡すのは船体のみよ。実戦は霧恋ちゃん達が構築したサブコントロールを使うか、福ちゃん込こみの西南君達のチームが召しよう集しゆうされるでしょうね」

「……もしかして」

　アイリ達の対応に霧恋は違い和わ感かんを感じ始めていた。

「……守蛇怪の調査が目的なのですか？　それも軍だけでなく銀河連盟もＧＰも、樹雷もそうです。全員が示し合わせているのではありませんか？」

「どういう事？　霧恋」

　雨音は気色ばんで霧恋を見た。

「守蛇怪は鷲羽様が造ったのはここに居る全員が知っているわ。でも鷲羽様生存はまだ公表されてはいない。つまり守蛇怪自体、誰だれが造ったかは明確にされていないわ」

　霧恋はそう言いながらアイリを見た。

「まあ、本来は個人所有の船だから、それをどこから手に入れたかは問われないわね」

　アイリは楽しげに霧恋の問答に応じた。

「でもダイ・ダ・ルマー戦で見せた途と轍てつもない戦闘力……その出所を、というよりそれがどうやって造られたか知りたいと思うのは当然ですよね」

「樹雷の皇家の船に匹ひつ敵てきするような力だもの、当然だわ」

「でも皇家の船は樹雷の秘ひ匿とくで手が出せない……しかし守蛇怪はＧＰの所有」

「となると……調べて技術を共有したいと思うのは当然だわ」

「でも霧恋さん。それなら樹雷でだってアイリ様の所でも調べられるし、今までもその機会はあったんじゃないの？」

　黙って聞いていたネージュが口を挟はさむ。

「それは……」

「みんなしてそんなに怖こわい顔しないの」

　睨にらみ付けるような目の霧恋達に、それまで黙って聞いていた瀬戸が溜息を吐いた。

「霧恋ちゃんの推察通り、守蛇怪の調査が一番の目的よ。何しろダイ・ダ・ルマー戦であんな力を見せちゃったんだから当然でしょう？」

「だったらこんな遠回りな事をしなくても！」

「樹雷で守蛇怪を調べるのは論外よ。ただでさえ皇家の船を有する樹雷は、連盟のパワーバランスを著いちじるしく害する存在。その上に守蛇怪の技術も独どく占せんしてしまったら大変だわ。守蛇怪の技術公開はもちろん、下手をすれば皇家の樹きだって共有化するように求められるでしょうね。現に今だってその話は事ある毎ごとに議題に上るもの」

　もちろんその度たびに樹雷はその要よう請せいを半分恫どう喝かつに近い形で却きやつ下かしている。皇家の樹は意志を持ち、少なくとも樹雷では人権を持つ存在だ。その皇家の樹自身が情報公開と共有化を拒きよ否ひしているとなれば、無理強じいなどは出来ない、という理由だ。半分恫喝なのは、皇家の樹が途轍もない力を持っている故ゆえ、そのような暴挙に対して皇家の船が反乱を起こせば、銀河連盟を滅めつ亡ぼうさせる事も可能だという事だ。皇家の樹は本来、樹雷の先住民族であり、使し役えきするモノでは無いのだ。

「アカデミーも問題があるわ」

　次に話し始めたのはアイリだ。

「鷲羽様の技術ってとんでもない火薬庫なんだもの。その技術を知りたくて多くの連中が……それこそピラニアのようにやって来るでしょうね。調査は大がかりな共同チームを結成する事になるし、主導権を誰が執とるかでも大おお揉もめだわ。となると強力なスポンサーが居てくれた方がまとまり易やすいのよ」

「なるほど……当然、世せ二に我わと他の国主導では問題になるって事ね」

　雨音はチラッと美守の方を見た。美守は無言のまま微笑ほほえんでその意見を肯こう定ていした。

「……でもそれなら銀河連盟主導でいいんじゃないんですか？」

「そうなんだけどね……今の銀河連盟の首脳連中って、ほぼ全員、鷲羽様に酷ひどいトラウマがあるのよ」

　アイリは視線を逸そらし、苦く笑しよう顔だ。

「なるほど……贈ぞう答とう品を持ち主から取り上げて無理矢理調べようというのですから、それは確かに主導的な立場にはなりたくはないでしょうね」

　もしそれが噂うわさ通りに鷲羽の手による物であれば、仕返しが恐おそろしいのだ。

「触さわらぬ神に祟たたり無し、って事ですね」

「人の物を取り上げるって自覚はあるんだ……つまりジョーカーの押し付け合いをして最後に軍が引いたという事ッスか……」

「猿さる蟹かに合戦の猿よ。柿かきを育てる苦労はしたくないけれど、成った実は欲ほしいのよ」

　霧恋は吐はき捨てるように言った。

「それだけの価値のある船だという事よ。そしてそれを証明したのは他ほかならぬ西南殿どのと貴女達なのよ。まあこれで皇家の船の行動規制が緩かん和わされれば言う事無しね」

「福ちゃんを政治の道具に使うのですか!?」

「そうよ。私はそういう立場の人間だもの」

　瀬戸はあくまでも冷静にそう言い放った。

「!!　アイリ様！　アイリ様は以前、福ちゃんは鷲羽様の娘むすめさんだって……そうおっしゃって……」

「無む駄だよ。これは命令なんでしょ……アイリ様？」

　ネージュは立ち上がろうとした霧恋を制するように言った。

「そうよ」

　予想通りとはいえ、その明確な答えに霧恋達は少なからずショックを受けた。

「そんなやり方って……あるのかよ！」

「瑞輝ユニットを分ぶん離りし次し第だい、守蛇怪は移送します。すぐに作業にかかりなさい」

　雨音の言葉を遮さえぎるようにアイリは命令を下した。

「……分かりました」

　霧恋はキッと瀬戸達を睨み、部屋を出て行った。

「おい、待てよ！　あたしも行く！」

　霧恋を追いかけた雨音達以外、部屋に残ったのはネージュだけだ。

「瀬戸様……私も政治のなんたるかは多少なりとも分かっているつもりです。でも今は個人、ネージュとして行動したいと思います」

「霧恋ちゃん達の事、よろしくね」

　きつい表情を和やわらげ、瀬戸はネージュに頭を下げた。

　　　　×　×　×

　霧恋達はすぐさま珀はく蓮れん達と共に、守蛇怪を格納しているアイリのドックで、瑞輝ユニットの取り外しと守蛇怪の登録作業を平行して行い始めた。

「守蛇怪の亜あ空間居住区並びに倉庫の、瑞輝様への転移を完かん了りようしました……しかし公用の居住区も外して良かったのでしょうか？」

「置いてある私物を片付ける余よ裕ゆうは無いわ。もし向こうが宿しゆく泊はく施し設せつが必要だというのだったら、自分達で設置すればいい事よ」

「……そうですね」

　さすがに少々乱暴な意見ではあるが、この件で怒おこっている霧恋の気持ちも理解出来る。珀蓮達はそれ以上何も言わずに肯うなずいた。

「とにかく軍が来るまでの間に、サブシステムでのコントロールを出来るだけ向上させておきましょう。時間を稼かせがないと」

　福が居なくてもそれなりのパフォーマンスを発揮出来れば、すぐに福を調べようとは考えない筈はずだ。どちらにしろ守蛇怪はそう簡単に解かい析せき出来るような物では無い。

「守蛇怪の名義変更の方はどう？」

「鷲羽様に教えていただいた方法のおかげで……完了！　申しん請せいが受理されました！」

　火か煉れんの報告に全員から安あん堵どのため息が漏もれた。

「申請の許きよ諾だくと登録の書き換かえまではどれ位かかるの？」

「予定時刻は……三十六時間後です」

「そんな!?　時間がかかりすぎじゃない？」

「恐らく時間稼ぎをされているんだと思うわ」

　ギリッと、霧恋は悔くやしそうに歯は嚙がみをした。

　　　　×　×　×

「あらあら、もう登録申請が通ってしまいましたね、ホホホ」

　霧恋達の行動を監かん視ししていた美守は楽しそうだ。それはまるで子供の悪戯いたずらを見守る母親のようである。

「もう、鷲羽ちゃんったら、西南殿には甘いんだから」

「最高度ランクのパテント使用許可証明をしちゃったら、さすがに個人所有だと認めなきゃなりませんからね」

　どんな製品にも、使用されたパテントのリストがタグに登録されて埋うめ込まれている。そのタグにアクセスコード、開示コードを打ち込めばどのようなパテントが使用されているか分かり、それの使用許可が誰に下りているかをチェックすれば、それが西南の個人所有の物だという確固たる証しよう拠こになるのだ。

「しかも証明に使われたパテントは守蛇怪のみに使用され、それが西南君にのみ使用許可が下りているとなれば、まあ、否定する方が無理ってものですよ」

「ふふふ……これで向こうさんも動きを早めざるを得なくなったでしょうね」

「……それにしても霧恋ちゃん、頑がん張ばりますよね。無駄な抵てい抗こうだって本当は分かっているでしょうに」

「いいんじゃありませんか……瀬戸様みたいな根こん性じよう悪の老ろう獪かいクソババアになるのはもっとず[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと先で構いませんでしょう？　ホホホ」

「フンッだ！　代わりに誰か悪者役をしてくれるなら、私だって西南殿と福ちゃんを庇かばう方に回るわよ」

　瀬戸はむくれ顔でそっぽを向いた。

「その割には楽しそうに見えますけどね」

　アイリは独り言のようにボソッと突つっ込んだ。

「貴女あなた達も悪党の一味なんですからね。それよりアイリちゃんはうまく時間稼ぎをね。タイミングを間ま違ちがえちゃったら、効果半減なんだから」

「了解、ボス」

　何だかんだ言いつつ、全員ノリノリで新人をいびるお局つぼねと化していた。

　　　　×　×　×

「こうなったら事務処理コンピューターにアクセスして処理順位を変えましょう」

「立派な不法アクセスですよ？」

「無理強じいはしないわ」

　エルマはスッと、リョーコの姿に変わり。

「忘れたの？　私は海かい賊ぞくですよ」

　ニッコリと微笑むとアクセス作業を始めた。

　　　　×　×　×

「おおっと！　来た来た。予想通りね」

「あまり虐いじめちゃダメよ。思い余って表立った実力行動に出られたら面めん倒どうだからね。それから水みな穂ほちゃんも準備はいい？」

『配置は完了、いつでも動けます』

「判明した座標に守蛇怪が運び込まれたら、そこがタラントの本ほん拠きよに間違いないわ。上手うまくタイミングを計って一いつ斉せい長ちよう距きよ離りジャンプで強きよう襲しゆう。第一目的は美み希き・シュタインベックの救出とタラントの身み柄がら拘こう束そく。守蛇怪は回収が難しければ最悪、破は壊かいも許可します。気合いを入れて頑張りなさい！」

『分かっています！　これが失敗したら、西南君達から悪者認定されるのですから頑張りますよ！』

　水穂はムッとした様に通信を切った。

「あの子……何を怒ってるんでしょう？　瀬戸様から無茶振ぶりをされるのはいつもの事なのに？」

「兼かね光みつ殿が地じ雷らいを踏ふんじゃったのよ。魅み影かげちゃんの結けつ婚こんを心配するより水穂ちゃんの方が先だろ、なんて夕ゆう咲ざきに言って……それが回り回ってね」

「あれまあ……あの子も清きよ音ね位に図ずう々ずうしければ、もっと楽だったんでしょうけどねぇ」

　何だかんだと言いつつ、難しい立場で生まれて来た水穂は、自分の意見を押し殺す傾けい向こうがある。

「……この件が決着したら、阿あ主ず沙さ殿やら遥よう照しよう殿を交えて、あの子の結婚問題を真しん剣けんに考えましょう」

「ホホホ、瀬戸様のようになっても困りものですものね」

　水穂は既すでに彼氏居ない歴約七百年。これ以上、婚こん期きが延びればたとえ瀬戸のお守もりというババを引いたとはいえ、樹雷柾まさ木き家の姫ひめとしては体てい裁さいが良くないのだ。

　　　　×　×　×

「……で？　船体登録は変へん更こうできたの？」

「ダメ……。アイリ様が邪じや魔ましてるんだわ」

　雨音の問いに霧恋は疲つかれた様子で椅い子すにもたれ掛かかった。

「でも二日程ほどすれば名義変更も終わって、こちらに返へん却きやくしなきゃならなくなるんだからいいんじゃない？」

「そこまで楽観は出来ないわよ。すぐに返却されるかどうか疑問だし、下手をすればそのまま没ぼつ収しゆうという可能性だってあるわ」

「まさか!?　さすがにそれは考え過ぎじゃない？」

「任意提出、という形で押し切られるわよ。どちらにしろ、ある程度は調査が進まないと返却はされないと考えるべきね……」

　霧恋は小さく溜ため息いきを吐つき、ふと辺りを見回した。

「そう言えば姿を見ないようだけれど、ネージュ様と福ちゃんは？」

「ここでいつまでも待たせるのも何だし、西南が休きゆう暇かで戻もどって来るから、火煉と一いつ緒しよに私の家に戻したわ」

「そうだったわね。……西南ちゃんにこの状じよう況きようを何て説明すれば……」

　霧恋が頭を抱かかえたその時、

「霧恋様！　軍が」

　外部モニターにはドックの周りに次々と軍ぐん艦かんがジャンプアウトして来る様子が映し出され、僅わずかの間にすっかり周囲を包囲されたのだ。

『本日付をもってＧＰ所属、守蛇怪をＧＰ軍が接収する。速すみやかに引き渡わたすように』

　通信して来た士官は銀河連盟発行の書類を表示した。

『尚なお、守蛇怪のクルーは作業終しゆう了りようまで我等の監視下に置かれる。その場に待機し、動かないように』

　と、すぐさま降下部隊がコントロールルームになだれ込んで来て、霧恋達に銃じゆうを向けたのだった。

「おいっ！　どういうつもりだ!?」

「動くなっ！　抵抗すれば射殺も許可されている」

　銃口はピタリと霧恋達に向けられたままだ。

「守蛇怪の接収にしては少し乱暴ではありませんか!?」

「船体登録コンピューターへの不法アクセス、と言えばお分かりかね？」

「!?」

　士官の言葉に霧恋達は言葉を失った。

「守蛇怪接収に対する抵抗さえしなければ、こちらも手て荒あらな事をしなくて済む」




　雨音のペントハウスに帰宅したネージュは、福を抱だっこしてテラスへ出た。潮風が心地ここち良く、このまま眠ねむってしまいそうだ。

「ふああ[image: ～][image: ～]っ……」

　大きな欠伸あくびをして眠気を紛まぎらわす。

「もうすぐお兄ちゃんが帰って来るからね」

「ミャア？」

　と、福はぴくりと反応して庭の方に顔を向け、そこに転がっているニンジンに気がついた。

「ミャア[image: ～][image: ～]……！」

　ネージュの腕うでから飛び出し福はニンジンに向かって駆かけ出す。

「ダメッ！　福ちゃん！」

　すぐさま不自然さを感じたネージュは福を呼び止めたが、次の瞬しゆん間かん、福の周囲一メートル程が時間凍とう結けつの結界に包まれた。

（まずいっ！）

　咄とつ嗟さに身を前に投げ出したネージュの首筋辺りに、何かが通った風圧と軽いショックを感じた。それが自分を気絶させようとした攻こう撃げきである事を瞬間的に感じたものの、それ以上ネージュにはどうしようもない。だがその僅かな行為がその後の展開に大きなアドバンテージを与あたえる結果になったのだ。

「ネージュ様！」

　すぐさま異変を感じて駆け付けた火煉は、そこに空間迷めい彩さいで潜ひそむ敵を感知し、間かん髪ぱつ入れずに攻撃をした。

「グハッ！」

　二人程を力任せに悶もん絶ぜつさせたものの、

『動くな！』

　迷彩を解いた敵の銃口がネージュに向けられているのを確かく認にんした火煉は、すぐさま抵抗を止めた。そして敵の打撃を後頭部に受けた火煉はその場に崩くずれ落ちた。

「山田西南が帰って来たぞ。檻おりの入り口を封ふう鎖さした。急ぎ撤てつ収しゆう！」

「クソったれが、この女！」

　だがその男は恐おそらく先程、火煉に悶絶させられた者なのだろう、苛いら立だたしげに火煉に銃口を向け引き金を引こうとした。

「そいつは鬼おに姫ひめの部下だぞ！　報復されたいか！」

「!?」

　いきり立っていた男は慌あわてて銃口を上げた。

『鬼姫の報復』とは一種の都市伝説だ。テロや非合法活動に対する、徹てつ底てい的てきな報復戦に対する恐きよう怖ふがそういった伝説を生み出しているのだ。何しろ情報収集能力では随ずい一いちといわれる瀬戸の情じよう報ほう網もうと、化け物じみた樹雷の闘とう士し達に殲せん滅めつさせられた組織は数限りない。たとえそれが連合側であろうとも、非合法で仕掛けて来る工作に関しては容よう赦しやは無い。だから非合法活動をする者達にとっては死に神のような存在なのだ。

　───ピンポーン。

　その時、玄げん関かんからチャイムの音と西南が入って来る気配が伝わり、男達はすぐさま福を連れて撤収を開始した。

　　　　×　×　×

　その少し前、西南はＮＢを連れて雨音の家へと向かうエレベーターに乗っていた。

「なんや旦だんさん、危険の無い仕事やのに傷だらけやなぁ」

「でも宅配事業って、誰だれかと争うって事が無い分、楽しいよ。久々の研修旅行でみんなとも一緒になれたし、色々な話も出来た」

「まあ確かに、旦さん、楽しそうやったからなぁ……!?」

　エレベーターがある地点を過ぎた時、ＮＢが言葉を切った。

「ん？　どうしたんだ？」

「無線封鎖の結界や！　上で何か起こっとる！」

　ＮＢの言葉にサッと西南は神経を研とぎ澄すます。

「旦さん、ヤバそうやで。引き返した方がええ」

「上にはネージュちゃんも居るんだぞ」

「せやけど……分かったわ。でも無理はあかんで」

　西南の真剣な表情を見てＮＢは説得を諦あきらめた。確かに一度引き返せば西南は安全だが、中に居るネージュ達は手て遅おくれになるかもしれないのだ。もちろんそれが逆効果を生む事もある。しかし西南に引き返すという選せん択たく肢しは無さそうだ。

「分かってる」

　だが西南もむやみに突とつ撃げきをするつもりなど無い。西南なりの卓たく越えつした経験が、その場に流れる空気感から、進む事を是ぜとしているのだ。それに西南には特別に持たされているガーディアンシステムもある。ただ戦せん闘とう用ではない為ため、戦いには不向きだが、身を守るには十分だ。

　様子を探さぐりつつエレベーターから降り、玄関へと近付く。

「警報関係が全部乗っ取られとるようやな。外へはダミーの信号が送られてる様や。ワイの通信システムも妨ぼう害がいされとる。これはただの相手とちゃうで」

　ＮＢは端たん末まつを壁かべに付けると微び細さいな震しん動どうから中の様子を調べ始めた。

「……なんやようない感じや」

　ＮＢが探知したのは火煉が倒たおされた音だ。

「！」

　西南は何かを感じたのだろう、咄嗟にインターフォンのスイッチを押した。

　───ピンポーン。

「……連中撤てつ退たいを始めたようや」

「行くぞ！」

　西南は玄関を開け滑すべり込むように中に入った。そして中の気配に危険な雰ふん囲い気きが無い事を感じ取ると、一気に物音にした方へと駆け出した。

「ネージュちゃん、火煉さん!?」

　そこで西南が見たものはネージュの傍かたわらに倒れている火煉だ。一瞬、その光景に血の気が引いた。

「大だい丈じよう夫ぶ、気絶しているだけ。それより福ちゃんが!?」

　ネージュが指差す空に僅かな揺ゆらぎが見える。それは空間迷彩で姿を消している飛ひ行こう艇ていだった。生体強化された視覚ですら、かなり注意深くなければ全く分からないものだ。恐らくネージュは教えられなければ気付かなかっただろう。

「火煉さんをお願い！」

「旦さん無茶したらあかん！」

　ＮＢが止める間も無く西南は脱だつ兎との如ごとく走り出した。そして階段を登った先にある、霧恋がアイリから借り受けている小型艇へと飛び込んだのだった。




　守蛇怪は軍によって移送されたものの、霧恋達の拘こう束そくは続いていた。しかもそれぞれが個々に別室に隔かく離りされ、軍の監かん視しを受けていた。

【火煉！　火煉！……駄だ目めだわ、まだ意識が戻らない】

　通常通信が封鎖された霧恋は、珀蓮達と秘話通信を行っていた。多少のノイズは入るものの聞き取りには不都合はない。

【霧恋様、瀬戸様とも連れん絡らくが付きません。どうやら秘話通信ネットワークからハブられているようです】

【雨音様の家からは異常信号は出ていませんが、恐らく通信封鎖と偽ぎ装そうがされているものと思います。マンションのエントランスとも連絡が取れません】

【完全に孤こ立りつさせられたわね】

【いかがなさいます？　私達だけであれば、ここから脱だつ出しゆつするのも可能ですが……】

【周り中が敵だというのなら、どうしようもないわ。それに私達が抵てい抗こうをすれば雨音はともかくリョーコは何をされるか……それにネージュと火煉の様子が分からない内は動けないわ】

【これは守蛇怪の調査以外に、何か裏がありますね】

　戦力を分断された上で拘束。情報が遮しや断だんされ、しかも霧恋達のやり口を熟知する瀬戸から監視された状態だ。全く隙すきが見み出いだせない状じよう況きようでは、さすがに霧恋達にもどうする事も出来ない。

【しばらく状況を見るしかないわ】




『瀬戸様！　雨音さんのマンションエントランスからです。軍に襲しゆう撃げきを受け、福ちゃんが連れ去られたようです』

　と、血相を変えた水みず穂ほから緊きん急きゆう通信が入った。

「チッ！　やってくれたわね。そんな事が出来るのは吟鍛殿どのの配下ね」

　この事態は、瀬戸にとっても少々意表を突つかれた事態だった。

『申し訳ありません。エントランス職員に軍のスパイが潜もぐり込んでいたようです。施し設せつの大半を使用不能にされたとの事です』

「吟鍛殿……そこまで頑がん張ばらなくてもいいのに……」

『福ちゃんだけでも取り戻もどしますか？』

　何しろ福を危険に晒さらすのだから、このまま見み逃のがせば西南達の反発は相当なモノだ。

「いいのよ。どうせ私は根こん性じよう悪の老ろう獪かいクソババアですもの」

　つまり今度の作戦による恨うらみ辛つらみは全部自分が被かぶるという事だ。

「その代わり、失敗は許されないわよ」

『了りよう解かい……ええっ!?』

「どうしたの？」

『雨音さんのマンションから小型艇が発進、目標を追いかけて行ったそうです。ネージュ様と火煉はその場に確認されましたから、乗っているのは西南君です』

「西南殿……そこまで頑張らなくてもいいのに」

　ガックリと肩かたを落とす瀬戸の元に、一つの秘話通信が入って来た。

【……………】

　通信は一瞬だったが、瀬戸の顔色が変わった。

「……そう。それで福ちゃんを」







　世二我本星。雪ゆき霞がすみの巨きよ木ぼくに囲まれたそこに鷲羽は居た。

　花びらが舞まい散る中、鷲羽の目の前には二メートル程ほどの黒いクリスタルの碑ひが浮うかんでいる。それは美み雲くもの遺体を封ふう印いんした物だったが、中は見えない。

「……なるほど。凪耶なじやにしては少々不ふ手て際ぎわだったね」

『事、技術面に関しては、タラントはアカデミーにかなり対たい抗こう意識を持っていたから、まさか哲てつ学がく士の手を借りようなどと思わなかったの。一応、予想の候補には在あったんだけれど……ごめんなさい。少し油断していたのは確かだわ』

「いきなりダ・ルマー壊かい滅めつまで行っちゃったから、後処理で人手が無くなったのも原因か……。或あるいはそれも西南殿の確率の偏かたより故ゆえか……まあ魎りよう皇おう鬼きはこちらで抑おさえておくから、後はそちらで何とかしてちょうだい。分かっているとは思うけれど、福に何かあれば庇かばい切れないわよ。私だって怒おこるしね」

『助かるわ。じゃあね』

　瀬戸の通信が切れ、鷲羽は大きく息を吐はいた。
















「……クックック。それにしてもＤｒクレーとはね……哲学士を連れ込むなんて正気の沙さ汰たじゃないよ」

「何やら騒さわがしくなってきましたね」

　と、後ろから声が聞こえ、鷲羽がゆっくりと振ふり向くと、そこにはあの美雲付きの看護師と、若い男が立っていた。

「ふふっ、それはお互たがい様だろ？」

　鷲羽の声には軽い怒ど気きが含ふくまれていた。そしてそれは若い男へと向けられていたのである。




　目標の小型艇を追って数分後、西南の乗る小型艇はアカデミー本星の衛星軌き道どう上に到とう達たつしていた。

「旦だんさんまずいで！　目標がジャンプする！」

「ＧＰに連絡は!?」

「したけど、目標艦かんは軍の演習艦らしゅうて、追うなって命令が来たで」

「そんな!?　火煉さんを襲おそって福を誘ゆう拐かいしたんだぞ！」

「どんなに理り不ふ尽じんでも、命令は命令やで」

「駄目だ！」

　西南は即そく答とうした。

「ええんか？　ＧＰはクビ、下手したら逮たい捕ほやで」

「!?…………やっぱり駄目だ！　今追うのを止やめたら、もう二度と会えないような気がするんだ」

　一瞬、西南は苦く悩のうの表情で唇くちびるを嚙かんだが、やはりすぐさまＮＢの言葉を否定した。

「わかった。なら、ワイがした事にすればええ。せやったら旦さんも最悪は免まぬかれるやろからな」

「は？　何言ってんだ。お前はＮＢなんだから責任なんて……!?」

　と、ＮＢは西南の目の前で変形を始め、キルシェの姿となった。

「えっＮＢ!?　その姿は……」

　人格統合していない状態ではキルシェの事を思い出しようも無いが、タレントとしてのキルシェならばケネスが熱ねつ烈れつなファンであった事で知識はある。だが目の前にいきなり行方ゆくえ不明の人気タレントが現れたらその真しん偽ぎを疑うものだ。

「……えっ？　えっ？　えっ？」

　多くの本物のオーラを纏まとう女性を見続けた西南にとっても、目の前の女性の纏うオーラは、彼女が本物だと確信するに足るものだ。だからこそその出現に戸と惑まどっているのだ。

「説明は後です。それよりも目標を追わないと」

「そ、そうでした！……けど、短たん距きよ離りジャンプとはいえ、予測出来ないのではジリ貧にしかならない」

　ジャンプ先の予想が出来なければ、相手がジャンプアウトした地点を探知して、それからジャンプしなければならない。当然その分、少しずつ距離を離はなされる。長距離ジャンプの出来る艦に収納されればお終しまいだ。

　───攻こう撃げきをする？

　目標の足を止めるにはそれしかないが、それは命令違い反はんより遥はるかに重大な犯罪行こう為いだ。それこそ今まで積み上げてきた全すべてをぶち壊こわす行為である。その上、福や相手を傷付けてしまう恐おそれもある。

（……それ以前に、この船でどうやって相手を止める？）

「大丈夫です。西南さん、この船はアイリ様……哲学士の持ち船なのですよ」

　西南の考えを読んだようにキルシェはニッコリと微笑ほほえんだ。

「えっ？」

「目標がジャンプアウトしました。位置を特定！　こちらもジャンプします！」

　アイリの小型艦はすぐさま敵の位置を特定、超ちよう空間航行へと移行した。

「こっ、これは!?　上位超空間!?」

　西南がそう認にん識しきした次の瞬しゆん間かん、通常空間へとジャンプアウトした。しかも前方にはまだ目標艦が居る。間かん髪ぱつ入れず、キルシェは目標艦の動どう力りよく炉ろ部分を撃うち抜ぬいた。

「凄すごい……」

　その手際の良さとスピードは雨音にも匹ひつ敵てきするものだ。アイドルタレントの真似まね事ごととは訳が違ちがう、高度な訓練された技能である。

　動けなくなった目標艦をトラクタービームで牽けん引いんを始めた時、

『山田西南。お前の行為は重大な命令違反だぞ』

　ようやく相手方が音声のみ限定ではあるが通信回線を開いたのだった。

「速すみやかに、福を返へん還かんして頂きたい」

『これは銀河連盟の決定事じ項こうだ』

「福を返……!?」

　いきり立つ西南を抑え、キルシェは前に出た。

「引き渡わたしは守蛇怪の船体のみの筈はず。ましてや一いつ般ぱん人を襲撃し、その財産を収しゆう奪だつした行為にどのような正当性があるのかは、このままＧＰへと移送しますので、そこでお聞きしましょう」

『撤てつ退たい命令は出ている筈だが？』

「緊きん急きゆう措そ置ちです。そこに居る福はアストラルを持った人権を有する存在です。となれば、その保護が優先されます」

『くっ！……後こう悔かいするぞ』

　相手の言葉が違法性を証明していた。だが……、

「!?　いけない、何かがジャンプアウトして来ます！」

　キルシェが叫さけんだのと同時に、激しい揺ゆれと共に至し近きん距離に軍の大型艦がジャンプアウトして来た。

「くっ!?」

　西南は咄とつ嗟さにトラクタービームを切り、

「回かい避ひを！」

　と叫ぶ。

「!?」

　キルシェは間髪入れず小型艦を目標艦から離り脱だつさせる。と、一瞬前に西南達の船が居た場所に高出力のビームが通過した。

「くそっ！」

　せっかく捕とらえた目標艦から引き離され、西南は唇を嚙んだ。あそこには福が乗っているのと同時に、相手の違法性を証明する証しよう拠こでもある。それが奪うばわれれば、西南に残ったのは命令違反の行為のみだ。だが大型艦の攻撃は確実に西南達を撃ち落とそうとするもので、いかな高性能の艦でも軍艦には太刀たち打ち出来ない。

「西南さん、しっかり摑つかまってて！」

　キルシェはそう言うと、小型艦を大型艦目め掛がけて急接近させる。

「えっ!?」

　急激な回避の連続に、慣性制せい御ぎよも追い付かず時折強きよう烈れつなＧが身体からだを襲う。小型艦はその大きさにも拘かかわらず結構な出力のビームを発射しつつ接近していたが、さすがに重装備の軍艦相手では装そう甲こうはおろかシールドも貫つらぬけない。だがそれはあくまで次の布石の為ための攻撃だった。

「!!」

　間髪入れずに小型艦から発射された個体弾だんは、高出力のビームの干かん渉しようで僅わずかに弱まったエネルギーシールドのホールにピンポイントでヒット。辛かろうじてそこを通り抜けると、敵戦艦の外装そう甲こうに真っ赤なシミを作った。そしてそれはすぐに透とう明めいとなって見えなくなったのである。

「離脱します！　緊急ジャンプ！」

　小型艦は数秒の超空間ジャンプの後、軍艦から数光分離れた地点へとジャンプアウトしたのであった。

「キルシェさん、あの個体弾ってもしかして……」

「以前、守蛇怪一号艦が苦戦させられたペイント弾です」

「そんな物をいつの間に……というより何故なぜそれを……」

「私はＮＢとして全て見て来ましたから」

　キルシェはにこりと笑みを浮かべた。

「な、なるほど……確かに」

　ＮＢとして活動して来たのなら、守蛇怪での実戦を経験していると言う事だ。キルシェが本職顔負けの技量を持っているのも当然だ。

「でもあんな大型艦じゃ、ペイント弾はあまり有効とは言えないんじゃ……？」

「ええ。ですが一番の目的はマーカー機能です。これであの艦がどこに行こうと追う事が出来ます」

「もしかして……この船で追えるんですか？」

「はい。長距離の上位超空間航行はユニットを取り付けないと無理ですが、通常の長距離ジャンプなら可能です。食料等の物資も西南さん一人なので一週間は持ちます。でも雨音さんのマンションでも言いましたが、安全を考えるのであれば、一度戻もどって霧恋さん達と相談するべきだと思います」

「……そうだとは思います。思いますが、明らかに何かがおかしいです。戻ればもしかして安全かもしれませんが……嫌いやな予感がするんです」

「福ちゃんの事でしたら地球の方々にお知らせしてはいかがですか？　地球方面ならば通信妨ぼう害がいはされていません。鷲羽様や天てん地ちさん、魎皇鬼ちゃんも力になってくれる筈です」

「もし相手の言う通り、この行為が銀河連盟の意志だというのなら、天地先せん輩ぱい達をまずい立場にしてしまう恐れがあります。明確な証拠も無い今の状じよう況きようで、巻き込む訳には行きません。だから先まず、相手がどこに行くのかを確かめようと思うんです」

「分かりました。では私もお供いたします」

「いや……でも……」

「私は……」

　と、キルシェは元のＮＢの姿に戻った。

「ワイは旦だんさんのＮＢなんやで。それに交代要員も無しで長時間の旅になったらどうするんや？　それともいったん戻るか？」

　小型艦かんのモニターには目標艦を回収し、超空間ジャンプの体勢に入った軍艦が見えていた。

「ゆっくり考えとる暇ひまは無いようやで、旦さん」

「分かった……じゃあ、行こう！　福を助けるんだ！」

　もう西南には迷いは無い。たとえそれによって反逆の汚お名めいを着ようとも、もう何かに後悔するのは沢たく山さんだ。美希は西南の手の届かない所で消えたが、福は目の前にいる。そしてそこに手を伸のばす事は可能だ。ならば……、

「マーカーデータ受信！　目標間のジャンプ座標方向を確認したで！」

「よし、こちらもジャンプだ！　行くぞ！」

「了りよう解かいや！」

　一瞬の後、西南達の小型艦は目標を追ってジャンプしたのである。











【天地無用！ＧＸＰ　第十二巻・了りよう】










あとがき









注：今回のあとがき劇場も、本文の後に読む事をおすすめいたします。
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あとがき劇場　その９






「あの日、イムイムは貸し切りだった……それは間ま違ちがいありませんね？」

　ダイ・ダ・ルマーとの戦いの後、久しぶりに学生へと戻った西せい南なが、これまた久しぶりの研修旅行に出かけた初日の夜。消灯前の自由時間に西南はクラスメート全員に中ちゆう継けいされた中で、ケネスの司会による聴ちよう聞もん会かいに引っ張り出されていた。質問内容は何処どこでどう漏もれたのか知らないが、西南の『イムイム』旅行疑ぎ惑わくである。

「……はい」

　幸い質問はインタビュー形式では無なく、事前にクラスメートから出された質問内容をまとめた物をケネスが読み上げるという形だ。そうでなければ収拾が着かなくなり、時間が無くなる恐おそれがある。寮りよう程ほどの自由度は無いのだ。

『君が泊とまったのはイムイムの本島という事ですか？』

「ええ、そうです」

「イッ！　イムイム本島には宿しゆく泊はく施し設せつは一つだと聞きました、君は正まさ木き先生達と寝ね起おきを共にしたという事ですね!?」

　ケネスの息いき遣づかいがちょっと荒あらくなって来た。

「俺は別の場所で寝てました」

「……野宿をしていた、という事ですか？」

「ええ、まあ。夜も暖かいですし、変な虫も危険な動物もいませんから」

　西南が泊まったのは、そこを見つけた者達だけの秘密の場所だ。ここで話す訳にはいかない。

「イムイムへの滞たい在ざい期間は？」

「二週間です」

「その間、みんなの服装は？」

「初日以外は水着です」

「そっ！　それは本当ですか？　何か証明出来る写真とか映像は？」

　いろいろと核かく心しんに近付いて来たようだ。つまりこの集まりは西南の酒池肉林疑惑なのである。

「……プライベート写真だから、こういう所では見せられないよ。俺が撮とったんじゃ無いからアクセス許可がいるし……ああ！　俺が釣つった魚の写真なら見られるよ。イムイムの記録にもなったんだ」

「それはいらん！　視し聴ちよう者は正木先生達の水着写真が見たいに決まってるだろ！　こっそり隠かくし撮りしたヤツとか、無いとは言わせんぞ！　お前には超ちよう高こう性せい能のうのＮＢが有あるんだからなぁ！」

「あいつは持ち込み禁止で、イムイムの衛星に置いて行ったけど？」

　ちょっと自じ慢まんしたかった魚の写真を拒きよ否ひされ、西南は少し憮ぶ然ぜんとして言った。

「何っ!?　おっ、おいおい！　何でそんなもったいない事を!?」

　当然、ケネス達が期待しているような事をさせない為ためである。

「出来るだけ文明の利器は持ち込まないような方針らしいよ。必要も無かったし」

　宇宙での生活に慣れた西南は、少し前からあまりＮＢを連れ歩かなくなった。この研修旅行でも不要な私物として引率教師が管理している。

「せっ……千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスをっ！　お前のそういう、性せい欲よくの枯かれたじいさんのような所を何とかしろっ！　お前がっ！　お前がどれだけ恵めぐまれた環かん境きように居るのか分かっているのかぁ!?」

「ケネス君。脱だつ線せんしてないで続けて続けて。時間が無いんですから」

　黙だまっていたラジャウが小声で注意する。

「……失礼。では次の質問。イムイムはその水と空気中に特とく殊しゆな成分が含ふくまれていて、その発奮効果で、長期間滞在する人達の中には、一日中、全ぜん裸らで過ごす人も少なくないと聞きますが？」

「それは初耳だな……少なくとも、俺の前では水着だったよ。宿泊所の中までは知らないけれどね」

「宿泊所には一度も入らなかったと？」

「最終日にパーティーをした時くらいかな？」

「パッ、パーティーの時の服装は？」

「ドレス姿だよ。……あのなぁ、霧きり恋こ……正木先生も言ってたけど、他ほかの星にあるイムイム名の施設は勝手に誇こ張ちようされたイメージばかりで、実際のイムイムとは別物だよ。そりゃ中には大人同士で遊びに来ている人達向けに、その手のイベントを提供する事はあるみたいだけれど、普ふ通つうに子供連れだって来るし、俺だって未成年なんだから、ケネス達が期待しているような事はしないって」

「そっ……そんなバカなっ！　俺達の夢が……」

「さっさと目を覚ませ」

　西南は冷たい視線で言う。

「いいや！　俺は信じないぞっ！　正木先生達とイムイムの隔かく離りされた場所で何もなかったなんて有り得ない！　空腹で死にそうなのに、目の前のご馳ち走そうに手を出さなかった並に信じられない！」

「二人っきりでとかならまだしも、瀬せ戸と様達も居た状況でどうしろってんだか……」

「!?………今、何と？」

　半泣きだったケネスが目を剝むいて西南を睨にらむ。

「えっ？」

「今、他にも誰だれか居たって言っただろ？」

「……ああ、瀬戸様達だって居たんだから、って……」

「せ、瀬戸様って……樹じゆ雷らいの鬼おに姫ひめ？」

「他にどの瀬戸様が居るって言うんだよ。イムイムは樹雷の保養地なんだし、瀬戸様が招待してくれなきゃ、貸し切りなんて無理に決まってるだろ？　初日に出会って、最終日まで一いつ緒しよだったよ」

「…………以上、西南のイムイム酒池肉林疑惑解明インタビューを終しゆう了りようします」

「えっ？　えっ??」

　西南はもう慣れたが、一いつ般ぱんの人間にとって『樹雷の鬼姫』は畏い怖ふの対象であり、その瀬戸と一緒に居た状態で、女性とイチャイチャなど考えられない。例えるなら飢うえた人食い虎どらと一緒の檻おりに居るような状態だ。そんな極度の緊きん張ちよう状態では、不ふ埒らちな事をする余よ裕ゆうはおろか考える事すら出来ないのである。それどころかケネス達だったら、常時緊張を強しいられ、普通に遊ぶ事すらままならない状態だっただろう。まあ、親や教師の監かん視し付きだと考えれば分かり易やすい。

「皆みなさん、ご静せい聴ちようありがとうございました」

　こうして西南のイムイム酒池肉林疑惑は晴れたのであった。








終わり



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　ついに次巻にて天地無用ＧＸＰの、アニメでお見せした部分まで到とう達たつ、第一部が完結する事となりそうです。その次は第二部、完全新作の簾れん座ざ編へと移行しますが、分量予想では次巻で早々に突とつ入にゆうしそうな感じではあります。まあそれはそれで少々唐とう突とつですし、いろいろと復活するキャラも居ますので、少しアカデミーでの日常とかその後的な話を付け足して、切りの良い所で第二部に、と考えています。などと言いつつ、十一巻と十二巻の様な事にならないとも限りませんが……。

　思い返せば当初、この小説はアニメのノベライズとして三冊程で書かれる予定でした。しかし、もともとアニメ自体がダイジェスト的なものでしたので、いろいろと補完している内に予定の四倍程の長さとなってしまいました。大筋は変わりませんが、やりたかったネタをふんだんに盛り込めましたので、おかげさまで実に有意義な作品となりました。

　天てん地ち本来の始祖とも言える作品は『天地無用！魎りよう皇おう鬼き』ではありますが、地球の田舎いなかでは、なかなか裏の設定を説明する為ための舞ぶ台たいを整えるのは難しいものでした。その点、ＧＸＰは宇宙、アカデミーが中心舞台の作品ですので、樹雷、世せ二に我わその他の設定を書くには打って付けの作品です。ですから今作品は天地無用という世界の、というより梶かじ島しま作品の中心的な物と言えるでしょう。そして第二部の簾座編は『デュアル！　ぱられルンルン物語』とも関係してきますし、今回登場したレセプシーもその謎なぞの一いつ端たんを担になっています。これで大まかではありますが、全すべての作品が繫つながる事になるでしょう。




　さて、次回はタラントの本ほん拠きよ地ちでの新たな出会いと再会、鏡かがみ・瀬戸の謎やら、皇おう家けの樹きの真実、西南の結けつ婚こん話やらで山盛りてんこ盛りとなりそうです。では。
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